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秋田県には、数多くの埋蔵文化財が残されていま

す。この貴重な文化財の保護と県民生活を豊かにす

る開発との間に、調和をはかる積極的な地域振興策

が、今日課題となっております。

このほど、増田町八木地区において耕土入れ替え

事業が計画されました。この事業区内に八木遺跡が

含まれていることが判明し、工事に先立って失われ

る最小限の笛所について発掘調査を実施いたしまし

fこO

その結果、遺跡はきわめて大規模な縄文時代後期

の墓域であることが確実になり、それとともに該期

の遺物が多量に出土いたしました。

本書はこれらの成果をまとめたものでありますが、

郷土史と文化財に対しての理解を深めていただけれ

ば幸いです。

最後に調査にご協力いただきました秋田県農政部

農地整備謀、秋田県平鹿農林事務所、増田町教育委

員会に深く感謝の意を表します。

平成元年 3月25日

秋田県教育委員会

教育長斎藤
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1 .本書は公害妨除特別土地改良事業八木地区に係る八木遺跡の発掘調査報告書で、ある O

2.本書の執筆分担は以下のとおりである。

小林克...........…ー第 1章~第 3章、第4章第 2節/土器、第 5

武藤祐浩........................第4章第 i節

高橋学....・H ・-…第4章第 2節/土製品 e石製品

大野憲司…"""......".."第4章第 2節石器

3.本書に用いた遺物写真の撮影 e 整理、遺物実測図作成、遺構図面の整理には船木義勝、一

嶋隆儀、近藤智弥、三浦光男、吉田真、久米徹、阿部崇志があたった。

4.本書の作成にあたり下記の方々からの助言を得た。記して謝意を表する。

石川清五郎、小林達雄、後藤和氏、戸沢充則、成田滋彦、西脇対名夫、林謙作、渡辺誠

小田野哲憲、熊谷常正、本間宏、大沼忠春、高橋与右ェ門

5. i第 6章 自然科学的分析」のうち、 「第 1節 j.iC年代測定Jは学習院大学年代測定室

に、 「第 2節花粉分析Jはパリノ@サーヴ、ェイ株式会社に委託した結果である。また、

「第 3節 出土人骨鑑定」は、札幌医科大学百々幸雄氏、木田雅彦氏による。

6.土色表記法は、農林省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色禦監修

防庁版標準土色11I占』に従った。

7.付図の第2区、第 4" 5区、第10区全体図は調査最終段階での垂直写真を図化したもので

あるが、土壌中には石を取り上げて完掘状態を図化したものと石を残した状態を図化したも

のの両者ーがある。

8.挿図に使用したスクリーントーンの凡例は以下のとおりである。

園地IJI 関柱痕跡 z 問
幽

焼士 白 m~分
長三:土-23 /宅 医] 第49[g]
幽炭化物、 i;;:;:;l j:以図似
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tfll1ii: はじめに

第 l章はじめに

第 1節調査に至るまで

八木遺跡、は昭和52年刊行の秋田県遺跡地図に収載された周知の遺跡である。遺跡地図への記

録のもととなった昭和37年の埋蔵文化財カードによれば、遺跡の確認がなされた昭和37年当時

の状況は焔および水田で、あり、およそ10アールと推定された遺物包含地の一部はすでに耕作に

よって破壊されたと判断されている。また遺跡の時代については付近の耕作者が所有する出土

遺物から縄文時代晩期頃と推定されている。

この昭和37年の確認後、遺跡の試掘が行われたのは昭和57年になってからである。このとき

には水田 1枚に 1カ所の割合で試掘坑が設けられ、遺物包含層の厚さと広がりカ:報室かめられた。

その結果、包含層の遺存状態は地表面で推定されていたよりも良好で、最も深い箇所では1.2

m程もあり、また広がりも当初の予想を大きく上回り、約46，OOOrrfと確認された。また、何ら

かの遺構の存在と捨て場的な場所のあることが予想され、出土遺物から遺跡の中心年代が縄文

時代後期前葉であることも判明した。

ところで遺跡の所在する増田町では、昭和49年頃から休廃鉱山を原因とする耕作地のカドミ

ウム汚染が問題化し、対策として耕作地の土壌入れ替えの事業が県農政部によって進められて

きた。この対策事業(公害防除特別土地改良事業)は大規模な前土を伴い、埋蔵文化財包蔵地

ではその破壊が予想されたため、県教育委員会では農政部との協議の上、周知の遺跡内におけ

る当該事業の際には計画段階で範囲確認調査を実施し、さらにその必要が認められた場合には

事前調査を行うこととした。増田町町内ですでに行われた梨ノ木塚遺跡、平鹿遺跡の発掘調査

はこの公害防除特別事業にかかる調査である G

今次の八木遺跡で、の調査もまた、昭和57年の範問確認調査をうけた公害防除特別土地改良事

業に伴う事前調査である。盛り土を主とする工法がとられたため、調査は工事によって破壊さ

れる最小限の範囲に限っておこなわれた(第 1表)。

第 2節調査の組織と構成

l 所在地

2 調査期間

3 調査の自的

平鹿郡増田町増田字仁井田堰向94番地他

昭和63年 5月12日~昭和63年8月9El

公害防除特別土地改良事業八木地区事前調査



策 1 はじめに

4 調査面績

5 調査主体者

6 調査担当者

7 総務担当

1. 953rrf 

秋田県教育委員会

小林克(秋田県埋蔵文化財センタ一文化財主事)

武藤祐浩(秋田県埋蔵文化財センタ

久米徹(非常勤職員)

船木義勝、柴田陽一郎、山崎文幸、和泉昭一、藤原 司、磯村

加藤進 (秋田県埋蔵文化財センタ

高橋忠太郎( υ 主事)

8 調査協力機関 原農政部平鹿農林事務所@増田町教育委員会@八木自治会

第 l表 八木遺跡各調査区と調査面積

583rrf 用水路部分 11 

第 3区 172rrf 耕作地部土部分ノ/

第4区 (両地区併) 耕作地ì~1j土部分 H

第 5区 639rrf 耕作地削土部分が

耕作地削土部分グ

試掘のみ、盛土保存

123rrf I部分調査、盛土保存

、* 1図周辺遺跡名
13 浩立追跡、 縄文i時代造物包合地 (IIJWD

八木遺跡 本遺跡 14 八木域遺跡 館跡

HlJ頭忠跡 縄文時代造物包合地 15 戸波城遺跡 縄文i時代造物包合地、館跡、

3 判I.m遺跡、 縄文時代芸域 (1胞羽) 16 J'，"合山館遺跡 館跡

4 真ヴ遺跡 縄文f!~j代造物包含地 17 恕111-.館遺跡 館跡

5 梨ノ木塚遺跡 縄文H寺代墓域(f境期D 18 Lllt.!li1;rケ沢追跡 自立跡

6 真人111城遺跡 縄文H寺代造物包含地、館跡; 19 館回数遺跡 館跡

7 真人公園遺跡 縄文時代造物包含地 20 鳥越森 I追跡 純文時代ili物包合地 (rj1JU]) 

8 色ケ森遺跡 縄文!時代造物包含地 21 鳥越森H遺跡、 ，Ij代造物包合地

9 阿弥陀沢遺跡 縄文時代造物包合地 22 中拘遺跡 iJj代造物包含地

10 戸波JM跡 純文IHj代造物包合地、 ;~Ü刻文相HL 23 応鼓城追跡、 自立跡

11 戸波羽場退跡、 純文!時代造物詔合地 24 T]UITl城遺跡、 nn跡

12 久EEl遺跡 純文時代造物包合地(晩期]) 25 告IIJ奇城遺跡、 館副i

- 2 





第 2主主 迫W;h;の立i也と環境

第 2章遺跡の立地と環境

第 l節遺跡の位置と現況

八木遺跡は秋田県内陸南部、横手盆地の南端近くに位置する。/冗""-1

横手盆地の西側に沿つて雄物物)打川!円肋i同カが枇1

に西流して接続する支流、皆j瀬頼川右岸の河岸上に立地しい、皆溺}円川11 一 r可i

lこ西流して接続する成瀬}l!との合流地点から、1.75km~七百に離れしrぐJ

た地点である。また、遺跡付近は真人山、金峰山などの東側山地 l 

の裾に広がる増田扇状地の南西側にあたるが、標高は92m前後を

測る。皆瀬JIIの水面との比高も小さく十 4，......， 6mである。現在、

遺跡周辺は皆瀬JI!との簡を長大な堤防で区切られた水田、畑地と

して利用されている。遺跡位震の経緯度は北緯39度12分8秒、

経140度32分17秒である。

。

第 2国八木遺跡位置図

第 2節歴史的環境

八木遺跡についての記録は古く、江戸時代末期にまでさかのぼる。遺跡の北西側、十文字町

下仁井田にある新111神社についての縁起、『八萩山新山宮縁記J(享和三年[1803])の伝えると

ころによれば、天和二年 (1682)のころ神社付近に雷鳴が轟いて大量の『矢ノ根石』が降り、

その後、周辺地域が『動神気(どうみさ)Jと呼ばれるようになった、としている(図版126)。

すなわち遺跡近くに残る地名『道米木(どめき)Jを天上での神軍の戦『動神気Jの転設として、

いわゆる石器天工説の一つを地名の由来に用いている。ちなみに、遺跡地名についてこの種の

石器天王説が伝わる類例には、山形県庄内平野の神矢田遺跡(縄文時代後晩期)などもある。

周辺の遺跡としては昭和52年に発掘調査された梨ノ木塚遺跡が本遺跡の4β回東側に、また

昭和57年に発掘調査された平鹿遺跡が 3km東側に位置している。いずれも皆瀬川に連続する成

瀬川右岸に形成された遺跡であり、前者は縄文時代晩期前半、後者は同じ晩期後半の墓域跡と

して著名である。また本遺跡の南東 2km、皆瀬川の対岸には魚刻文石(鮭石)を出土した戸波

羽場遺跡(国版126)があり、隣接する戸波遺跡は石棒等が出土した縄文時代晩期の遺跡であ

る。この他に東側山地裾野に多くの中世城館が立地し、本遺跡の0.9km南東側にも八木城跡が

あるが、本遺跡調査の際には竜泉窯系と目される錆蓮弁文のある青磁碗片が遺跡の西側からも

採集されている。
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第3者 発抑制査のH主要

第 3章発掘調査の概要

第 I節遺跡の概観

今回の八木遺跡の謁査区は昭和57年の範囲確認調査によってくくられた範盟内lこ設定された

が、この区域は江戸時代に関かれたというj普段用水路の東側にあたる。第 2章第 1節で述べた

ように、遺跡の現況は水田及び畑地であり、これらの耕作地は基本的にはこの謹厳用水路と平

行して走る間道に沿うかたちで地割りされている。これは西北西側ないしは西側に緩く傾斜す

る地形に規制された結果でもある。しかし、第 3図の地形図に示されるように一部に極端に北

西側を向いて地割りされる帯状の箇所があり、このような部分では局聞に比較し、やや低しゅ〉

あるいは地形全体の傾斜が緩くなっていることが観察された。言語査の結果、こうした箇所では

地山面が周囲よりも低く、遺跡全体のi臼地形にある程度うねりのあることが判明した。

これは遺跡の立地する低地が窮状地外側の砂傑段丘にあたり、皆瀬川に向ういくつかの沢筋

により関析された結果と推測される。したがって、現在では…直に低平な遺跡周辺の地形も、

過去には綿し玉沢筋が通り、部分的には沼地であった可能性も推測できる。

遺跡層位に関しては、表土から地山までの深さが!日地形のうねりの高い箇所で、は30cmと浅く

うねりの最も低い箇所で、は170cmときわめて深い。地山は表土からの深さの浅い箇所で、は砂磯

層によって構成されているが、深いところでは粘土層の堆積も認められる。また遺跡の現状は

大半が水田で、あるため、土壌中には酸化@沈澱した赤褐色の鉄分層が斑に入り、地山粘土層に

は培緑色にグライ化した部分も認められる。すなわち、調査区ごとあるいは向ーの調査区であっ

ても部分的な相違が大きいのであるが、以下に第2区での基本層位を略述する。

I層;lOYR2 
/ 2 黒褐色土.粒子細かく置やや粘重量径 1mmの炭化物 e 径10，....，.20mmの擦を含む.

水田耕作土.層厚10cm.

E層;10YR2/1黒色土.粒子細かくやや粘質.しまっている.径 1mmの炭化物@径 1mmの白

色粒@径 5，.._，10mmの!躍を含む.水田耕作土.層厚10cm.

E層;10YR2/3黒褐色土.粒子細かくやや粘質.幾分孔隙あり.径 1，...，_， 5 mmの炭化物@径 5

.........，20mmの醸@筏 3mm程の焼土粒を含む，上部は酸化の程度が強く暗褐色を呈する.遺物

を含み組石の上部はこの層中にある.層厚10cm.

IV層;lOYR2/2黒褐色土.粒子細かく粘質.孔隙あり.径 1，.._， 2 mmの炭化物@径 1，.._， 3 mmの

焼土粒@径 3，..._，10翻の磯を含む.地山土をブロック状に含む.遺物包含@組石検出層.

層厚2O，.._，3 Ocm. 

- ;) 



第 3章発掘調斎の概妥

今回の調査区

-工 法 変 更i玄み
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第 3図 地形図およびグリッド配謹図
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第3輩発掘調交の概要

V層;10YR2/1黒色土.粒子細かく粘質.IV層に比較しやや柔らかい.いくぶん孔隙あり.径

2'-""" 7 mmの炭化物@径 2....._，10悶およびブロック状の焼土 e経 5"-'20mmの擦を含む.遺

物が包含され骨片 e骨粉も部分的に認められる.組石検出層.層!享20"-'30Cill.

; 10YR2/2黒福色土.粒子綿かく粘質.しまっている.孔隙あり.窪 3.--_， 6mmの炭化物 e

経 2，......，10mmの焼土粒 e 径 3'"'-'20mmの磯@径 5mm以上のブロック状の地山土を含む.

体に入る層でlまなく部分的に認められる層である a 土壌墓構築時の誹土を多く含むと

考えられる.層厚10，.....，15cm. 

VTIJ露;10YR2 
/ 2 黒福色土.粒子細かく粘質.しまっている.孔隙あり.径 2，...._， 5 mmの炭化物 e

径 1.........， 3 mmの焼土粒@径 3'"'-'20mmの華襲。径 2""-'3 mmの地山土を含む.遺物包含層.層厚

10'""-'20Cill. 

瑠層;lOYR3/3---10YR
4/4培福色~掲色土.粒子縮かく粘質.しまり強いが若干孔隙がある.

径 1mmの焼土粒"f主2，...._， 5 mmの炭化物 e窪 2'""-'5蹴のやや砂質の地山土を含む.漸移

層であり遺物は少ない.層厚15'"'-'20Cill.

立層;10YR4/6"'-'lOYR5/6揚色~黄褐色土の地山層.

第 2節調査の方法

発掘調査は第 1章で記述したように調査区を分けて行われた。工事計画図面によって示され

た要調査区域は計11カ所であったが、実際の調査にあたっては、このうち第4区および第 5区

を一括して第 4e 5区として扱い、第8区、第 9区は第 2区に含ませることとした。また、第

7区については期間内の調査が不可能と判断されたため、工法変更によって保存することとし、

調査は部分的な試掘に止どめた。また第10区、第11区についてもほぼ同 J様の措置を叡り、それ

ぞれ試掘溝による謁査、第 I層のみの調査とした(第1表)。

調査は基本的にグリッド方式によったが、遺跡範囲が46，000rrfと広大なため、測量の基準と

なる方眼杭は20m路橋の大グリッド毎に打設し、適宜4m!習院の小グリッドの方眼杭を打設し

た。杭打設の基準点は工事計画図面に示された基準点 (BM3)を用い、基準点から真北方向

およびそれに直交する方向に座標軸を組んで、それぞれの座標軸を 4m毎に刻んでいった。各

グリッドを呼称するために、東西の座標軸の刻みには東から沼へLA，LB， LC， LD…… e 

LJ， MA， MB， MC， MD…...・H ・-のようにアルファベットの組み合わせを、また南北の

座標軸の刻みには弱から北へ40，41， 42， 43…………50， 51， 52， 53， 54…………のように算用

数字を振り当てていった。実際に方限に閤まれた区域を指示する場合には、その区域の南東隅

の杭に割り当てられるアルファベットと算用数字を合わせ、 KH62のように呼んでいる。なお、

基準点にはMA50の呼称、が与えられている。
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第 31戸発掘誠査の概妥

各調査区を掘り進むにあたっては、機械力は用いず、すべて人力によって行った。また遺物@

遺構の少なかった第 1区、第 3区を除いては10----15cm程度の耕作土除去のみをスコップを用い

て行い、それ以下の掘り下げはすべて移植ゴテに拠らなければならなかった。包含層中の出土

遺物は出土した調査区名、グリッド名と日付を付して取り上げているが、層位に関しては出土

地点の包含層を相対的に上層、下層に分けて取り上げるに止どまった。

遺携名は検出された)1債に各調査区毎で通し番号を振ることとし、番号の部には遺講の種別を

表す SI (竪穴住居跡)、 SK (土坑 e 土壌)、 SD (溝)、 SQ(組石)の略号を付していっ

た。遺構の精査にあたっては、基本的に 2分法、 4分法を用いているが、重複の激しい遺構に

関しては適宜断面観察用のべ、ルトを設けて精査した。遺構の記録は写真撮影、図面、筆記録に

よって行った。写真は通常35mmカメラによってモノクロおよびカラーリバーサルの 2種類のフィ

ルムを用いて撮影したが、必要に応じて60X45mmのカメラも使用した。図面のうち、土層断面

図は実測して作成したが、平面図はりブティング s ケ ブル a カメラシステムを利用して作成

した。平面図作成のための写真撮影は各調査区とも遺物包含層を摺7り上げた段階の組み石検出

面ないしは遺構確認霊長での撮影と、連矯完描後の撮影との 2回に分けて行った。

第 3節調査の経過

調査は昭和63年 5月128から 8月 9日まで、の、延べ65.5日を費やして行われた。以下に日誌

から抜粋して調査経過を略述する。

5月12日、増田町多目的センターにおいて作業員説明会。午後、調査を開始し第 l区、第 2

7区の試掘坑26笛所を掘る。 5月13日、第 1区の表土除去を開始する。 5月17日、調査

のためのプレハフ、、ハウス建設。発掘資材の擁入。第 3区の表土除去開始。方限樹:子設作業開始。

5月24日、第 3区磯面の精査。 5月27日、第 1区基本土層図作成。第 3区磯面清掃。 5月初日、

第 4e 5区、第 6区の調査開始。 6月 1日、第 1区調査終了。第 I区の全体写真撮影。 6月 3

白、第 4o 5区に測量用の遣り方を設ける。 6月 8目、第 2区、第 4" 51X爪噛仏h ム同日づた

を開始。 6月10日、第 3区調査終了。調査体制の見直し、調査員@作業員数、調査予算の変更

について検討(於埋蔵文化財センタ ) 0 6月14日、第 4e 5区の盛土中出土礁の洗浄作業を

開始し、切白石錘、凶石などを検出。第 4e 5区で組み石面の検出。 6月18日、調査面積確定

のため測量(第 4.. 5区、第 6区、第7区、第10区)0 6月23日、第 6区遺物包含層精到謂始。

6月24日、第10区の表土除去開始。プレハフ、、ハウス l棟追加建設。 6月27日、調査員4名増員。

作業員増員。 6月30日、第 4• 5区垂直写真撮影開始。 7月16日、第 6区調査終了。 7月258、

第 4• 5区調査終了。 8月 9日、第 2区調査終了。資材の撤去@搬出。
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第 l節検IJ¥遺構

第 4章調査の記録

第 l節検出遺構

本謁査で検出された遺構は竪穴住居跡 a 揺立柱建物用柱穴 s @結石遺構 e

など総数700余り り、その殆どが縄文時代のものである。尚ここでは、梗宜上掘り込みの

検出された組石を土壌として扱い、その検出できなつかたものは組石遺構としている。

遺跡内に分割されている各調査区での検出遺構は第 2表の通りであり、遺構の上では第 6区

に検出された中期中葉の土墳が最も古く、中期後葉lこは第10区付近に集落を形成している。遺

跡の中心となるのは後期前葉から中葉で、該期に属する500基を越える土壌墓が遺跡全体

域として性路付けている。また第 2区、第4e 5区は捨て場として形成された遺物包含麗が調

査区のほぼ全域を覆っている。遺構内より出土した遺物も含めて遺物については第 2節以降で

扱うが、第2区包含層中より火葬されたと見られる 1個体分の人骨が出土している(図版25、

第6章)。以下組石遺構及び近世以降のものと見られる溝跡を除き、遺構の種類ごとにいくつ

かを取り上げて記述する。なお組石遺構 3例については、図版23に示した。

縄文 H寺

後期初

縄文 n寺
中期後

竪穴住居跡、 2 l!fF 縄文時代
tl:守 44~J; 後期初頭

L:lffi1 242;!j~ ~後葉
組イj遺構 2基
二i二器理設遺構 1基

溝 2条

Pit 13)j~ 

J!.H 6 区 I 60""'" 170c血 ごi二墳 18基 純文 11寺代
r:11 J明仁11 葉

後 期 中 葉

第 10 1:><. I 40，.....，80cm 照穴住居跡、 2 !1!F 純文時代
二i二填 281ま 中期後葉

組fi遺構 3;1走

後期 111 葉
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第4t主調査の記録

1 .竪穴住居跡

第10区で 2軒、第 4" 5区で 2軒検出した。第10区のものは炉に使われた深鉢形土器から中

期後葉、第4" 5区のものは覆土中より出土した土器から後期中葉に位震付けられる。

/ 

A 

1. vこぶし、黄褐色土(10YR%)
2 .掲色土(10YR封1

第4図第10区SI03繋穴住震跡

びるが、長径 4m前後、短径2.

8m程度の楕円形を呈するもの

と考えられる。調査部分の面積

は4.3rrf。北側で SK04と切り

合い、ほぼ中央部分に SK05が

重複する。 SK04. S K05とも

にこの遺構より新しL、。

床面はほぼ平坦で西側に径20

cm前後のピットが 2個穿たれて

いる。炉は西寄りに設けられ、

粗製深鉢形土器(第14図2)を

2m用いた土器埋設炉であり、

内面には炭化物の付着が著しい。

壁は30cm前後で、東側が若干緩く、西側では急傾斜で立ち上がっている。

第4" 5区S135 (第 5図、図版8 1) K E " K F60グリッドで検出された。径3.8mの

ほぼ円形を呈する住居跡で、床面積は11.1ばである。南側は多くの遺構と切り合うが、本遺構

より古い土墳は SK49" 245であり、また北側ではSR01が覆土を掘り込んで造られている。

床面はほぼ平坦で、幾分堅くしまっているが、西側には幅36cm、長さ108cmの落ち込みがあ

る。ピットは 8個検出され径22'-"'42cmを測る。炉は住居内西寄りに設けられた地床炉で、焼土

が筏68cmの円形にjよがり、掘り込みは認められない。壁は12..._，20cmで急傾斜で立ち上がってい

る。覆土は 5層に分けられるが、 1" 2層中には焼土粒子 e炭化物が多く混入している。図中

の石は覆土中及び床面より検出したものである。炉付近の石が集中する部分から壷形土器と台

付き鉢形土器がセットで出土している(第21図 1"-'5)。

同地区では規模@形態ともに類似する住居跡S145 (図版8-2)が検出されており、第

21図6" 7が出土している。ともに後期中葉の住居跡と考えられる。該期の住居跡の調査例は

近年徐々に増加しており、特徴として出入り口施設が付設されること、また傾斜面に面して構

築された住居では出入り口が斜面方向に設けられ、炉がその方向に寄る傾向にあることが注意

されている。第 4" 5区の 2軒ともに出入り口施設は検出されなかったが、 S135の炉の位置

10 



第 l節検出遺構
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5図第ヰ"5区SI35竪穴{主語跡

A
 

は非常に緩い傾斜ではあるがこの特徴と符合しており、西側に出入り口を設けた可能性がある。

掘立柱建物用柱穴2 

第 2区、第 4" 5区で79基確認された。調査当初は石を詰め込む土壌のー形態と把えて調査

を進めたが、第 2区SK P282の検出及び他土坑での土層観察によって建物の柱穴と判断され

て、この遺構を認識した。建物としては柱配列の明瞭なものを推定復原し、付図中に示した。

覆土中の出土遺物および遺構の切り合いから後期前葉から中葉のものと把えられる。

3) K C61 .. 62グリッドにかけて検出された。掘4 .. 5区SK P207 (第6図、図版9

り方の平面形は径1.1m前後の円形を呈し、深さ1.1mを測る。中央には径40cm程の柱痕跡が認

11 



第 4y: 郡白の3己是正

められ、坑底面でその部分がわずかにくぼむ。掘り方内には中央を間んで幾分大きめの石と径

10cm前後の石が充填されている。第 2区SK P45 .. 286 (図版 91)などが同様の形態のも

ので、後者は確認時点で上面の石と柱痕跡が把えられる。

第2区SK P282 (第6図、図版 9-2)MA81グリッド中央北寄りで検出された。掘り

の平面形は径1.1mのほぼ円形で、深さO.6mを測る。中央に径40cmの柱痕跡をとどめており

面のプラン確認でも明瞭である。大きい石を用いるものの、前者と異なり掘り方内に石は少な l¥o

第4e 5区SB 1 (付図 2)K C e K D61グリッドに位置する。 SK P 47 e 199 " 198 .. 226 " 

219 e 216の6本の柱からなる建物である。長辺長4.0郎、

短辺長1.8mで、張り出し部軸長3.0mをj則る。長軸方位N-

93.um 

第 4・5区SKP207

一色91.1m

A
せ
p
h
d
ハh
u

第 2[dSKP282 

8 

73
0

- Eである。

第2区SB 1 (付図 1)K J 85グリッドに位置する。 S

K P 45 " 82 " 78 " 75の4本柱の建物で、柱間距離は南側で

やや狭まるもののほぼ1.9mを測り、全体は方形を呈する。

s 

縄文時代の建物跡及び柱穴の類例は、鹿角市大湯環状列

岩手県森内遺跡、中期前葉~中葉の19IJになる

西国遺跡、晩期の例が秋田市地方遺跡なと、に知られてし喝。

建物跡の機能については、大湯環状亨IJ石周辺調査例で、は西

国遺跡例との共通点を検討したのち、中央が墓域となる遺

跡全体の中で、祭犯にかかわる施設として位霞付けてし唱。

縮かな検討が不十分ではあるが、本遺跡171]も墓域という遺

跡の性格を考慮して、同様の機能と把えておきたい。

3 土壌

本遺跡内各区より総数573基検出した。中期中葉のもの

と後期前葉から中葉のものがあるが、その大部分は後者で

ある。後期の土坑の内62基の土壌中からは 5"-'10mm程度の

焼骨:片が出土しており、また著しい切り合いをみせる遺構

の分布から、これらの土壌はすべて土墳墓と考えられる。

各区とも遺跡内の一部分を調査したものであるため、土墳

墓群全体の配讃は把握できないが、第 4.. 5区の南東部分

に遺構の希薄になる部分がある。その部分では、遺構の切

り合いも少ない。この部分が遺跡全体を大きな墓域とみた

第8図第4 • 5区SKP207、第2区SKP282

12 



第 lfiiJ 検出迭構

時の一つの構成単位を示唆する可能性がある。遺構は構築時に石を利用したものが多く、壌中

全体iこ石を入れるもの@墳上部または底面に組石を伴うものが特徴的である。以下には、いく

つかの土墳を取り上げて記述する。

短径O.6mの楕円形で、深さ32cmを測る。底面はほ

ぼ平坦で、壁は南側を除き垂直に立ち上がる。埋土

中に中期中葉の精製深鉢形土器(第14図 1)が埋約

され、上部に30cm大の扇平な石が2留置かれていた。

同様に中期中葉の粗製深鉢形土器を埋納した土墳

が同区LB60グリッドでもう 1基検出されているが、

中期中葉の土壌はこの 2基だけである。

第 4e 5区SK06 (第8図、図版11-1) J G63 A-93.6m 

グリッドに検出され、他の遺構との切り合いはない。

平面形は径1.4mのほぼ円形で、深さ 19cmと浅い。

墳中東側を中心に長さ40cm程度の大きな石を入れて

おり、この石の上部は部分的に;壊上面に露出する。

覆土は炭化物 e焼土粒を多く含み、上部からは耳飾

りが出土したほか、焼骨片が検出された。

一一一B

第 4 • 5区SK08 (第 9図、図版11-1 • 15-3) J G63 • 64グリッドにかけて検出され、

S K06の北西にあたる。平面形は長径1.6m、短径1.3mの楕円形を是し、長軸方位N-15
0 

Wである。境中東側に寄せて大きな石を入れる状態は SK06に類似するが、深さは54cmを誤IJり

S K06よりも深い。覆土中からは焼骨片が出土している。同区SK125 (図版15-1)は伺様

に覆土に大量の石を含む。

2灰SK67 (第 9図、図版14-1)MF79グリッドで検出された。 SKl15 117に切られ

ているが、平田形は長径1.3m、短径推定1.0m前後の楕円形を呈したものと考えられ、長軸方

位N-570 Eである。土壌中央に底面まで及んで径 7，....__25cmの石が充填されており、それは

地山上面で、組石状になっている。

第 4e 51R S K36 (第8図、図版12-1) J 163グリッドで検出された。上部に組石を伴い、

大きいもので、50cm前後の石を、経1.1m前後の円形に積み重ねている。最も高い石の頂点から

地山面までの高さは40cmを測る。組石下部は、平面形が長径96cm、短径64cmの楕円形に堀り込

まれているが、地山部からの深さは18cmと浅く、組石最下部の石が底面に接している。土墳の

長軸方位はN-150
- Eである。北側で SK37を切っているが、第 4.. 5区SK33 .. S Q40 

13 



第 4Jli: 調査の記録

(図版11-2)、同区SK81 " 335 (図版12-2)のあり方を考え合わせると、土壌と中心をず

らして構築される組石として、 SK37と…連の遺構と把えるべきかもしれない。尚、 SK37に

は第19図3の土器が埋納されており、その点、で後述する第4e 5産SK34" 74に類似する。

4 0 5区SK18 (第9図)KA63グリッドで検出された径1.1m前後のほぼ円形を呈する

土壇で、深さは40cmを測る。土壇南側には底面から50cm前後の石を積み上げており、それが上

面にまで続いている。東側がS玄16と切りあっており、本遺構が新しいと考えられる。

4 .. 5区SK252 (第 9図) J 168グリッド南東隅に検出された径1.0m前後の円形

る土壌で、深さ62cmを混ぜる。覆土中位に一度石を組み、上面西側には 2飼の石を配している。

第 4" 5区SK09 (第10図、図版10-1)J J63グリッドに検出された径1.1m前後の円形

を呈する土墳で、深さ41cmを担IJる。護士中に石を混入するが組石は認められず、上部西よりに

20cm前後の石を用いた組石が存在する。同図中SK問、第 5図中SK16も同様の形態である。

また図版12-3 e 13-1に上部組石の例として、第4e 5区SKl14.. 263を挙げておく。

4 " 5区SK 190 (第10図、図版17-1) K C60グリッドに検出された。南側がわずかに

調査区外にかかるがほぼ全体を調査しており、平面形は径0.9mの円形を呈し、深さ30cmを担、IJ

る心底面に111毘の石を敷き詰めている。同様に底面に組石を持つ1JIH立、第2区SK30 e 96、第

4 .. 5区SK60" 1鉛"336 (図版16移 17)などがある。これらの土墳は全般に掘り方が一回り

小さい傾向にあるが、第4" 5区SK336のように関口部径より底径が広くなるものもある。

また第4" 5区SK60は遺跡内では唯一赤色顔料の塗布された例で、顔料は東側に立て掛けら

れた状態の大きな石の表面を中心に広がっているO

A一一一同93.5m 一一邑
A一一一93.7m 一一-8

SK06 
1 .黒褐色土(10YRYz) SK37 0 SK36 1 m 

SK36 
1 .黒褐色土 (10YR%)
SK37 
1 .黒褐色土 (10YR%)
2.褐色土 (10YR%，)

第 8密 第 ヰ ・ 5区SK06• 36 " 37土境
14 -
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第 I節検討i遠構

A_93.5m 号

第 4. 5区SK08
1 .黒福色士(lOYR%)
2. 黒褐色土 (lOYR3~n

‘...._--"" 

A一一叩93.1m 一一一B
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第，ji苧調査の記録

_BC一一ー

A_9:).lm 一_B

SK139 
1 .黒褐色土 (lOYR70! .黒褐色土 (lOYR73')
2.褐色土(lOYR%) 2. 10褐色土 (lOYRU)

3.黒褐色土 (lOYR73')
4.黒偶色土(lOYR%)
5. lli''f掲色士(lOYR%)
6. 11fT掲色土(lOYR%)
7.黄褐色土 (lOYR%)
8. Ilì'~-褐色土 (lOYRU)

A_~n.()m 一一一語

SK190 
1 .福色土(lOYR%)

SK90 
1 .黒掲色i二(lOYR73')
2.黄褐色土(lOYR%)
3. Ilii褐色土 (lOYR%)
4.黄褐色土 (lOYR%)
5.黒褐色土 (lOYR73')
6.にぶい黄褐色土 (lOYR%)

第10関 第4・5区SK09・10・90・100・138・139土壌

16 



に底面に検出される石には意図的に置かれた状態の
1 .黒褐色土

ものもある。尚 SK90からは第16図 3"第17図 2、 (lOYR%) 

第11函第2区SK25、第 4・5区SK34・237土壌

第 4.. 5区SK03 (図版14-3) J H64グリッド

西端に検出された土壌で、地山より若干高いレベル

では上面に焼土が広がっていた。平面形は長筏1.0

m、短径0.9mの楕円形を呈し、長軸方位N-50
0 

E、深さ50cmを測る。覆土中位に径 5'"'-'10cmの石を

敷き詰めた後に上部には扇平な 4偲の石を箱影に立

ててし喝。こうした上部と底面ないしは覆土中位に組

石を播築した171]として第 2区SK38 (図版14-2)、

第 4.. 5区SK80 (図版10-2) .. 129 (図版13-2，

3 )をあげることができる。この内 SK80はプラ

ンが大きく長径1.3m、短径1.0mのほぼ楕円形を呈

し、深さ43cmを測るO 上部 e境内の組石がそれぞれ

やや東よりに構築されており、上部組石中には立石

が含まれている。

第 4.， 5区SK34 (図版11--2) J 162グリッド

に検出された径1.2盟前後の円形を呈する土壊で、

深さ24cmを測る。覆土中に土器(第20図34)が埋納

されており、その上部に若干位置をずらして、径22

cmほどの石が置かれている。また石のi直下から第55

図54の耳飾りが、覆土上部からは朱塗り土器片@焼 j 

骨片が出土しているO このように土器が埋納される 3 

もの(図版20.. 21)に、第4" 5氏SK02"12"74.

237 (第11図..18図 2)があるが、 SK02" 237では

誌部が上に置かれている。また SK74では深鉢形土

器の口をふさぐように石が組み合わせてある。

以上の明瞭な組石を伴う土壊以外に、壌底面@覆

e 上部に石が検出される土壌の{7"IJとして第 2区

S K25、第 4 • 5区SK 17 .. 90 .. 138 .. 139について

は図化し、第 2区SK26、第 4 • 5区SK91 • 133 

については関版18"19に示した。 SK90 • 91のよう

17 

第 1節検出退構
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S K138からは第17図 1、SK139から第四図

Iが出土している。

第 6区SK13 (第12図、図版22ーし 2) 

L A59" 60グリッドに検出された。地山上面

の精査では検出されず、 SK03を掘り下げた

際に底面下の黒揚色炭化物層が検出されたこ

とから、第5区東壁の精査後その部分を断ち

割って、遺構を確認した。平面形は径1.8m

の円形を呈し、深さ80crnを測る。底面には、

北寄りに径46crnの円形に広がるしっかりとし

た焼土が認められ、また底面 e壁とも焼かれ

た痕跡がある。護士は遺構確認の経緯からも

判るように、その上部 4" 5層では地山との

識別が困難で、この土壇に封をしたかの様な

状態であり、 6麗上部に一度焼土の広がりが
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を依頼したが、人か獣脅か特定不能であった。この土墳は壌内 e 覆土の状態が特異であり、{哉

の土壌墓とは違った性格のものと考えられる。

検出数の一割にもみたない記述であるが、これによって該期の葬法について考えてみると、

土壌の規模は遺体そのものを埋めることも可能であるが、覆土中に多量の石が含まれること、

覆土中から焼骨片が検出されていること、主たそれは覆土上部に比較的多いことなどから、遺

体を火葬した後に埋葬したものと考えられる。またその場合第6区SK13については、そうし

た火葬のための施設と考えておきたl¥o

4. 土器埋設遺構(第13図、園版22-3)

第 4.. 5区KF60グリッドで検出されてお

り、後期後葉に位置付けられる。 S135の覆

-8  土上にあり、掘り込みは径24crnの円形を呈し、

一- 8

A-93.0m 

1 .褐色土 (lOYRJ-;i)

第13図第4・5区SROl土器埋設遺講

深さ29crnを測る。土器(第18図 6)自体より

り大きいだけの大きさである。土器中の

覆土は炭化物を多く含み、土器の東四には石

が配置されている。

18 



第2宮ii 出土造物/土器

第 2節出土遺物

1 .土器

今回の調査によって出土した土器は整理用コンテナにして800箱分程ある。一括資料につい

てはある程度の整理が済んでいる。破片資料では出土地点、層位毎の点検等がほとんど進んで

いない状況にあるが、ここでは、それらの中から記述可能なものについて報告する。

1 )患色塗彩土器(巻頭図版 6)

遺構内外から器面を赤色の顔料で彩色した土器が出土している。顔料の種類は定かではない

が、どちらかと言えば暗い色調を呈しており、ベンガラである可能性が強い。彩色される範囲

は個体によって異なる。表面では文様の有無、またその文様のもつ区覇性の度合いの強弱で彩

色範囲が全面に及ぶか、あるいは構図をもって部分的に彩色されるかが決定されるようであるO

巻頭図版5の5、11は表面の大部分が無文研磨された土器であるが、これらは彩色が全面に及

んでいるO また8、号、 10の把手のつくものも、その部位に限っていえば彩色は全面に及んでい

る。これに対して、し 3、7、12、14では彩色は沈静、によって区画された内と外を明療に分

けて施されている。この 5点のうちはを除いては磨治縄文手法による文様の搭かれた土器であ

り、この文禄描画法は極めて区画性の強いものであることが顔料の塗り分けによっても明らか

である。また一見区画性が強いと思える文様の施される土器でも彩色との関連のないものもあ

る。 2、4、8、13は浮文、沈静、文によって文様が描かれている。 6の縁替文、直線的構図の

描かれる土器を除いては文様自体にある程度の区画性を認めることができるが、これらの彩色

は全面に及んでおり、彩色部分と文様との間に関連を認め得ない。ちなみに、 2、7は第V群

土器であり、この種の土器は文様自体の区画性が薄いとも考えられる。内面の彩色は浅鉢形土

第3表赤色塗彩土器観察表

の 表彩関色範囲 内部

1 1ゑ4錘 5r耳SK341ljl-j二 鉢 波状 LI縁~ L1B古s粘j二級品li付、体古s草寺消斜x:.(HL縦) LI唇古ji、
全な国しI外反11縁 休部1 n区上事IJ突およびtt級文 1:6:画文i勾無文部分

2 2言4• 5区SK76忽 L 2一1量It 認苦!日 縦位迷環状浮文、 Illi線的tt級文 全面

3 ヨH ・5区SK253壇上L 可一1一7♂ 広仁1 同部 縦位迷鎖状S字此線文、純文 (LH横)議、 fほ文指 縄文干lfを除く吉正文部分 類部

4 第1O[RSK23埋土 重量 嵐官官~ 2条SJZ行のl!ll線的連繋が:線文 今回 なし

体現l

5 第4・51玄日K15日型n土 浅鉢 口縁lifII!JJ 口縁 体昔fl無文 金I主i うそrfii

6 言~4 ・ 5l玄SK135現1j二 鉢 台段11縁 11縁 1I縁部に縁'1Ii火、努iiffi!1!t文、 会開 L1~頚

休部直線的北線文

7 J，!';1O反SK26りjこ 浅草本 内湾LI縁 u縁 (RL;j';'f!¥'L) 日縁 i止話、無文部分 会的i

B 第 2 区I~J81T筒 ~{rf ? 抗手状突起 全国 なし

宮 雪H ・5区KA64T府 t寝鉢 車道外反 頭部 縞状犯手と述結する弧状l!ti付文、 全面? 全面

{本部膨らむ 通!給部および綴状把手織に主主のある山文

10 第 21茨KG86J二院 .'!Hf 内{頃口縁 [J縁 ~ 橋状花!手 i二に欽のある回文、 会llii !こ1-顕

類部 調務ある沈総

11 第4・5区，JG6H腕 浅鉢 仁i縁胤U]J 日縁 内在百に段あり 全i師 口~頚

外倣

12 第 21玄KF86-Fk"i 鉢 ft状臼縁 口縁 耳寺泊純文、地文燃糸文(1)、 Iz:rr訴文内 会ffil
内t号外f頃 総線区mu文内に機{在S士子此線文

13 首i4・ 51ポ，Jl62ト附 t曜鉢 休部 liJJ線的tt線1:><:幽i又; {J~I凶 なし

下司王

14 第4・51玄Jl65下約 深鉢 体ffli Il!l線的tt線医@I文 阪i脱文内 なし

下èl~
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第4章調査の記録

器、鉢形土器などでは比較的深くまで及ぶ

が、意形土器では口頭部に限られている 0

2 )遺議内出土土器

第14図 1，ま、第5区SK05壌土中に正立

して埋設されていた深鉢形土器である。体

部上半から口縁部にかけて外反し、口縁上

端の文様導部分は直立からやや内傾して立

ち上がる。体部は半ばからやや下に膨らみ

があり、以下ほぽ蓋線的に底部近くまで下

降する。底部外周は横位の器面調整が底面

まで施される。日縁部は 5単位の波状口縁

となり、波頭部下には渦巻き状の文様が誌

かれるが、波頂間を 1単位として見た場合、

3種類の異なる構成の文様が2単位づ、つ

向き合って配置されていることがわかる。

すなわち、思正面の単位では波頭部-Fの渦

巻きを横に連結した S字状の文様であるが、

その右隣では右端のみに渦巻きをもっ文

様が、また左隣では両端ともに渦巻

きにならない沈線が、その南側の波

頂部部を結んでいる。これらの文様

はその向かい合う位置でも繰り返さ

れている O 口縁部の文様帯下は横伎

の器語調整で無文化されている。そ

の下には 2段にわたって 3条づ、つの

平行沈線が器商を一周しているが、

この沈線は地文である RL縄文が縦

位回転施文された後に施されてし、る。

第6区ではこのほか第22図lの土

器も出土しているが、これらはl¥ず

れも地山の砂磯層に掘り込まれた遺

構あるいはその陸上から出土してい

2 

第14図遺構内出土土器(1 ) 
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7i''i 2 i'!iJ Hけ物11:器

る。

第14図2は第10区S103内中央部の炉埋設土器である。火熱を受け器壁は脆い。細かく砕け

ていたために、復元された形もいび、つで、はあるが、体部上半から口縁部にかけてが内傾し体部

半ばで膨らむ深鉢形の器形をとる。口縁上端を除いては全面LR縄文が縦位回転施文されるが、

111冨20mmほどの施文単位の縄文が、帯状に連続しているのが明瞭に観察される。内面には内容物

(疫体)上面の痕跡が、 111喜15mmほどの譲歩;の;壌となっ

沸用の土器からの転用と判断される。

している。おそらくミこ

第15図1は、第4.. 5区SK02埋土内出土の土器である。口縁部から体部上半にかけてのうえ

間体程の深鉢形土器の破片であるが、やや内脅する口緩はおそらく 4単位の突起をもった波状

なると思われる。口縁部には波頂部突起を連絡する刻自のある隆線、が巡る。体部には地

文として撚糸文(1 )が縦{立に施文された後、日縁の波頂部に対応して連鎖状S字沈線文とそ

れを醤むこ重の 波頭部中間から逆V字状にこれらの文様を連絡する

が描かれているのまた、区爵文の内部は磨り消されている。

ユJ
L抽仰

第15図2，立、第2区SK284埋土内出土の深鉢形土器である。ロ縁部から底部までの%程度の

破片である。口縁は内寄し{本部から底部にかけては急にすぽまる器形を呈する。残存部分が極

めて小さく口縁形状は不明であるが、あるいは波状口縁になるかとも患われる。体部には地文

に撚糸文が施された後、磨消縄文手法によって鈎の手状の無文部分をつくる区画文が搭かれて

いる。

第16図lと2は第 4 5区SK88埋土内出土の深鉢形土器および鉢形土器である。 1は口縁

部から底部にかけてのう4個体ほどの破片であり、口縁部はやや内寄し体部上半から底部にかけ

ては、ほぼ直線的にすぼまる器形をもっO 口縁は 4単位の突起とその中間に設けられた小突起

からなる波状口縁を呈する。波頂部突超から延びた刻自のある降線が口縁下を巡るが、突起

頂部と隆線連結部には挟のある凹文が施されている。体部にはRL縄文が縦位に回転施文され

た後、口縁波頂部突起下に、鎖状になりきっていない S字沈線文を加えた倒卵形のモチーフが

磨消縄文手法によって描かれている。

2は口縁部%周ほどが残存する。体部から口縁部にかけてやや外傾して直線的に立ち上がる

器形を景する。ロ綾上端は内外両側iこ肥厚し、広く平らに{乍られた口器部の対になる笛所iこ4

つの環状の把手が付けられる。口縁部には 2条の太い沈線が巡らされるが、上段の沈線は把手

下で大きく切れ上がり、=tl::手上面を巡って背面まで達している。 f本部にはLR縄文が横位回転

施文される。 日台土に

第16図3および第17図2は、第 4.. 5区SK90埋士内出土の鉢形ならびに深鉢形土器であるO

第16図3の鉢形土器は口縁の約半周分を欠くが、他は残存する。口縁部は内寄し体部はbowl

21 
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第，ji卒:¥1M奇の記録

形に円昧をもって下降する。器面は摩滅が著しいが、本来は全面研磨されて無文とされたもの

のようである。

第17図 2の深鉢形土器は、口縁部から体部にかけておよそ%周分が残存する。口縁部は僅か

に外傾し、体部との境は屈曲する。体部はその上半で大きく膨らむ。口唇上に付けられる装飾

突起は大小一対の突起 3単位からなると官、われるが、うち大突起 2簡所、小突起 3箇所が残存

してし喝。 3単位とも残る小突起によって観察する限りミ建三の装宣言の仕方は3単位とも異なっ

ている(図の後面の突起は前面右側の突起背面をi翠化したもの)。口唇上並びに口縁上端には、

突起間を連絡するように末端に竹管状工呉の刺突を加えた沈線が 2条巡っている。大突起下か

らは播状把手が延びていたようであるが、 3箇所とも欠損して接合部分の痕跡だけが残されて

いる。また、小突起の下には沈静、による楕円文、連鎖状S字文が描かれている。さらに、突起

と突起の間には縦位 2条の沈線が竹管状工具の刺突を伴って施文されている。体部には地文に

iの撚糸文が施された後、突起および突起毘の縦位沈線に対応して、相互にそして題曲部を巡

る沈線とも連続する渦巻き状のモチーフが 3ないし 4条の沈線で描かれている。またそれによっ

てできる空間には、 1条の沈綾によって三角形のモチーフが上下交互に対置して描かれている。

第16図4は第 4'" 5区SK168埋土内出土の鉢形土器である。口縁部分が%周ほど欠損する

ほかは残蒋する。口縁部は内{頃し体部との境で屈曲する。体部はやや膨らみをもちながら下降

する。口縁部屈曲下には沈線が 1条巡り、体部にはち単位の渦巻き文とそれらを斜位に連絡す

る平行沈線、さらに同じく 2条の平行沈線によって下向きの弧線文が描かれている。また図の

反対側には 3条の平行沈線によって上および左右に開いた弧線文が描かれている。この土器は

赤色塗彩された土器であるが、彩色の痕跡は底面を除く表面全面に認められ、内福も点々と底

面近くまでその痕跡がある。また、内閣には液状の内容物表面の痕跡が幅10rnrnほどの黒色の環

となって残っている。おそらく副葬するにあたって日常什器を転用して彩色が施された伊!と考

えられる。

第17図 lは、第4"5区SK138埋土内出土の深鉢形土器である。装飾された突起を含む口縁

部~体部上半の%局分が残存している。口縁部はやや外傾し体部との境で屈曲する。体部上半

は緩く膨らみながら体部下半へ続いている。斜位の刻自が施された降線によって厚く作られた

口唇上には沈線が 1条施されている。この口唇上に粘土需をわたして 2つのメガネ状突起が付け

られている。図では残存する1笛所の突起のみを示したが、この突起は本来口唇上の対になる

4筒所に{すけられていた可能性もある。口縁部には突起のメガネ状部分を狭んで 3条の刻日あ

る陸線が垂下し、体部境の屈曲部分を巡る陸線と連結する。連結部にはう守菅状工真の先端を垂

直に圧し当てた凹文が施されている。突起部分以外でも口唇部に貼付された陸線と屈曲部を巡

る陸線とのi習は、素直に貼付された刻白ある陸線、によって連絡され、さらにこれらの閣は 3条

- 24-
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第 4手: 認王室の記録

1単位の沈線がV字形あるいは逆V字形に描かれる。なお、降線の両側および突起のメガネ状

部分の周囲にも沈線が施されている。体部は lの撚糸文施文後、垂下する 3条の沈線によって

縦に区割りされ、区割りの内部には逆S字のそチーフと上下 2箇所に逆向きに施文される斜位

沈線とが、やはり 3条 1単位の沈線で描かれている。

第18図 lは第 2区SK216埋土内出土の土器である。体部上半の%程度、口縁部の%周ほど

を欠く。器形は口鐸部から底部まで産鰻的に外錯して!寄りる深鉢形をとる。欠損部分が多く口

縁部の形状は不明であるが、おそらく 4単位の極めて緩い波状を呈するものと思われる。口縁

直下に 2条の平行沈線で区切られた幅のせまい縄文帯が巡り、以下、体部の%程が文様帯とな

る。文様築中には欝消縄文手法による文様が掻かれている。全体の講成i立、波頭部下に上下2

段にわたって、渦巻きに似せた人組文(弧状の無文部が入り組む)を配し、さらにそれらの間の

縄文地には、枠状の無文部分が秩序なくあけられている。ただし、文様需半ばに残される縄文

帯は器面を水平に巡って、文様帯を更に上下段に分ける形をとっている。また、地文に施され

る縄文にはLR原体が用いられているが、その回転方向は一定せず、帯状に展開する部分ごと

にその方向を変えている。したがって、文様それ自体はかなり秩序を欠いた構成であるが、磨

消縄文手法にともなう沈線描画以前に、ある程度文様の割り付けはなされていたものと判断さ

れる。底面には木葉痕が残されてし喝。

第18~ヨ 2 は第 4 .. 5区SK237の底面直上出土の壷形土器である。底部を欠損するほか、体

部のおよそ半分を欠いている。日縁部は短く外皮し、体部は縦に長い球状に膨らむ。体部上半

が文様帯となる。入れ子になった 4単位の卵形のそチーフを 2条 1単位の弧状の沈線の組み合

わせで構成する文様は、全面にLR縄文を施文した後に施されている。しかし、実際の沈線描

画にあたっては、はじめ l条の弧線の組み合わせでそチ フの輪郭を描き、その後それに沿っ

た弧線を加え、さらに残った空間に枠を措くようにして沈線を加えていったことが、沈線の切

り合いによって観察できる。また、文様帯の上限を画する沈線は文様帯中の沈線描画の前に巡

らされたものであるが、下限の沈線は文様帯中の文様の施文後、主要モチーフである卵形モチ

フの下端を連絡するようにして描かれている。体部下半は横位に器面調整され、残った縄文は

消されている。

第18図3は第4" 5区SK267埋土内出土の土器である。体きs上半を欠損するため確かな器

形は不明であるが、体部の膨らみから推して壷形に近い器形をとるものと思われる。下限を画

さず底部近くまで 3ないし 4条 1単位の沈線によって曲線的な構図が描かれている。沈線は一

見無秩序に束ねられ、至るところで屈曲、接続するかのように見えるが、基本的には束の中の

l条が割り付けをかねて最初の文様を措き、他の沈線はそれに沿って描き加えられたものであ

る。また、図の左端ともう l詰所には垂下して搭かれた 1単位づ、つの沈線東があり、それらの

- 26-
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第4己主 ぷ~i!cF.の記録

間がおよそ器周の%にあたることから、器面が縦位に 3分害Ijされていたであろうことが推察で

きる(さらにもう 1箇所の分割部は欠損箇所にあたる)。

第18図4は第10区SK08理土内出土の深鉢形土器である。口縁上3箇所に付けられていたで

あろう突起を除いては、口縁部から底部まで全題分が残存する。口縁は突起を頂部とした波状

を呈する。底部から短く垂直に、体下部で外反して角度を変え、口縁部までほぼ直線的に外傾

したまま立ち上がる。ロ綾部上端は内{要して尖る。{本部上半iこは上段 3条、下段4条の平行沈

糠で 2段の縄文帯が巡るが、上段の縄文帯中、突起下には逆「のjの字状文が上下に連なって配

されるものと思われる。また 2段の縄文帯とも突起中間位置下の平行沈線開は、 S字状沈線に

よって連絡される。縄文帯中はLR縄文を横位に回転施文している。

第18図5は第 4.. 5区SK290埋土内出土の土器で、ある。器形は小型の浅鉢形を呈するが、

底部と口縁~体部の約半周分を欠く。体部には 3条の平行、沈線による縄文書が巡るが、器周を

およそ 8分割する間備をおいてS字状沈線が平行沈線路を連絡するO 縄文帯中はLR縄文を撞

位に回転施文している。

第18図6は第 4.. 5区SR01の埋設土器である。 深鉢形の器形をとり、体下部から底部にか

けてと口縁%周分を欠損する。口縁部から体部半ばにかけては直線的に外傾して下降する。体

部半ばの屈曲部位から下は僅かに膨らみながら底部に向けてすぼまる。口唇部には二組一対の

小突起が付けられるが、その数は本来 7侶程度であったものと思われる。器面はまIJ落が著しく、

文様帯ならびに文様帯中の文様は判然としな~\。しかし、痕跡的に残る部分から観察すると、

体部半ばの屈曲部無文帯を墳として上下2段の文様帯が設けられ、それぞれ入組帯状文が施さ

れているようである。比較的残存状態の良好な上段の文様帯はその上限、下限が 2条の平行沈

線による縄文帯で画され、入組帯状文は器面の半底分にあたる長い単位が 4単位施されてし喝。

この文様の 1単位はそれぞれの入り組み部分に対応して、隣合う単位の末端が上下の縄文帯に

接続するよう配置される。縄文帯ならびに入組帯状文内に施文される原体はLRが用いられる

が、その回転方向は一定していないようである。

第19図、第20図に遺構内出土の半精製。粗製の深鉢形土器を図示した。

第19図 1は第4.. 5区SK139出土の土器である。口縁部がやや外反し体部は僅かに膨らみ

ながら底部まで下降する深鉢形土器である。上限を 1条、下限を 2条の沈線で霞した口縁部文

様帯iこは、楕円文の左右を 2条づ、つの弧線文で、囲んだモチーフと、 3条の垂下する縦位沈線を

3条づ、つの弧線文で囲んだそチーブとが交互に配置されている。{本部にはLRl京体が左上一右

下の方向で回転経文され、横に近い縄文があらわされるの縄文は口縁部文様:需の弧線文にも

部分的に残されている。

第四図 2は第 4 5区SK145:埋土内出土の土器である。体部上半の見局分の破片である。

- 28-
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第 4本調査の記録

口縁部は内寄し、体部は緩く膨らんで捧りる深鉢形の器形をとる。口縁部には 1条の沈線が巡

らされ、体部にはRL縄文が縦位に回転施文される。

第19図3は第4• 5区SK37埋土内出土の土器である。日縁部の弘周を欠くが、ほかは底部

まで残存する。体部上半から口縁部までがやや内寄し、体部は膨らみをもって降りる深鉢形の

器形を呈する。口縁部直下が僅かに無文となるが、以下底部近くまで全面に撚糸文が施文され

ている。

第19図4は第4;; 5区SK255埋土内出土の土器である。口綾部から{本部上半まで弘周分が

残存する。口縁部が外反し、体部は緩やかな膨みをもって降りる深鉢形の器形と思われ、口縁

は6単位の波状口縁となる。ロ縁直下と口縁部@体部の境には縄文原体の側面庄痕文が巡り、

その照は横{立に器面調整されて無文化される。口緩上端と体部にはLR縄文が横位回転施文さ

第20函遺講内出土土器(7 ) 
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れる。

第四図 5は第4.. 5区SK145埋土内出土の土器である。口縁部から体部上半までが残存す

る。体部上半から口縁部にかけて内脊して立ち上がる深鉢形の器形をとると思われ、ロ縁部は

5単位の波状を呈する。体部には 1の撚糸文が横位あるいは斜位に回転施文されているが、施

文単位の長さは短く 4....._， 5 crnほどである。

第20毘 1，ま第4" 5区SK34埋土内出土の土器であるG ロ縁きちから体部下手にかけてyz怨体

分が残存する。口縁部が僅かに内傾し、体部はごく僅かながら膨らみをもっ瀬本形土器である。

口縁部が無文とされる以外は、体部は全面LR縄文が左上右下の主l位ないしは縦位回転によっ

て施文されている。

第20図2は第4穆 5区SK115埋土内出土の土器である。口縁部から{本部上半の約%個体分

と{本部下半から底部にかけてとが残存し、体部半ばは欠損している。口縁部は屈曲外傾し、{本

部はその上半で膨らむ深鉢形の器形をとる。ロ縁部と底部近くは無文化されているが1 体部は

iの撚糸文が縦位に施文されている。底面には鰐代痕が残る。

第21図に第 4" 5区検出の 2軒の竪穴住居跡出土土器を図示した。 1，..._， 5がS135、6.. 7 

がS145出土の土器である。

し 2はほぼ同形の童形土器である。 1の口縁部から頚吉区も、おそらく 2と同様外傾する形

をとると患われる。体部は l、2とも最大窪がその半ばにあるそろばん玉に近い形状を呈する。

2は器面が長Ij落し全面にわたって器胎が露出し、文様については全く判らなlio 1では、上限

を2条の平行沈線による縄文帯、下限を波頭状に巡る沈線で画した文様帯中に、横位に展開す

るS字状の区画文が描かれている。縄文帯、区画文内、体部下半に施される縄文は撚りの細か

なLR原体を横位に回転して施している。

3は小型の深鉢形土器である。口縁部から体部にかけて約半周分を欠援する。ロ縁部は外傾

して立ち上がり、体部上半に僅かに屈曲する部位をもっO 屈曲部から下はほぼ直線的にすぼま

るが、底部はごく僅かに外側に張り出す。口縁には左右非対象の突起がl簡所作りだされるが、

欠損部分にもあったかどうかは不明である。器面には全面LRとRLの2種類の原体を用いて

羽状縄文があらわされる。屈曲部より上の体部上半ではこの 2種類の原体は比較的整然と水平

に回転されているが、{本部下半では回転方向が乱れ、続文単位は秩序なく交錯している。底部

近くには縄文は施文されていない。

4、5は直線的に開く台付きの法鉢形土器であるo 4は台部を欠損するが、浅鉢部分は口唇

にそぎ取られている。また、口:窪に比べて底径が窪めて小さく作られている。あるい

は、逆位において円筒形のつまみをもった蓋形土器と見るべきかも知れな liO 器笛の調整は内

外語とも横位に行われている。 5は完形品である。浅鉢部分と台部がほぼ同じ高さをもっ O 口

31 -



第，1:e;t 調査の記録

唇部はやや円みを帯びて作られている。器部の調整は、浅鉢部分で内外面とも横位、台部で外

部縦位、内面横位に行われている。

S 145出土の 6は小型の鉢形土器である。口縁部の約半周分を欠く。口縁部から底部にかけ

て緩く膨らんで降りる器形をもち、器面の上位%程に文様帯が設けられている。上限を 2条

の平行沈線による縄文帯で、 -F~.艮を 1 条の沈線で画した文様帯中には 6 単位に分節される連

弧状帯縄文が施文されている。需縄文内、体下部には LR縄文が横位回転施文される。 7は

小型浅鉢形土器である。底部から直線的に開き、体部上半から口縁部にかけて僅かに内寄するの

体部半ばに鑓かに段をもっO 口縁部から体部上半にはLR縄文が横位に回転施文され、体部下

半は:横位の器面調整が施される。尚、この土器の口縁部は援損箇所の再生で{乍られている。

、4
J第4・5区

SI35・RP87

第21図遺構内出土土器(8 ) 

- 32-

lOcm 



第 2i1ii tUI二造物/上記;

3 )出土土器の分類

前項では整理された土器の中から遺構内出土のおもだった資料について観察@記述をおこなっ

た。この項では前項で扱った資料も含めて出土土器の分類をおこない、八木遺跡土器群の特徴

をひきだしてみたい。具体的な資料については前項の遺構内出土土器(1)~(8)のほか、 P. 34 

---P.74の遺構外出土土器(1)---(25)とそれらのうち一部を掲載した図版118，......，125、および破

片資料の図版30，.._，7 0をあげる。

分類するにあたっては、第一義的に施文上の特徴に留意し、また既知の土器型式の変遷も考

慮するよう努めた。しかし、第 I群土器に含まれるものをのぞいた、器国に地文以外の文様要

素が付加されない、あるいはきわめて単純な要素の付加しか認められない土器(半粗製、粗製

土器)については、おもに器形上あるいは口縁形状などの特徴をとらえての大まかな分類に止

どまった。また、第E群、第亜群土器に関連する口縁部突起についてはある系列を指摘でき、

形態上の変化をたどることができるため、さらに説明を加えている。また底部については底面

圧痕の残る資料があり、それについては図版70に示した。

第 I群土器(第14図、第22図、図版30，31) 

器面に施される文様が粘土紐貼付の隆線か、あるいは描画後の調整を受けた沈静、によって施

される土器である。施文上の特徴により 3類に分けられる。

1類粘土紐を貼付して文様を施すが、貼付後その両側に沈線を沿わせ陸線化したもの(図

版30--1，2， 8， 9， 12、図版31--4，5， 6//以下「図版」省略)。陸線は口縁上端および頭部

~体部で器商を水平に巡る場合 (30--1， 2， 8， 9， 12)や、鋸歯状に延びる場合 (31--2)、口

縁部文様帯内で剣先状のモチーフ (30--2)や渦巻き文 (30--8，9， 12)を描く場合、さらに

体部で曲線的に (31--4)、あるいは垂下 (31--5，6) して施される場合がある。また口縁部が

把手状に加飾される例 (30--1，のがあるが、これらから推して把手状の装飾部例 (30--2 )、

太く厚い粘土紐貼付によって文様を描く例 (30--3 ，...__ 5 )も同類に扱われるだろう。

第22図3は頚部に 4単位の橋状把手のついた壷形土器である。把手の上下は太い隆線によっ

て連絡されている。また把手下の体部にはやはり降線による文様が施されている。

2類粘土紐貼付後の調整を施さないことを特徴とする (30-7， 10， 11ヲ 13'""'-'話、 31--2 )。

ただし、この類でも口縁部上端だけは沈線をともなって施文される (30--7 )。また、縄文原

体の陸線上の側面圧痕文の併存する場合 (30-15)も見られる。粘土紐貼付文の展開のしかた

はほぼ 1類と同じと認められるが、体部資料では、交差するような粘土紐の連結がみられる場

合 (31--3)もある。

第22図 1はキャリパー形の口縁部をもった深鉢形土器である。仁i縁部文様帯内には地文であ

--33--



第<1'前誠子Eの記録

る縄文施文後、細い粘土紐の貼付けによって渦巻き状のモチーフを含む文様が施されているが、

一部は長IJ落している。縄文はLRの原体を用い、口縁部では横位回転、体部では縦位回転して

施文している。

3類体部の文様を沈線によって描くもの(第14図し第22図 2)。 とも外皮する波状

口縁の深鉢形土器である。第22図2の土器は波頂部が 1単位であり、語、部を水平に巡る沈線の

ほかに体部にも縦位あるいは斜位の沈擦が 3条を l単位として描かれている。

4類 1 ，_， 3類に伴うと患われる粗製土器である。縄文を施文した後、口縁部下に太い粘土

紐を貼付して降線を巡らしたもの (31-7，._， 9)と、降線上に爪先を含む指頭圧痕列を施した

もの (31-10~-'1のがある。前者の口縁は短く直立 (31-7 )あるいは題曲して外側に張り出

し 9)、後者の口縁は直立 (31-10，11)もしくは内湾する (31-12)。また、 31-13

は指頭圧痕亨iJと細い粘土紐貼付文が同じ器面上に施された土器である。

第立群土器(第23図1， 2、第24図4、第27図 1、第28留し 図 版32----弘、 59)

大きな曲線的構図をもった磨消縄文、刻みが施されるか、あるいは鎖状に変形された隆線、

円形の浮文、器面全面に施された指頭圧痕文あるいは刺突文などによって特徴づけられる一群

の土器である。次の 9類の土器を選別した。

1類 口縁部が屈曲内傾し、体部に抱球状の区霞文が搭かれる (32-1)。口縁部は波状を

し、波頭部から 8字状に貼付された突起が無文化された口縁を経て体部へ降りている。抱球

第22国遺構外出土土器(1 ) 
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第 2節 HJj:造物/j二器

状の区間は徴隆起線によって行われ、区画内には下から上への方向で竹菅状工具による刺突文

が充填されている。

2類磨消縄文による鈎の手状の構図が捕かれる土器である(第28図 l、32-2)。第28図

1の浅鉢形土器は 4単位の波状口縁をもち、体部には縦位の刺突列とともに、縄文地の中に鈎

の手状の無文部分が貫人的に描かれている。 32-2は屈曲内傾する口縁部をもっ鉢形土器であ

る。題曲部分に拾って短法線列が施されている。

3類鎖状の降線が口縁の波頂部に対応して垂下する土器である (32-3，._ 6 )。隆線は波

頂部から直接降ろされる場合 (32-3， 4， 6)と口縁部を巡る隆線に接続する場合 (32-5) 

とがある。 32-3， 4ではi窪線の両側に強線を重ねた壌消縄文が施されている。また、 32-6

の口縁は外反する広い無文帯をもっと思われるが、波頂部には一対の挟のある回文が施され1

そこから左右に沈静、が延ばされている。

4類一対の斜{立の刻みの施される陸線が器面を方形に区割りする土器である(第23図入

32-7~ 号、 33-2 )。第23図 1は32-7の資料とともに平緩の深鉢である。 体部半ばで屈曲

し、弓なりに外反する口縁~体部上半には、 5単位の方形に区割りされた文様帯が設けられる。

文様帯内部には詩形の磨消縄文が施されている。

5類刻みが擁されるか、あるいは鎖状に変形された隆線が器面に曲線的な講図を措く土器

である(第23図 2、32-10"-'12、33-3、59-1)。第23図 2、32-10、33-3の資料では円

形浮文も併せて用いられる。第23図2および59-1は二重口縁の深鉢形土器にラッパ状の注ぎ

口の付く注口土器である。第23図 2では注口部の両脇に円形浮文が、 59-1では鎖状の陸線に

よる文様が展開する。

6類降線が波状口縁下を巡る土器である(第27図 1、33-1. 8 '""-'12)。隆線から上の口

縁部は短く外反する。隆線には鎖状に変形される例 (33-1，10)も含まれる。また体部は鎖

状隆線の区画文 (33-8， g)や沈線区画の磨治縄文 (33-1. 10~12) が施される。第27図

1の土器は波頂部に鎖状の隆線と渦巻き状の沈線文が、隆線上には円形浮文が併用され、体部

には磨消縄文が施されている。

7類磨消縄文と円形浮文とがセットで施される土器(第24図4、33-4，_， 7 )。円形浮文

は磨消縄文を措く沈線の屈折部分 (33-4ヲ 5， 7)や、口縁iこ設けられた突起下に施される

6 )。第24図4は4単位の突起(より新しい段階のA1類突起)をもっ深鉢形の土器であ

る。内傾する口縁下;こ突起と連絡する!窪線が巡り、疑似二重口縁を形づくる。また、突起認に

小突起が設けられ、円形浮文を介して陸線と連結している。体部には突起正面から延びる沈線

によって大柄な講図の曲線的な磨消縄文が施されるが、その全体の構成は第23図2の資料から

の変化をうかがわせる。また、第亜群土器で多用される回文や、連鎖状S字沈線文に変化する
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以前の向かい合わせの小弧線文が、磨消縄文を描く沈線の屈折部分に施されている。地文に用

いられる縄文はRL原体を縦位回転して施す。

8類比較的大きな曲線的構図の磨消縄文が描かれる土器である (34-1 '"'"' 5) 34-1 ， 

2は撚糸文を地文とし、内寄する口縁端から下端を巻き上げたY字形あるいは J字形の無文部

分が表現されている。 34-3 '""-' 5は縄文を地文とするが、区画文の展開する方向に沿って原体

の思転方向を変えている。

9類 {本部全街に爪先の庄痕を含む指頭圧痕か、あるいは先端の丸い棒状工呉による刺突文

の施される土器である (34-6 ---12)0 34-6 ---9 (同一倍体)は掲指と人差指によって粘土

を連続的につまみあげた指頭圧痕が施され、 34-10では爪先で、またお-11， 12で

によって刺突文を施している。口縁部分の粘土帯は体部からの粘土帯の内側に接合

に成形されるが、 34-6，......_ 9は屈曲部の側面に、 34-10は上高に短沈線列を施しているo

A類突起(第241dl4、第抑留、第48図、図版35--37)

おもに第E群土器に関連する突起である。 A1類とA2類の 2つに分けられるo

Al類 (35'"'-'37-8 ) 

口縁部下に巡らした路線によって疑似二重口縁とした土器に付く。二重口縁の両端から粘土

複を斜めに接合して作り出すが、古い段階から新しい段階にかけて、この製作法とそれに関係

する施文上の特徴に変化が認められる。古い段階におかれる突起は正面および背面に震孔をも

つが、この貫孔は二重口縁の両端に架けた粘土板に正面、背面とも左側からの 2枚の粘土板を

接合して、既に成形時から作り出している (35-2 '"'-'12)。したがって、貴子Lも縦に長く切れ

上がったものになっている。これに対し、新しい段階では背面の口縁から立ち上がった粘土板

に正面側の粘土板を隆線(疑似二重口縁の正面側口縁端)につないで突起を作り出している

(35-13~16)。妻子Lはこの粘土板の接合後に穿孔したものである。したがって、孔は円く、内

側には穿孔時の粘土のめくれが認められる。さらにこの段階よりも新しくなると貴子しは盲孔に

変化し (36-1 '"'"' 8 )、最後には盲孔すらも消失し (36-11'"'"'問、 37-1'"'"'8)、突起自体も痕

跡的になり極めて小さいものも現れるようになる (37-8)。

また、これとは逆に、古い段階では賞孔の左上側に渦巻き状に施文されていた沈線文が、

孔の消失過程とともに11屈を広げてゆくのが観察される。古い段階の渦巻き状の沈稼文は、貴子し

の左上側の狭い空間に縦長に描かれ、これと同じ文様か背面にも文抑的に描かれているが (35-

2 --16)、貴子しが盲孔に変わると富孔の上に位置して施文されるようになる (36-4""' 8 )。そ

して、さらに新しい段階では背面倒の文禄はなくなり、正面倒の文様は婁孔が消失した分だけ

広がった空間一杯に描かれるようになる 1，..._， 8 )。

以上がAl類突起の製作法の変化に伴う震孔消失過程と、渦巻き状、沈線文の拡幅過程である
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が、例示した資料のうち、古い段~皆におかれる35-2， 3， 6， 7などでは体部に鎖状路線を

用いた文様が施され、新しい段階におかれる37ーし 7では体部の文様として、末端に小渦巻

き文のある沈線で描く磨治縄文や連鎖状S字沈線文が描かれている O

A2類 (37-9 ~18) 

口縁に環状の粘土板を架けて作り出す突起である。古い段階では二重口縁に付けられた突起

部分は内外在互に開いた7ちをとる g， 10)。また、突起頭部;こは経線がわたされ、陸線端

にl士費孔あるいは宮子しが穿たれている。二重口縁が消失する段階にいたると突起軍部の陸線、は

残存するが降線端の貴子L"盲孔は消失する (37-11ヲ 12)。また陸線も省略されるようになる

と、突起自体がきわめて濡平化 (37-13，-..，15)し、最後には 1枚の粘土板の上をねじりあげた

ような小突起へと変化する (37-17ヲ 18)。粘土環の空間も突起下の貴子しに変化する。

A2類突起の簡略化の過程は以上のように観察されるが、このうち、二重口縁につく古い段

階の資料 (37-g， 10)の製作方法は、 A1類の吉い段階の突起の製作方法の一部、すなわち、

粘土板を口縁lこ斜めに架ける方法とも共通するように考えられる。

第亜群土器(第15図、第16図し第23図 4、第24図 1，__， 3、第25図、第26図、第27図 2， 3、

第28図 2，....._， 5、第29図 2、第30図 1，._ 3、第31図、第36図、第37図1. 2、第38図 4、第39Eヨ
4， 5， 8， 9"図版41，.._，50、58、59)

曲線的構図の磨消縄文、末端に小渦巻きをもった沈線文、連鎖状S字沈線文、直線的な構図

へ変化した磨消縄文などによって特徴づけられる土器である。円形浮文から変化した凹文も多

用される。また、この段階の土器には深鉢形、鉢形、浅鉢形、壷形などの器種も増える。上記

の文様はそれぞれの器種に採用されているが、破片資料では深鉢ないし鉢形土器の口縁部資料

を41--'46tこ、体部資料を47----50に、また壷形土器を58に、注口土器を59に例示した。以下に器

種ごとに類別する。

深鉢ないし鉢形土器

口縁部資料の図版配列は口縁形状で分類された配列

内背波状口縁...・H ・H ・H ・..…… a穏 (41、42-1---5 ) 

屈曲外領波状口縁……… e・e・..b種 (42-6 -.，11) 

外反波状口縁.."................・H ・-一….c積 (43、44、45-1，___，4) 

外反緩波状臼縁......"""".."..""..…..d種 (45-5 ~10) 

外反(ない

にしたがっている。

{本部のそチーフによって 4類に分けられる。

p
n
U
 

4
4
A
 

種e
 

縁平
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1類比較的大柄な磨消縄文のモチーフを描くもの(第15図 2、第16図 1、第23図4、第24

図 1， 2， 3、第25図、第26国 1、第27図 2， 3、第30図1， 2、41-1'""-'6，8'""-'12、42-

1 ----10、43-3，..._，8、46-1'""-'6、47、48-1'""-'6)。口縁部資料 a'""-'c種には、波頂部に対

応して単独あるいは縦位2箆所に回文が施される例もある。また、体部資料では磨消縄文の無

文部分に短沈線列の施文された例 (47-1，..._， 3 )も認められるO さらに磨消縄文を描く沈線は

末端に小滋巻き文をもたせるものが多L、第豆詳土器のうちの磨治縄文を施す土器では体部で

隣合うモチーフ同士が連結することはないが、この類の磨消縄文では互いに連結しあうことが

特徴である。基本的な構図は第E群土器のうち第23図 2、第24図4のそチーフを変形していっ

たものであるため、逆三角形のそチ フと入れ子になった間卵形モチーフとが繰り返し表され

ることとなる。また連結部分の沈続が省略されて、沈線が逆三角野や渦巻き状の区画を作る191]

(第24図1， 2)や、施文工程を簡略化し口縁部下を 1条の沈擦が巡るようにした例(第25図

2)もある。地文は縄文と撚糸文の 2議がある。第25図 lは2段の撚紐 (LR)を結に巻き付

けて縦位に回転施文した例である。

l類の資料は波状口縁となるものが多いが、外反平縁 (e種)の資料として、第24図 3が挙

げられる。この土器は器面が方形に区割りされ、おそらく逆U字形あるいは語形の構図が磨治

縄文手法によって施される。第豆群土器のうち、第23図 1からの系譜をたどれる資料である。

2類磨消縄文とともに、円文、小渦巻き文が多用され、それが縦位iこ連なって連鎖状S字

沈線文、蛇行沈線文などにも変化してゆく土器である(第15留し第26図2、第30図 2， 3、

41-7，13、42-11、43-1， 2， 9 '""-' 11、44、45-3，._， 8、46-9 "-'13、48-7'-""11、錦、

50-4)0 1類では麿消縄文を描く沈線末端(磨消縄文の屈折部)に限定して描かれていた小

渦巻き文は、 2類では沈線から枝別れして施されたり、磨消縄文の区画内部に描かれたりする。

区路内部に搭かれる文様としては連鎖状S字沈線文、蛇行沈線文が特徴的である。また、口縁

の波頂部に対応して施されていた 1類の凹文にかわって、下向きに開放した円文や、これに似

せて向かい合わせに配した小弧線文が描かれるようになる。全体的な構図としては l類同様逆

三角形と倒卵形のモチーフを交互に配したもののほか、第24図 3からの系譜上にあるものとし

て、外反緩波状口縁 (d種)の資料(第30図3、45-5ヲ 7)がある。これらの資料では、方

形の区割り内部の磨消縄文の溜に、連鎖状S字沈静、文が施されている。また、これと関連して、

第30図2の資料では縦に細長く区間した中に蛇行沈線文と S字沈線文とが交互に配置されてい

る。

第15図 1の資料は第16密 1の資料とともに、第亜群土器の中では古い様相を示す土器であるO

3類蕨手文の施される土器である(第31図し 50-1， 2ヲ 3)。 は1条の沈線に

よって描かれる場合 (50ーし 2 )とさらに 1ないし数条の沈線を重ねて描かれる場合(第31
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図1、50-3)がある。第31図の 1の資料は第百群 1• 4類と類似し広い無文帯の外傾口縁をもっO

口唇上には一対の小突起が付けられ、正面からは l鰭所、背面からは 2箇所づ、つの刺突が施さ

れている。口縁上端は突起を連絡して沈線がめぐる。ロ縁部と体部の境は屈曲し、屈曲部に施

された縦位2箇所の刺突を頂点として描かれる蕨手文は、縦位の短沈線ヲIJとともに器面を方形

に区割りする。体部文様帯の下限は、蕨手文、縦位短沈線、列に対応して波頭状に入り組ませた

沈線で画している。

4類 きわめて狭長化した連鎖状5字沈線文が描かれる土器である (45-1， 2， ヨ.10、

46-7， 8、50-5 ""' 9 )。口縁部資料c種では口縁が幅広に無文化され、 d壊では短く立ち

上がる。しかし、いずれも口縁下を 1条白沈線が巡って体部との境を画している。 連鎖状S字

沈線文は縦長に細く区画された中に描かれるが、その上端 (45-2)や交叉する結節部分に 1

個あるいは 2個の刺突が加えられた例 (50-6， 7)もある。

浅鉢形土器(第28盤、第29図)

1類 口縁の 4つの波頂部に対応して、体部が4面に民害IJりされ、沈静、による区画文が描か

れる(第28図 2，4、第29図 2)。第28図2の土器は内寄する口縁に円文を施した 4つの突起

が設けられている。ロ縁下には突起間を結んで刻自のある陸線が巡り、突起中間位謹では円形

浮文がその上下に施されている。体部は突起間を l面として 4面に区割りされるが1 それはさ

らに円形浮文の施文位置で 2分され、 S字沈毅文を含む区画文が地文の撚糸文上に描かれてい

るの第28図4は低い波頂部をもち、波]貰部下にはS字沈線文、その荷脇に方形に区画された磨

消縄文が搭かれている。第29図 2の土器は尖った波頂部から連続する隆線が口縁下を巡る。体

部は波頂部下から垂下する「しJの字状、 J字状の組み合わせ沈線で器面の分割がおこなわれ、

磨消縄文による曲線的な構図の文様が搭かれている。また、波頂部下の隆線には側面からの小

貫孔があけられ、さらにその下部および波頂部中間位置の降線の上下には縦位 2箇所づ、つの東rj

突が施されている。

2類 口縁波頂部が正面をくぼませ周閉を厚くした突起 (B類突起)に作り出される土器で

ある(第28図 3)。突起下および突起中間位置下の体部には連鎖状S字沈線文あるいは向合わ

せの小弧線文が施され、その間を 2段に亙って磨消縄文手法による横位の区画文が連絡してい

る。第璽群土器中にあって本資料の体部文様講成法はミ第v1群土器との関連で特に昆意される。

3類全面縄文の施される土器である(第28図 5)。地の 2類と向様4単位の波頂部をもつ

ため本群に含ませた。

壷形土器(第36題、第38図4、58-1，......，10)

1類大口経の壷形土器であり、橋状把手が口縁上端から頭部@体部の墳にわたるもの(第

36留し 58-1， 2， 3， 6ヲ g)。第36図 1は外傾する口縁部の上端から、上面に回文およ
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び回線の施された橋状把手が、屈曲する頚部と体部の境に連絡している。また、橋状把手下に

も回文が施され、把手の中間位置には円形浮文が貼付けられている。体部には深鉢形土器 l類

に似た J字形の無文部を取り込んだ構図の磨消縄文が、撚糸文を地文として施されている。

2類 大口径の讃形土器であるが、橋状把手が口縁部一目指からやや降りた箇所で体部と連絡

するもの(第36図 3、58-3 ""' 5 )。第36図 3の土器は本来日縁上端に突起が付けられていた

ものと思われ、橋状把手は突記部{立の下かι体部に降りている。体部には刺突列を伴う 2条の

沈線によって縦横に入り組んだ文様や縦位半割の楕円形文などが施され、また、それらを斜位

に連絡させてできた空間には、鈎の手状の無文部分をもっ三角形の磨消縄文が配される。

3類大口援の壷形土器であるが、橋状把手は頭部のj屈曲部に付けられる(第36図 2、58

7ヲ 8)。第36図 2は直立する平縁の壷形土器である。頚部の屈曲部に付けられる橋状把手に

はS字沈線文が施され、把手の上下は互いに隆線によって連絡されている。休部には撚糸文を

地文とした磨消縄文が施されているが、その構成は不明。

4類頚部に横位の把手のづく議形土器である (58-10)。把手を境とした頭部と体部の屈

曲は緩く、口禄部分を欠いているが口径は比較的小さい可能性もある。把手の下部には 2条の

降線に挟まれて連鎖状S字沈線文が描かれている。

5類小口径の壷形土器である(第38図 4)。体部上半に波顕状に入り組ませた磨消縄文が

施されている。

注口土器 (59-2， 5) 

1類 口縁が僅かに屈曲する鉢形土器に太く短い注口部がつく土器である (59-2)。口縁

の波頂部は注口に対応し、注目の下部および両側には末端に小渦巻きを持たせた磨消縄文が施

されている。

2類細いラッパ状の注口が屈曲外傾する口縁の鉢形土器につく (59-5)。注口上部と口

縁部は凹文、貼付文によって装飾された橋状の把手によって連絡される。

小型広口の壷形土器(第37図 1，2) 

第37図2は口縁から体部上半を欠いているが体部下半の屈曲部から上の立ち上がり状態から

みて、広口の査と判断される。第37図 1，2とも深鉢形土器 2類の連鎖状S字沈線文、蛇行沈

線文が磨消縄文とともに措かれている。

小型土器(第39図 4， 5， 8) 

第璽群土器の文様が描かれた小型の土器を図示した。 小渦巻き状の先端をもっ沈線文(第39

図4ヲ 5 )、曲線的講図の磨消縄文(第39図 5ラ 8)などが施されている。

B類突起(第48図、 38-----40)

おもに第理群土器につく突起であるが、その視型的なものは第立群土器のA1類突起とも関
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連し、また、より新しい段階におかれるものは第IV群土器、第VI群土器とも関連する可能性が

ある。

B 1類 (38-1 ，..._， 4 ) 

疑似二重日縁の土器(第百群土器)につく祖型的な形態を示すと思われる突起である。 38-

1 (第48図右最上段)はS字状の渦巻きに作り上げた橋状の把手であるが、背面iこはA1

起に特徴的な沈線文、並びに富子Lが撞されて記り、 Al類突起の古手心ものと関連する

れる。そのほかの突起も基本的に疑似二重i二I縁に付けられた橋状突起であるが、 S字状に禍を

巻く沈線が施されたり (38-2)、正面に貫孔が穿たれたり (38-3， 4， 6)、螺旋状に摂

られた (38-5)形態がある。

B 2類 (38-7~13) 

B 1類同様、口縁部下に陸線を巡らせた疑{以二重口縁の土器に付くが、降線は突起と連続的

に施される。橋状突起の万三態を議したり (38-7)、円形の上部に渦巻き文を措く 8，

9) a種と、上部の渦巻き文の末端が、襟を合わせたように施される隆線に沿って流れ出る

(38-10， 11) b種、突起に連続する降線が開き (38-13)、突起上面からの渦巻き文が開放

部を通って突起下に S字文となって連続する (38-12) c種がある。このうち、 b種突起は次

のB3 .. B 4類に、 c種突起はB5 .. B 6類へと系譜を進める。

B 3類 (39-1，.._，7) 

B2類b穣の系譜をひき、隆線が消失し、突起上面が正面倒を向いてやや薄くなる。周りを

厚く仕上げた突起内には下端を解放した円文が施されるが、 B2類 c種の系譜を引く B5類と

は異なり、突起下には連続しない (39-1，..._， 4)。また突起内円文の下には凹文 (39-5)、

貫孔 (39-6，7)が施される例も出てくるが、これらは次のB4類に系譜を進める。

B4類 (39-8 -..-13) 

B 3類のうち、凹文、貴子しのある資料から続く。回文、貴子しが突起内にせりあがり、下向き

の弧線に変化した円文に取り込まれるようになる。また、下向き弧線の両端には刺突が施され

るもの (39-11"-'13)もある。なお、 39ーはの資料は第百群土器 2類の突起であるが、 B4類

にみられる変化は、いずれこの種の貫孔を二重、三重の弧線で囲み、そこから沈線を左右に延

ばす縁帯文との関連も充分考えられる。

B 5類 (40-1 '"" 7 ) 

B2類c種から変化し、 B3類と対応する。周りを厚く作った突起内に下部の開放部を伝っ

て突超下へ連続する S字沈線文が搭かれる(必 1---'5)。突起の片方の肩の部分iこ刻みの入

れられる場合 (40-3)も認められ、この特徴は第VI群土器へと引き継がれる。また40-6，

7 はこの B5 類突起に似せて渦巻き~夫の粘土紐を突起正面に貼付したものと思われる。
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B6類 (40-8'"'-'13) 

B5類突起から変化する。突起が扇平化し、突起正面に描かれる S字沈線文は体部の文様と

連続して、連鎖状S字沈線文に変化する伊iも出現する (40-10----13)。また、突起の肩の刻み

も多く施される (40-10'"-'12)。

以上がおよそのB類突起の分類とその変遷である。第盟群土器(深鉢ないし鉢形土器)と対

応が確実なB2類以下の突起については(ただし、 B2禁a謹は第亘書学土器の一部との対応の

可能性も否定できなし寸、およそ以下の通りに考えられる。

B2類…....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・-…第亜群 1類

B3類........="..""..，......"......………H ・H ・-第麗群 2類

B4類.."............"...........................….......・H ・-第堕群 2類の一部と 4類

B5類....・ H ・……H ・H ・-…………第亜群2類

B6 2類の一部と 4類

第N群土器(第16図4、第17図、第18図 2，3、第19図し第23図 3、第29図 1、第30図 4、

第32図、第33図、第34図、第35図 1，._， 3、第37図 3，..._，人第38図 1，...._，ム第39図1， 2， 9， 

10， 12，目、図版51-59)

基本的に地文上iこ数条の沈線によって文様を描く土器である。また口縁(唇)部に文様需が

あることも特徴である。第盟群土器同様、いくつかの器種があるが、以下では器種ごとに類別

する。

深鉢形ないし鉢形土器(第17図、第23図 3、第30図4、第32図、第33関、第34図、第35図 1.-.....

3、51，..._，57)

1類屈曲外傾する口縁部に橋状把手がつく土器である(第17図 2、第23図3、第33図 し

第34図 1、52-1，..._， 6 )。把手は口縁部上に付けられた装飾突起に連絡して施されるが、破片

資料51 8 '"'-'14、52-1'"'-'6の装飾突起も本類に関連する資料である。第23図3は、口縁上に

大突起と小突起の並ぶ土器である。橋状把手は本来大突起の部分から降ろされていたものと思

われるが、欠損し、痕跡が残るだけの状態である。突起問を連絡して口唇部には 1条の沈線が

搭かれ、ロ縁上端と口縁 e体部の屈曲部iこは嘉平な枠状の法線が措かれる。体部には撚糸文を

地文として 2---3条の沈線で渦巻き状のモチーフが措かれる。体部文様の構成は第17図 2と類

{J;{する。第33図 lは口縁の 1箇所に付けられた装飾突起から也文、回線の施された矯状把手が

降ろされる。ロ縁母体部の題曲音ßに濡平な枠状沈線が描かれる点は第23~ 3と同様であるが、

体部には磨消縄文手法によるモチーフが展開する。第34図 1は51 8 '""'-'14と同種の口縁部突記

から、出文、回線の施された橋状把手が降ろされている。把手の連結部の両側は弧状の降嫌が
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上下を連絡する。口縁@体部の境は 3条の沈線が巡り、体部には縄文を地文として 3'"'-'4条の

沈線で曲線的なモチーフが描かれる。この種の橋状把手が狭い口縁部文様帯につけられた例が

52-1'"'-' 6の把手および突起である。 52-4'"'-'6の扇形に広がる突起の形成には、 51-1'"'-'7 

の単孔の突起が関連するものと思われる。本類には第盟群土器 3類で扱った第31図1の資料や

本群4類の54一一一 1'-"'4の資料も関連すると考えられる。

2類 l類と同じく題曲丹、額する口縁部をもつが、口縁上部にやや広い文様需が設けられる

土器である(第33図2ヲ 3、第34図ム 51-1，....__7、55-7'""'-'口、 56-1'"'"ム 57-1'""'-'6)。

口縁上部の文様講中には楕円文(第33図2， 3、55-9 ，......，11、56-1， 2)や凹文を、 2，..._， 3

条の弧線で囲み、そこから沈線を左右に延ばした縁帯文(第34図2、55-7予 8、56-3，..._，5) 

が施されている。また、口緯上部文様帯と体部文様幕が 2---3条の沈纏 (56ーし 3， 4)あ

るいは列点文を伴う沈線 2，5)、あるいはV字形に施された隆線(第34図2)などで

連結されている。体部iこは向かい合わせに配した弧線文を数条重ねたモチーフが縄文、条叢文

を地文として揺かれている。第34図2の土器では、体部文様帯の弧線文を構成する沈線のうち

の1条が、文様需の上下で波頭状に入り組んで描かれている O また、第33図2は段の有る口縁

下に枠状のモチーフを構成する弧線文が描かれるが、この種の弧線文で口縁部文様帯を構成す

る特徴は、第四図 1の土器や、本群7類土器にも認められる。 57-1---6は本類土器の体部資

料である。 51-1.-...7は縁幕文の中心となる回文が震孔化した突起である。

3類 1類2類と詞じように屈曲外傾する口縁部をもっ深鉢形を景し、口縁部文様帯の上下

を隆線が巡る土器である(第17図 1、53-4，.._， 6)。また、メガネ状の装飾突起が付けられる

場合(第17図 1)があり、 52-7'"'-'11、53-1，.._， 3に関連する突起資料を例示した。突走己資料

には、メガネ状突起の下部からV字形の隆線が体部に向かつて降ろされる例 (53-1，..._， 3 )も

あり、この文様構成は第V群土器 2類にも採用されている。

4類 幅広の無文帯となる屈曲外反の口縁部をもっ土器である (54-1 "-' 4 )。体部には磨

消縄文 (54-1 )、重弧線文 (54-2， 4)、渦巻き状入組文 3)などが施されている。

5類屈強外傾する日縁部をもち、球形に近い体部をもっ鉢形土器である(第35図 1)。口

縁は波状を呈すると思われる。波頂部下の体部には粘土紐貼付文が残り、本来波頂部から装飾

された陸線、あるいは祷状の把手が降ろされていたとみられる。{本部には磨消縄文手法によっ

て波頭状に入り組ませた横位に展開するモチーフが描かれている。

5類 口縁部にごく幅の狭い文様需が設けられ、体部は直線的にi寄りる深鉢形土器である

(第32図、第35図3、第37図 3、53-7'""-'12 、 54-5~口、 55-1 ~ 6)。口縁部には縦位の

短沈線列(第32図5、54-9)や向合わせの弧繰文(第35図3、54-8)、刺突文(第32図5、

54-10)などが施され、口縁下に続く体部には重弧線文(第32図1， 6、第35図3、53-8) 
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や渦巻き状入組文(第32図4，5、53-7，11， 12)、縦位。斜位の沈線および弧線文が描か

れている。この類では口縁部の装飾はきわめて簡略化されているが、僅かに口縁端をねじりあ

げたり (53-7)、突起に貫孔を設けた例(第32図 1)が認められる。第32図 lでは上面に刻

みのある 2条の降線が、突起および口縁から降ろされ体部で交差している。

7類 口縁部文様帯に結く鋭い工呉によって背中合わせの弧線文を搭き、枠状の文様を施す

土器である(第四留し 56-6--'8)。また、構密は菱形で品うるが、 56-9も抱く鋭L

よる施文法がとられている。この種の施文法は壷形土器 2類にも共通する方法である。

8類磨消縄文手法を用いる土器である。器面上では無文部分が圧倒的な広がりをもち、縄

文部分は縦位にダノレマ状 (57-7ヲ 8 )、菱形 (57-10，11)、鋸歯状 (57-12)の狭小な区

画に限られる。第30図4は外反緩波状口縁の深鉢形土器であるが、{本部の逆三角形百菱形の区

陸文のほかに、向かい合わせの小弧線文が波頂部下、波頂間に施されている。

議鉢形土器(第16図4、第29留し第37図5，6) 

1類上面観が四角形となる浅鉢形土器である(第29図 1)。四隅のうち 3つには円柱状に

せりあがった突起が付けられ、 1つには注口が設けられている。突起の上面には円文が施され、

側面には竹管状工呉による料突が施されている。口縁は路曲内傾して枠状の沈線が描かれ、突

起中間位援には上下に刺突を伴う粘土紐の貼付文が施されている O

2類屈曲内領する平縁の浅鉢形土器である(第16図4、第37図5，6)体部に文様幕をも

っ場合(第16図4)と口縁部に文様帯をもっ場合(第37図5，6)とがある。第37図5の口縁

部文様帯には上下交互に配された二重の弧線文が、第37図6ではVおよび逆V字形の沈線と渦

巻き状の沈線とが交互に描かれている。

3類 口唇部が屈曲して外側を向き、口縁部が緩く内寄する浅鉢形土器である(第39図13)。

波状口縁を呈するが、ロ縁部の文様帯には波頂部下で入り組ませた平行沈線の区圏内に、縦位

の短沈線列が施されている。

壷形土器(第18図 2，3、第37図4，人第38図 1，......， 3、58-11， 12) 

l類橋状把手のついた広口の壷形土器である(第37図7)。 頚部から肩にかけて文様帯が

設けられている。文様帯中には撚糸文を地文として、上下それぞれに反転させて描く沈線で、

人組文を連続的に施している。橋状把手は頚部に 4単位つけられていたと思われるが、いずれ

も欠損している。

2類先壌の鋭い工呉によって、 2条あるいは数条の沈線で文様を描くもの(第18図2，3)。

3毅 i本部に数条の沈線で深鉢形土器 2類と向様む文様を描くもの(第38図し 58-11， 12)。

頭部は無文であるが、体部との境を隆線 (11)、あるいは平行沈線(12)で歯している。体部

には蛇行して交差する 3条の平行沈毅 (11)、および斜{立に交差する 4条の平行沈糠 (12)が

44 



第 2節出土遺物/土器

縄文を地文として施されている。第38殴lは条痕を地文として、 2条ほどの平行沈静、による弧

線文を描いている。

4類磨消縄文手法によって渦巻き状入組文の描かれるもの(第38図 2， 3)。壷形土器の

体部上半あるいは体部の大半を文様帯として使い、 3単位の渦巻き状入組文を描く。第38図2

の資料では入組文を描く沈線の末端や屈折部に刺突が加えられている。

5類無頚の壷形土器である(第37図4)。口縁藍下に沈線による渦巻き状入組文が搭かれ

ているG

注口土器 (59-3， 4， 6) 

口縁部が大きく屈曲外傾し体部が球形になる鉢形一土器に、細長く tを!蒔いた往口部のつく

器である。いずれも注口部の上端が、装飾された把手によって土器本体の口縁部と連絡してい

る。 59-3は深鉢形土器 1類と同様、把手の接合部と注口基部の両側が、弧状の降線によって

連絡されている。 59-4は注口基部の下に上向きの弧線文が描かれている。また、 59-6は注

口基部の右側に磨消縄文手法による逆三角形の構図が搭かれている。

小型土器(第39図 1，2， 10， 12) 

第W群土器の文様が施される小型の土器を一括した。第39図 1，2はきっく内寄する鉢形土

器であるが、ロ縁部には刺突(1)あるいは縦位の短沈線 (2)を中心とした平行沈線文が措か

れ、体部には縦位@斜位の沈線(1)あるいは弧線文 (2)が描かれている。

第V群土器(第18図 1、60，.....，62)

第亜群、第N群、また後述する第VI群以下のいずれの土器群とも趣を異にするが、一部の器

種あるいは文様には、特に第N群と共通する特徴が認められる土器群である。以下の 4類に類

別される。

l類磨消縄文手法を用いず、粘土紐貼付の両側に沈線を沿わせた浮文あるいは単に 2条平

行の沈線によって文様を描く土器である (60-1'""10)。口縁部あるいは頚部の資料には童形

土器 (60-1 ，..... 4 )が認められるが、体部の資料 (60-5 '"-'10)も壷あるいは鉢形と思われる。

浮文は口縁部資料では例外なく用いられるが、体部では 2条平行の沈線文のみが施される資

料 (60-8 --10)もある。したがって、口縁~頚部と体部では異なる;構成の文様帯を設けた可能

性もある。浮文あるいは沈線文とも所処で互いに他と連絡するが、体部資料の 8と9および10

では沈線文の描き方の違いも認められる。口縁部は波状になるもの (60ーし 2 )と平縁のも

の (60-4)があるが、後者には橋状把手が付けられているO

2 類磨治縄文手法をもって文様が描かれる土器である(第18図し第39図ム 60-11~話、

61)。破片資料では口縁部のものを60-11'"'-'16、61-1，__，ヨに、体部のものを61-10'""15に例
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示した。口縁部資料はいずれも深鉢形あるいは鉢形の器形を推定できるが、体部資料のうち大

きな曲面を示す61… 10，11は輩形土器、また、上部縄文帯が湾曲する61-12は、口頭部あるい

は体部で屈曲する浅鉢形土器の可能性がある。深鉢ないし鉢形土器はわず、かに外反する緩い波

状口縁が特徴で、口縁上部と頚部にあたる外反部分には、縄文帯を巡らせて仁!縁部文様帯を形

成している。文様帯は無文とされる場合 (61--5，._， 7 )も認められるが、磨消縄文手法による

縮い縄文帯が波状に施されたり待合-11)、2条の沈線が中段を仕切る場合 (60-14，15)も

認められる。また磨消縄文手法ではなく 2条の沈線による害状の臨画内 (60-14，15)や、文

様帯上下限の縄文書に沿って縄文原体の側面圧痕文が施文される1JrJ(60… 16)も認められる。

このうち、後者は第X群 2類の粗製土器とも関連する資料である。さらに、前者のうち60ーは

の文様構成、すなわち口縁上部からV字形の区画文を降ろす構成は、第IV群 2類 3類の口縁部

文様需の構成に近似する例をみつけることができる(第34図2、53-1.._， 3 )。ほかに61-8，

5は、口縁部文様帯iこ竹管状工異による刺突を伴う沈線文が描かれる伊jである。 61-9のよう

な渦巻き状の入組文が措かれる例は、次の 3類に関係して行くものと思われる。体部資料では

61-11の渦巻き状人組文の描かれる例が、第彊群牽形土器4類とほぼ同じ文様構成をとる。た

だし、第亜群の例では入組文の上下に三角形の無文部分が形成されるのに対して、この資料の

場合は、入組み部の右下に形成される無文部分は入組文の展開方向に沿って細長く延びてし唱。

第39図6の小型土器は、枠状の講図をとる点で第18図 1の資料と共通する。

3類 2類以来の波状口縁が波頭部を尖らせるようになる (62-1 '"'"' 5 )。口縁部文楼帯は

狭くなるものと思われ、平行沈線聞を単に横位S字沈線文で結んだり (62-1)、短い弧線列

を施したり (62-2)、もしくは口縁に沿った平行沈線とその下を水平に巡る平行沈線 (62-

3， 4， 5)に省略@変化している。さらに口縁部に沿って施される平行沈線のうち一方が口

縁端にまで延ばされるとお2一一 6)、波頭部は沈線によって留まれる形となり、突起イとする

(62-7， 8)。また、こうした過程の中で次の 4類に多用される刺突文が施される例 (62-

9)もあらわれてくる。ほかに10'"'"'12の片口土器もみられる。

4類 器面に刺突文が施される土器である。刺突は全面に施される場合 (62-13)や、多条

化した平行沈線文とともに施文される場合 (62-14，15)、さらに縄文と併用される場合 (62-

16，.._，18)などがある。

第百群土器(第16図2、第18図4，5、第21図、第40図1、第42図、第43図、 59-7，...._，14、63寸 5)

内面に文禄のある浅鉢形土器、弧線あるいは S字状沈線で区切った平行沈糠による縄文書、

耳状に発達した口縁部突起、各種の大型突:記、花弁状口縁、口縁端を巡る刻臼列、刺突子rJで縁

どられた磨消縄文などによって特徴づけられる 1群の土器である。出土し は決して少
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なくないが、復元し得る位体数が少なく、破片資料が圧倒的に多い。したがって分類も器形全

体がとらえにくく、部分をとりあげての作業に傾く。

1類 内部に沈線が施される浅鉢形土器である(第40図1、59-7，.._， 9)。内閣上部に平行

沈線が巡らされる。 59-7では弧線によって切られる平行沈線の下にも縄文帯が施されてし唱。

59-9は口縁内側上端に料突列を沿わせた陸線が施されている。第40図lの資料は、外反して

開く主主鉢彩土器内畜に 4条の平行沈静、を巡らし、器局を 4分割する溜嬬で渦巻き文を配してる。

口唇部には斜{立の刻自が施されている。

2類 口縁下で縄文帯を形成する 3，......， 4条の平行沈線が施される鉢ないし浅鉢形土器である

(59-10'-""'14)。平縁 (10，，-，12)と波状口縁 (13'"'-'14)とがある。また、平行沈線開iこ短沈線

が加えられる皆11(59-12)や平行沈線が波頂部下で反転する例 (59-14)、S字状沈線によっ

て区切られる例(第18図5)がある。

3類 3単位の口縁部突起の{すく深鉢形土器である(第18図4、第42密 1) 0 63-1 '"'-'10に

口縁部に付けられる突起を例示する。突超の下には曲線的な磨消縄文 (63-1)、渦巻き文体

、小弧線、あるいは縦位の短沈線によって区切られた平行沈線文などが描かれるようで

ある。第42図1の土器は、口縁部iこ3単位の突起が付く波状口縁の深鉢形土器である。突起は

3っとも円文の施される平らな留が右側を向き(突記資料63でも lを除く 2，3， 4， 5， 7 

は右向き)、突起の背面下には小さな回文も施されている。また突起}可制には襟状の小突起が

ついて口縁下を巡る隆線と連絡する。隆線、に挟まれた突起正面には円形浮文が施される。円形

浮文は突起中間位置の口縁部と口縁下を巡る隆線との関にも施されている。口縁下を巡る隆線

の下には、 2段にわたって平行沈線による縄文帯が施されるが、上下段の縄文帯とも突起下と突

起中間位置(円形浮文下)で、縦位に連なった向かい合わせの小弧線文によって区切られて

いる。また、この小弧線文の中間位置でも縦位の蛇行沈線が平行沈線を連絡している。ところ

で、この土器には第E群、第亜群土器に施されるいくつかの特徴的な要素を認めることができ

る。まず突起形態であるが、突起に設けられた平らな聞に円文を施す特徴は、すでにB類突起

に認められる。本類突起資料の63-4はS字状の浮文が突起下まで連続するものであり、突起

モチ フとしてはB2類 c種に原型が求められる。また、突起背面下の凹文も第日群、第軍群

の要素に見うけられ、口縁下をめぐる陸線や、突起下及び中間位震に施される円形浮文は第豆

群土器6類 c 7類からの特徴であり、平行沈線を分ける縦位に連なった小弧線文は第盟群土器

にきわめて特設的な文禄である。さらに平行沈線開を連絡する蛇行沈静、文も連鎖状S字沈線文

の変化として第霊群土器中に存在する。それでは器面をほぼ水平に巡る 2設の平行法線につい

てはどうであろうか。この文様構成は本群土器を分ける示差的な特徴であり、第豆群土器以来

の文様携成をその根幹で踏襲する第護群土器(深鉢)の構成法(例;第23図2の文様構成から
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第24図4を経て第25図 1、第26図 1などに至る構成法)とは大きく異なる。しかし、やはりこ

れに類した文様構成も突起形態の系譜と対応して、第E群中のB類突起をもっ浅鉢形の資料に

存在する(第28図3)。以上のようにこの資料については第麗群土器を中心にした古式の要素

を引くように見られる。

4懇刺突列を沿わせた磨消縄文の施される土器である(第42図4、65-1，-..，10)。磨消縄

文は曲線的な構図をもって誌かれるようだが、 8類の突起資料には直線的議図のものも含まれ

ている (63-12)。第42図4の土器は 3単位の突起をもっ鉢形土器で、ある。この土器について

も古手の要素を認めることができる。体部に描かれる磨治縄文を描く沈線は末端に小潟巻き文

をもち、第車群 l類と特散を共有する。また、突起の左側には小突起が設けられているが、こ

れも B5類突起の片方の肩を刻むものに担型を求められる。

5類 花弁状の口縁部である (65-11"-' 15， 17)。口縁端に刻日の施されるものも含まれて

いる (65-12ヲ 13，17)。

6類刻自列の施される土器である。口縁端に刻自の施された壷形土器 (65-16)や、刻毘

が施された路線で器面を飾る四;耳牽形の土器(第43図 2)がある。耳の部分に側面から穿たれ

る孔は貫通していない。

7類磨消縄文で文様構成される土器である(第21図し 6，7、第42図2，ム 65-18--

20) 。壷形土器では曲線的な構図(第42図 2) と直線的な構図(第42~ 3)をとるものの二者

がある。第42図2は底部近くに員孔があけられている。第21図の資料は本類土器のセットを示

す好例である。

8類 4類土器につく中空の突起である(第43図し 63-11.--，16)。石灯篭形に 2段の中空

部分を横み重ねたもの (63-11， 12)、キノコ状に膨らむもの (63-16)など各種の形態があ

るらしい。円形浮文を伴った貫孔があけられること、突起基部に鍔状に広がる部分をもつこと

も特徴である。後者の特徴は 3類の第42図 lの土器にも小さいながら認められる。{本部には、

4類の特徴である刺突列を沿わせた磨消縄文が施されるが、曲線的なモチーフになるもの (63-

11， 13， 14)と、直線的な構図で描かれるもの (63 12)とがある。

9類大型の突起であるが8類と異なり中実である (64-1"'11)。また環状の例(第16図

2 )も本類に含ませて良いであろう。口縁の両側からせりあがるもの (64-2，__， 6 )、棒状に

延びた頂部に円盤がのるもの (64-9， 10)など、 7類同様各種の形態がある。また、 64-3

~7 の文様からは 7 類と同様におもに 4 類土器につく突起であることがわかる。

10類注口土器の注口部分である (64-12----14)。下部に突起のつくもの (64-13，14)と

づかないもの (64-12)とがある。
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第四群土器 (66-1，..._，13)

器面に帯状の縄文を施し、貼痛が施されたり、口縁に突起が付く資料を一括した。これらに

近い資料として第18図6のSR01埋設土器がある。

第四群土器(第38図6、第39図3， 7， 11、第40図2"-'8) 

第立群~第VI群に伴う粗製の童形土器、小型土器、法鉢ないし鉢形土器を一括した。

第IX群土器(第41図)

蓋形土器である。つまみの形態によって 2類に分けられる。

1類橋状、あるいは穿孔された板状のつまみのつくもの(第41図 1，，-， 3)。第41図 2では

橋状のつまみを囲むように蓑本体に経線がまわされている。第41図3では板状のつまみを中心

に花弁状の磨治縄文が施されている。

2類 円柱(第41図4，-.， 7)、円筒状(第41図8)のつまみがつくものO 第41図4の蓋本体

は緩く膨らみ、縁には斜位の亥日目が施されている。つまみ部分には貫通子しがあけられている。

また蓋全面に撚糸文が施されている。

第X群土器(第19図、第20図、第44図百第45図、第46図、 66… 15---22、67----70)

第立群~第VI群土器に伴うと思われる半精製、粗製土器である O

l類 「山」形の波状口縁あるいは口縁部に突起がつくもの(第19図5、第44図1，3、69-

3，..._， 5， 9) 

2類 口縁部に隆線あるいは縄文原体の側面圧痕文、もしくは沈線の巡るもの(第19図2，

h 第45図 し 66-15，..._，22、69-8智 10ヲ 11)

3類直立ないし内湾口縁のもの(第19図3、第20図 1、第44図2，4、第45図3、第46図

1 ，ム 68、69-6， 7、70-1，..._， 6) 

4類屈曲外反日縁のもの(第20図2、第45図2、67、69-1，2) 

5類 口径と底径の比率が大きく器形全体が大きく開くもの(第46図 3) 

施文される縄文には斜行縄文、平行撚糸文、網目状撚糸文、条線文がある。

底部資料 (70-8 '"'-'19) 

締代痕 (70-8~13) 、笹葉の圧痕 (70-14) 、木葉痕 (70-15---19) がある。
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小結

前項で、八木遺跡出土土器群を I'"'-'X群に分類し、記述をおこなった。

資料の整理が十分ではなく、結果として分類の作業には破片資料を多く加えなければならな

かった。したがって、器形や全体の文様構成などには多くの推定を交えざるを得ず¥それを避

けるために、基本的な施文上の要素である文様要素(円形浮文、鎖状降線など)に分類基準の

比重が嬬った結果、均質なカテゴリーとしての泣置を各類型に与えることはできていない。

般に破片資料を交えて分類を行う場合には、全体の器形と破片部位の関係、器形と文様構成の

関係、文様要素聞の相関なと、の把握を作業に入る前段階におこなっておくことが不可欠であろ

うが、整理にかけることのできる時間的な条件から、そうした手順は、殆ど踏むことができな

かった。したがって、前項で扱った土器の分類にも不確実さを残すものがあることは否めない。

分類にあたっては前項冒頭に記したように既知の土器製式とその編年にならうように努め、

同時に本遺跡での土器群の一応の流れを把握するよう努めた。分類を行う過程で次第に明確化

した各群土器の位置づけは一応以下のようにとらえられる。

第 I群....・ H ・-縄文時代中期中葉~後葉

第日群..".."・H ・-縄文時代後期初頭

第璽群・・・・・・・・・縄文時代後期初頭~前葉

第IV群......"'=...... "縄文時代後期前葉

第V群・・・・・・・・・縄文時代後期前葉~中葉

第VI群・・・・・・・・・縄文時代後期中葉

第四群・・・・・・・・・縄文時代後期後葉

第 I群土器については施文上の特徴から 4類に分けたが、およそ大木8b式の範鶴で把えら

れる土器と思われる。しかし、 2類のうちの、粘土紐の貼付文がその後の調整を伴わず、に施さ

れたり、縄文原体の側面圧痕文の施文される土器については、円筒土器上層式の影響や、より

古い型式との比定を考えるべきであろうか。本群土器よりもやや古手の様相を示す土器ではあ

るが、同一地域内の梨ノ木塚遺跡からは縄文原体側面の渦巻状庄痕文を施した土器が出土して

いる。また、第 I群土器に伴う粗製土器とした 4類は、管見に触れたものでは、岩手県繋遺跡

的がある。

第E群、第E群土器は、門前式。 I式(うちでも 1b式後藤;1974)に比定し得る土器

である。これらの土器については、昭和50年代の始め頃から該期の編年網確立をめざして開始

された、全国的規援な縮号Ij作業が行われた中でとり上げられ(今村;1977、柳沢;1980等入最

近でも、東日本あるいは東北北部に限つての編年研究の中で扱われている(熊谷;1986、阿部;

1987)。そして、このような作業の中で門前式については 2. .._， 3分案、 I式については 3
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第46図遺構外出土土器(25)
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'"'-'4分案が生まれてきている。

本遺跡第亜群土器を中心においたその前後の変遷は、大きく 3段階に分けて考えられるが、

第五群土器からの過程のうち、 A類突起をもっ深鉢形土器から波状口縁深鉢については、鎖状

降線や一対の刻みを施した陸線による区画文を施す、門前式の中で縦の開放部分をもっ横位S

字状磨消縄文をベースとして、①鎖状隆線および刻みをもっ経線の沈線化(この過程は第宜群

と第藍群土器との路におかれる)、②区画を描く沈線の結合と結果としての倒卵形モチー

フの形成、@倒卵形モチーフの解体と縦位の弧状沈線文化(第麗群土器と第IV群土器のうち一

部のものの簡におかれる)、というおおまかな体部文様構成の流れで理解でき、この…系の変

遷のiまかに、器面を方形に区割りする平縁深鉢は独自の文様構成法の変化をたどる。そしてこ

の文様全体の構成法変化のなかで、末端iこ小渦巻き文をもっ沈線や連鎖状S字文、蛇行沈線文;

が文様要素として多用される第盟群土器についてみれば、さらに細かく要素間での変化もたど

ることが可能である。また、 B類突起としてとりあげた口縁部突起(この種の突起では後藤氏

1 b式の古い部分としてま示した南境遺跡資料iこ類例がある)についても、形態上の変

化が認められる。

ところで本遺跡第謹群土器の主要部分は、近年の研究での縮分担式と比較すると、おそらく

は柳沢氏の宮戸 I式c類..d類を、また、阿部氏の宮戸 1b 3分型式のうち少くとも(新)

を含んでいない。柳沢氏の宮戸工式a類"b類と c類"d類の問、阿部氏の宮戸 1b (古)式

と(中)式の間には口縁部文様諾;の生成という大きな画期がおかれている O 本遺跡の土器群で

いうならばこの画期の後を担うものは、第1'1群土器中の資料に求められ、基本的に第盟群土器

が口縁部文様需をもつことはな ~\o すなわち、この第道群土器は柳沢@阿部両氏による宮戸 I

b縮分裂式のより古い部分に相当する(宮戸 1b式の設定者である後藤氏自身が員烏貝塚立群

などの資料をもって、宮戸 1b式の古い部分 [A群土器]を細分@分離した経緯があるが、本

遺跡第盟群土器はこの分離された部分に中心をおくように思える)。

本遺跡第rv群土器の主要なものは、口縁部文様帯をもち、療治縄文手法によらない多重沈線

で体部のモチーフを描くことを特徴とする。しかし、城之内 2式相当と思われる資料 (8類)

も含まれ、この 1群の土器の占める時間的なi福は広く、また、系統的にも異穫のものが混在す

る可能性がある。今の時点では多くを語れない。

第V群土器は十腰内 I式、大湯式土器の系列にあるものをまとめた。十腰内系列の土器群に

ついては鈴木克彦氏による十腰内 1a式・ 1 b式の I式2縮分など、諸氏による研究が行われ

ているが、本遺跡では 3類にわけでとらえられた。従来からの多くの見解に従えば(例えば、

鹿角市教委;1986)、1類は十腰内 I式の古手の部分、 2類は本遺跡第W群土器中の一部とも

関連した十腰内 I式のより新しい部分、 3類は本遺跡第百群土器に先行し、十腰内 I式に後続
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する土器とみられる。 2類の評価については本遺跡第IV群土器の評価も関係し、 3類について

は大湯式の評価を問題として考える必要があると思われる。

第VI群土器は現在のところ、東北地方で宝ケ11嘩式、あるいは漠然と加曾手IJB式並行の土器群

としてとらえられている土器である。しかし、既に前項でも触れたように本遺跡出土土器群内

の関係、に限ってみれば、第盟群土器中のものと類似性の強い文様要素、文様構成法を指摘でき

る。再度三以下iこ主な共通する特徴を整理して記す。

第盟群中の文捧要素 e 文諜構成法 第VI群中の資料

i小渦巻きをもっ沈線文・….."'....・H ・..........・H ・.......・H ・-…… 4類(第42図 4)

長B類突起肩の部分の刻み...・ a・......・ H ・-….....・ H ・-ー グ の大突起横の小突起

3類の突起資料(図版63-1---10) 

踊B類突起上の円文……………・…..................・H ・. 3類(第42図 1) 

iv縦位に連なる小弧線文、

蛇行沈線文によって区切

られた横位 2段の縄文区間...........................................・H ・.... 3類(第42図 1) 

(浅鉢形土器 2類第28図3) 

このほか、巻頭図版 5の赤色塗彩土器の中には第百群 5類に類似する花弁状口縁に S字沈線

古段階 新段階

くア

第47図突起A1類接合法

- 76 
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文の施される資料 (12)もある。

これらの特徴のうち、第42図 l資料のivに対応する文様は、関東地方、加曾利Bl式のメル

クマーノレである『縦連対弧文』とも酷似するが、総じて以上のように第車群土器と第VI群土器

のいくつかの文様要素間および、ある種の文様構成には類似性が認められる。それではこのよ

うな事実は既存の型式編年の中でどのように理解すべきであろうか。

加曾手rJB式土器の成立に関しでは、 3単位突起の精製深鉢を標識として、堀之内 2式土器の

最終段階から円滑な変遷がたどれるとされる(安孫子昭二;1981" 1988)。そして、この堀之

内2式土器から加曾利Bl式土器への変化に対応する時期、東北一円あるいは関東、北海道を

含めた地域で土器様相に強~ì斉ーイとが認められるという(林謙作;1965、後藤勝彦;1981) 0 

こうした編年観の中で、本遺跡第亜群土器と第VI群土器との関係を矛盾なく理解するのには、

やはり未だ十分な資料約裏付けや理解の視点も揃えちれていないと認めざるを得なし、。しかし、

少なくとも、加曾手!JB式土器に並行する東北地方の土器型式が或る独自の母胎をもち、その系

統の中での位置付けをはかり得る可能性だけは認めて良いのではないか、と考えられる。

今後、東北地方の当該時期(後期前葉も含めて)の型式編年を推し進めるにあたっても、関

東地方の変遷観とは別に、東北地方での系統的な変遷観を明らかにし、それをもって他地域と

の対比を進めてゆく必要があるであろう。

②第24図1
⑤第31図1
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第 2u1i 出土滋物/上製品

2 土製品

八木遺跡で出土した土製品は、土偶52点、耳飾28点、腕輪形土製品 9点、円盤状土製品2，123

点、ミニチュア土器32点、土錘6点、その他(キノコ形、傘形土製品、呼称不明のものなど)

の種別を挙げることができる O 出土点数の多い円盤状土製品以外については、極力多くの遺物

を図示報告できるよう心がけた。

1 )土鰭(第50~妥，..，_，54図、巻頭図版し 2 、図版71---73)

出土した遺物のうち、土偶と認められる土製品は52点ある。うち小破片で磨滅の著しい13点

(制部分9点、腕部分2点、腕あるいは脚部分 2点)を除く 39点を示す。

①頭部資料(1、4)

1は大型の土偶で、左呂、左耳、口、頭葦部、後頭部に相当する部分を欠いている。法量で

みると、残存頭長が72mm、推定頭幅108mm(鼻を通る中軸線と右耳先端部を折り返す)を測る。

般の上には嬬10mmの隆帯が認められ、窟を表したものであろう。降帯上には縄文 (LR)が施

されているO この盾弓と頭蓋部の閣にI!Q需が認められられる。締く切れ長な目(長さ16mm，幅

4mm)の下まぶたはやや盛り上がっている。 r狭鼻型jと呼ばれる高い鼻(高さ25mm) には 2

つの鼻孔 (7mmX4mm、深さ4mm)が表現されている。耳は他の部位と比較しでも写実性に富ん

でいる。耳長は47mm、耳幅は18mmで、佳5師、深さ 8mmの外耳孔も穿たれている。耳たぶには

径14mmのドーナツ状の貼り付けが認められるが1 これは耳飾りを表現したものと思われる。胎

土は精選されているようであり、壌成も良好である。色調は黒補色を呈している。類例は岩手

県藤岡市蒋内遺跡出土の大型土偶に求めることができる。

4は逆三角形様の頭部をもつものである。中央には rVJ字状に隆帯を貼り、眉と鼻を表し

ている。この隆帯下には刺突による自と口が認められる。口の深さは14mmある。頭頂部iこもね

じりを加えた粘土紐が貼り付けられており、頭髪を表しているのであろうか。

②大型の足形土縄(2、3) 

ここに紹介する土偶は、給土が精選され、色調がにぶい赤褐色を呈する焼成良好のー若手であ

る。他の土偶に比較すると、胎土、急調さらに形態上からも異質の感がする。

2aは大型の足形で、左足を表している。指5本とも欠損しているが、人間の足を模したも

のに栢違はな ~ìO 現存する長さ 103跡、最大幅64mm、高さ 93mm、足首回り 170mmでt足の裏には15

mm X 10mmの楕円形の孔が穿たれている。親指の付け根部分には紫色の付着物があり、アスフア

ルトと思われる。

2bは2aと同一の胎土、色調、焼成を有するもので、部位は不明であるが足形の上に位置

する一連のものと考え、ここに載せてある O 横位の沈線を墳に、上位に縄文、下位に格子状の

沈線が~Iかれている。この交差部分には菱形に短沈線が付加されている。
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3は径47mmの円筒状の足形で、獣足と思われる。 2aと同じく足の裏に孔(径 9mm)が穿た

れている。左右の区別はつかないが、丸みをもった指が 5本表現されている。うち一本だけ欠

落している。

2と3が向ーの土偶の一部となるのか、全く別個のものであるのか、また足形の上はどこま

で延びていたのかなど興味のもたれるところである。

③刺突をもっ土偶 (5..._，12、目、 16)

これらの土偶は16の刺突がヘラ状工異によるもの以外は、竹管状の工呉を用いている。刺突

が肩から腕にかけて限定的に認められるもの(5、10など)、ほぼ全面にわたって認められる

もの(6、9、10など)の別がある。また腹部には正中線に沿って一条の刺突列を垂下させて

いるものも、 5 、 5 、丘、 15、 16~こ認められる。 15、 16はこの刺突列のみを刻しているもので

ある O いずれも焼成良好であるが、 6、11、12が磨滅著しし ¥0

5は頭部、右足、左乳房、左足先を欠損しているものである。頭部と脚部は差し込み式であ

ることがわかる。腕部lこU字状の出みをもっている。乳房は高く、腹部の状態から妊婦を異象

しているものである。 手のひらは、浅い回みで表している。足の接地面の形状は楕円形を呈

するものであろう。現存高は15.2cmである。

6は頭部、右手、右乳房、へそから下を欠損しているものである。 5に比較すると、乳房の

盛り上がりも低く、全体に薄く板状に仕上げている。左手は肩から一旦水平に伸ばし、ほぼ垂

直に折れる形態になると思われる。 7は胸部のみの破片であるが、頭部が差し込み式となって

いる。剥落しているが乳房も表されている。 8は首から右胸までの破片であるが欠損部より製

作法が明らかである。鋼部には薄い板状の粘土を二枚貼り合わせ、首部分をU字状に凹め、こ

れに頭部を差し込んでいる。 12にも頭部の差し込みに伴う出みが認められる。

9、10はへそを中心とする破片で、刺突が背面でん部にも及んでいるものである。

11 はこの類の中では最も大型になるものと窓われる。背面中央にはi盗帯が認められ、背骨を

表しているものと考えられる。背筋が伸びず、まえかがみとなっている。

15は小型の土偶で、頭部、両手、右足先、左足を欠損している O 両乳首にも竹管による円形

の刺突が加わる。 5同様腹部の張りから妊婦であることが明らかである。股下にはアスフアル

トの付着が認められる。現存高は6.1cmで、ある。この土偶の具象性は他に比較しでもより人間

味が伝わってくる。

16は服部のみであるが、粘土粒鮎り付けによるへそが表現されている。

④沈線等の文様をもっ土偶 (23)

刺突以外の文様が表されている土偶は一点のみである。 23は腕下半部のみの資料である。腹

面の股上に一条の沈線が認められるが、背面が薄く剥落しており、{也の文様構成等は不明であ
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る。沈線下には左下がりの縄文が施されているが、磨滅のため詳細は明らかではない。

⑤特異な形態をとる土偶(屈折坐像土偶)(13、14)

13は頭部、両手、両足を欠くものであるが、膝を立て、腕を組むような形態を示すものと層、

われる。尻の部分を広く平らに作り、安定感は良l¥o背面中央には背骨が隆帯で表現されてい

る。乳房は認められな l¥o現存する高さ 10.8cm、奥行き9.8錦、橋9.8cmを測る。 14も小型であ

るが、 13と同様の形態を示すと思われる。 11もこの類に入るものかもしれない。
そんきょ

このような土偶は、岩手県大迫町立石遺跡で出土し、「跨躍の土偶」として分類されている

ものに類似している。

⑥文様の認められない土偶(17，.....，22)

17はへそから下を欠くもので、頭部は当初より表されていない。短く水平に伸び、る腕には、

斜方向に孔が穿たれており、紐を通して首からぶら下げていたのかもしれな l¥o乳房は低く小

さく付されている。

18は小型で板状のもので、頭部、両手、両足、右乳房を欠損している。 19は剥落しているが、

20と同じように、へそ部分にも粘土粒が貼られていたものと思われる。 21はへラ状工具による

刺突でへそを表現している。 19、20とも乳房に高さはない。 22は細身の腕に「ハj字に広がる

やや太自の胸部が付くものである。粘土粒貼付のへそが表されている。

⑦腕部分 (24，.....28)

肩から腕までの破片である。この部分に文様の認められないもの (24---26)、文様の付され

ているもの (27、28)がある。 24、26"-'28は手のひらを凹みで表している。 24は右手、 25、26

は左手である。径32rnrn程の太さをもっ26は、径22rnrn程の芯となる粘土の周りに別の粘土を貼り

付けているものである。 27は両面に円形の刺突をもっ小型の腕で、ある。 28は肩部にこれと平行

する浅い沈線が号iかれているものである。手の先には指を表すように刻自が4つ，入れられてい

る。この腕は内側部分の観察により、棒状の粘土を二本接合することにより一本の腕としてい

る。

⑧胸部分 (29----37)

脚部については、接地面の形態が楕円形を呈するもの (29"-'33)、円形のもの (34，-...，37)が

ある。右足となるのはお、 32、左足は30、33で、他は不明である。

29は股との付け根部分にアスフアルトが付着している。 32は短足でO脚を呈するものであろ

うか。 31はおの腕向様、芯材となる粘土の周りに別の粘土を貼り付けて完成させている。 34は

安定感のある円筒状の腕部である。 35、36は帝国L、刺突の認められるもので、③で取り上げた刺

突をもつものよりず、っと小さい径 1rnrn前後の針状の工具を用いている。 37は相対する位置に 2

子しをもつもので、足の裏が凹状を呈していることからも、土偶とは異なる別の土製品の一部
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である可能性もある。

⑨抽象的な土偶 (38、39)

2点とも上半分を欠くものである。 38は最大幅が28rnrnの板状の土偶で、ある。表面にのみ沈線

が描画されている。胎土には径 1'"'-'2rnrnの砂粒を多く含んでいるが、焼成は良好で櫨色を呈し

ているc

39は中央に左巻きにした粘土を貼り付けへそを表徴したと患われるものである。表面はこの

へそを中心に格子状に沈線が切られ、交点には結び目を表すような刻自が認められる。へその

上にも沈線とは結び、つかない位置で刻自が組み合わされた文様がある。裏面にも縦 3本の沈線

を引いた後に、横を引き 3本まで見いだすことができる。裏面にある刻呂は中央部の沈線と

沈線の交惹部に限られている。この沈線は幅の狭い 2側面にも鋭利な工呉を用いて号lかれてい

る。

2 )耳鵠(第55図、巻頭図版 2) 

出土した耳飾は、ノト片のため図示で、きなかった 3点を含めて30点確認している。形態的には

いわゆる滑車形と中央部に孔をもたない臼形に大別できる。環状を呈する耳飾は検出されてい

ない。また耳飾に沈線、刻白、科突などのi重刻を施しているものは l例もない。装飾的要素と

しては30点中20点に認められるベンガラ塗彩、および2点についてはベンガラのこ黒漆状の

樹液を塗付しているものである。

①滑車形 (40---64)

いわゆる滑車形と呼ばれるものを一覧してみると、 断面形態などで細分が可能であるO

a. 外径が12rnrn""15rnrnの小型のもの (40~43)

いずれも胎土は精選されている。 43を除いて欠損が認められるが、推定でき。盟重は1.Ug'__' 

1.3gである。 42、43は形態的には臼形の耳飾中央に小孔(径 2，.._， 3 rnrn)を穿ったようである。

位、 43の全面にはベンガうが塗彩されている。

b. 外誌が19rnrn，...._.26rnrnで、内面の断面形が「く j字形に鋭利に居曲しているもの

給土は概ね精選されている。重量は3.6g ---6.7 g 。外径に対する高さの比(扇平率)は44で

95%、 45，......，49で64~79% 、 50で54% とかなり扇平になる。 49を除き全面にベンガラが塗彩され、

48はベンガラの上に黒漆が塗られている。

c.外径が22rnrn'-"'26mrnで、断面形が三日月様を呈するもの (51"-'58)

胎土は52、53、58以外は精選され、焼成も良好である。これらにはし、ずれも全面、部分的に

ベンガラ塗彩され、 55は48同様黒漆が塗られている。前述の 3点は土器などに含まれる小磯な

どの混和材が多く含まれているもので、表面がブツブツした感じとなっている。 3点ともベン

ガラは認められない。 55は薄手な作りとなっているが、 58は逆に厚手で雑な作りとなっている O
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重量は扇平 (52%)な52で、推定 3g、他は 5g""_' 7 g、径26mmの58は10.6g 

d.外径が19mm，...._，24mmで、断面形が略台形様を呈するもの (59""64)

。

形態上中央部の孔径は、全体的に小さめである。胎土は精選されている63、64を徐きあまり

良好とは言えない。 60は外径より高さがあり滑車形というより、管状と称した方が適切かもし

れな ~\o 震量は59で4.9 g、60，..._，63は5.6g""_'7.0 g ，，64は推定9.0gである。 問、 64の全面、 60の

外面の一部にベンガラ塗彩が観察される。

②臼形(郎、 66)

中央部に孔をもたない類で、滑車形a同様小型である。 2点とも全面にベンガラが塗彩され

ている。 65は外径12mm、高さ9mm、推定重量 19、66は外径14剛、高さ 6mm、重量0.9gである。

3 )腕輪形土製品(第56図67，-._，75)

確認できた 9点総てを図示している。完形となるものはなく、全体の%以下の遺存率であるO

本議は一般的な土器と同じように、胎土に径 1，...._， 2 mmの砂粒を多く含むという共通点をもち、

意識的に胎土を精選するという操作はしていないようである。①表面に文様をもつもの、②無

文のものに分けられる。

①文様をもつもの (67~~70)

形態的には67、70の立扇形が円(ドーナツ状)、錦、 69が隅丸方形様になるものと思われる 0

67は円形の刺突列、 68は沈線による文様が施され、 5号、 70はコーナーに縦位の粘土紐貼り付け

がなされている。 70は破片であるが、 i肇帯の下端に縄文(複節)庄痕がある。地文にも縄文が

施されているようであるが、磨滅のため判然としな ~ìO

mmを浪11る。

②無文のもの (71"""'75)

(幅〉は、 67で'45mm、69で75，..._，78

立面形がしサェれも円形を示すもので、横位方向を主とする調整(ナデ)が認められる。 71は

胎士、焼成、色調が69に酷似し、同時期に製作、焼成された可能性がある。 71、72、73の高さ

(中齢、長援はそれぞれ、 54mme 82m郎、 90蹴 "88閥、 93蹴 "107mmを讃11る0

4 )円盤状土製品(第57図76，...__.92、図版73)

円盤状土製品として登録したものは、 2，123点に上る。一般には土器片を打ち欠いて製品とし

ているが、 1点だけ粘土を円盤状に整形している、いわば専用のものが確認できる (76)。

法量は最小長径21聞、重量2.7gから、最大長径92mm、重量123.6gまで、平均値は長径41.8mm、

短径38.2畑、厚さ8.7mm、重量18.0gである。長径では33mm'-"""48mmの数値を示すものが全体の73.

1% (1，494点)を占める。この中でも37mm'-""'42mmの範囲に687点、 (33.6%)が集中している。

方、 60mm以上は47点で'2.3%にすぎない。重量では、l1g"'-'14gにピークをもち、全体の27.1%

(554点)がこの中に収まる。 10g台に拡大すると1，116点 (54.6%)を占める。逆に10g未満も481
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点 (23.5%)ある o40g以上のものはお点で、1.4%にすぎなくなる。

土器片のどの部分を利用したのかについては、製品が小さいこともあり、明らかにし得ない

面があるが、確実なところからみて次のような結果を報告できる。

最も多く利用されていると考えられる網(体)部以外では、口縁部 (89)，.._頭部 (90)を利

用したもの18点 (0.8%入底部(目、 92)を利用したもの40点(1.9%)ある。底部のうち10点

には縮代痕 (91)が認められ、 92は笹葉様の庄痕であろう。

また表面の文様は、製品が“土器片の転用"であるとすれば、このことに意味をもたない

場合が多いと思われるが、磨滅等により文様の不明なものを除く1，453点についてみると、以下

のようになる。

①縄文の認められるもの (648点、 45%、うち単節456、無節175、複節17)

この中で94点には、沈線、磨消、隆帯などの要素が加わる。単節のうち60%がLR、無節の

大部分はRである。 77は両面ほぼ中央に盲子しが存在している。

②撚糸の認められるもの (353点、 25%)

全体の88%がRであり、 22点は網目状撚糸である。

③縄文、探糸の認められないもの (452点、 30%)

磨消縄文のもの(182点入沈線のもの (145点入条痕のもの (61点入隆帯をもつもの (9) 

などがある。

また、打ち欠いた後の周縁部に擦りが加えられているものが存在する (86)。この部分は特

に磨滅し易い積所であり、擦りの有無を確認できない状態である場合が多いが、少なくとも10

数点 (0.8%)には認めることができる。

5 )ミニチュア土器(第58図93，.....__116)

確認、登録している32点のうち、小破片や磨滅しているものを除く 24点を図示している。

①文様の付されているもの (93'""'-'97、116)

93は、口縁部と胸中央部を横丈をする 2本の騒帯に、縦位の隆帯を貼付け 4分割している。隆

帯の交点には 2侶 l対の刺突が加わる。 1区爵内には横{立方向に浅い沈線が 4，..，_， 5本入る。沈

線は胴中央部経帯下にも 2条巡っている。 94は3段の山形沈線とその頂部の刺突の組み合わせ

から成る。 5単位で、口縁部と底部の一部を欠く。 95は単位不明の沈線の後、ミガキに近い丁

寧な調整を行っているものである。郎、 97も沈線による文様をもつもので、 97は沈線が 2段に

なっている。

116は注口土器のミニチュアで、推定口径35mmで、ある。これ 1点のみ、他の資料より時期的に

は新しいものである。

②器高が50mmを超すもの (98"""'101)
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以下は総7て無文のものである。 98'--'100は最大経が続中央部にくるもの、 101は中央やや上で

ある。 98は器形が93に似、 100のみ安定感を欠く。 98は横位調整(ナデ)で仕上げられている

が、{也は磨滅のため詳細は不明である。

③子しをもつもの (1位、 103)

102は最大径を底部に近いところにもつ安定感のあるもので、口縁部の相対する 2ケ所に孔

をもっo 103は子L十貼付のもので、図主面左にもまIJ落しているが貼付があったことが分かる。

こちらには孔は伴わな ~)o 胎土には細砂粒を多く含んでいるが、比較的薄手で焼成良好である。

④器高が50mm未満のもの (104"""110)

この類は他に比較しでも、やや厚手で雑な作りであるものが多~ìO 109は二次火熟を受けて

いる。

⑤台(榔)をもつもの (111'"'-'115)

いずれも貼り付けにより台(腕)部を作出しているものである o 113あるいは114" 115の形

態を示すものは、この他にそれぞれ 2点、 8点検出されている。

6 )土鍾(第59図117，.....，122、図版73)

出土した土錘は、いずれも溝をもつもので「有溝土鍾」と称されている。総て完形であるο

①長戦を一周する溝をもつもの (117，.._，120)

渡辺誠氏による分類の第 l類A種に椙当する。側辺がほぼ直線的なもの (117、118)と丸み

をもつもの (119、120)がある。重量はそれぞれ、 9.61g、13.26g、12.58ト 15.47gで、ある。

胎土は117、118は径 1mm前後の砂粒を多く含んでいる。 119、120はこれに比較すると砂粒をあ

まり多くは含んでいないように観察できる。

②長軸を一周する講をもち、これにほぼ盛交する子しをもつもの(121)

同氏分類の第2類F穏に相当する。重量は8.53g・である。

③側面を半周する講をもち、これに直交する 2つの孔をもつもの (122)

干しの南端を側面の溝側で結ぶような浅い溝も付加されているの給土には細砂粒が多く含まれ

ている。重量は23.91gで、渡辺氏の分類には認められない形態のものである。

7 )その他の土製品(第四図123，.._，133)

①キノコ形土製品(123---125)

キノコ形をした土製品は図示し得なかった 3点を含めて 6点出土しているの全体の形状の知

れるものはなく、傘部と柄部がそれぞれ別個に抽出されている。

123は傘部分で推定外径が56mmとなる。 124、125は柄部分でこの部分の長さが40，...._，50mmにな

るものである。胎土はいずれも砂粒を多量に含んでいる。色調は 6点とも浅黄櫨色系である。

②傘形土製品 (126)
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断面形が山形を呈する小型の土製品である。破片を図上復元すると、推定径66mm、高さ41mm

となる。周縁部に 2条の沈線が巡る。嬉滅が著しく、沈線以外の文様の有無等は明らかではな

い。色調は灰黒色を呈している。

③呼称不明の土製品 (127，..._，133、図版73)

127は獣(? )を意匠とする土製品である。後頭部の一部と下撲部を欠損しており、下立器部

には長径10鵬、短径8mmの棒状のものが接続する。額面は指等によるつまみ出しにより白

を作出している。 2側面には径 2，......， 3蹴の小孔を穿ち、耳としているようである。口は表現さ

れていない。腕部には 2つの三角状浮彫に刻線を 4本入れることによって、腕、指を表してし¥

るようである。給土は精選されており、黒褐色を呈している。石製品の模倣であろうか。

128は 11J字形を呈する糸巻形の土製品で、完形である。浅い沈線による文様と上下端に

は径 2 闘の小子しが穿たれているが、貫通はしていな ~\o 胎士、色調は127に似る。

129は棒状の土製品で、完形である。土俸の腕部分のミニチュア、あるいはスプーン状を示

すものであろうか。棒状部分はねじりを加えながら直線的に整形している。胎土はあまり良好

とは言えない。

130は形態的には管状土錘に似るものである。下端部を欠損している。長軸方向iこ図の上か

ら下に向かつて穿孔されている。孔はこれと斜方向にも穿たれている。外局には縄文が施され、

この上iこ浅い沈線が 2条ほぼ一巡しているO 胎土は精選され、掲色を呈している。子Lの位震か

ら土笛などを想定できるかもしれな ~\o

131は環状をなすものであろうか。上面には力強く沈線がヲ!かれ、内向きの面には竹管によ

る刺突ヲIJが確認できる。色調は樫色である。

132は径60mmの土器底部を再利用した有孔円盤状土製品である。焼成後lこ外面から孔が芽た

れている。

133は独立した土製品であるのか、土器の把手等lこ付くものであるのかは不明であるが、外

窪21mm、内経 9mmの管状部分が取り付く。円盤状を呈する底部あるいは頭部のほほ対称な位差

に焼成前に穿たれた孔が4つ配されている。

3. 骨角器(第59図134、図版73)

骨角器と見られるものは、次の 1点を礎認している。

134は骨へラあるいは骨刀と称することができるものであろうか。刃と背刃から成る。両端

とも欠損しており、形状は明らかではなL、。
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第 2節 LU:1:遺物/石器

4.石器

出土した石器の数は膨大であり、その器種と点数は以下のとおりである。石鍛 (721点)、石

錐 (188点)、鳴状石器 (52点)、石匙(126点)、箆状石器 (69点入掻器 (156点)、円形掻器

(123点)、削器 (1，041点)、ノッチのある石器(150点)、木葉形石器 (47点入三脚石器様石器

(21点入巽形石器 (9点入磨製石斧 (253点入打製石斧 (31点入石錘(有孔擦を除いて1，305

点)、石皿(約80点、入砥石(約30点入凹石(約1，000点入磨石(l，000点)。

これらの石器の大部分は、各調査区の第盟層~羽層(第 2区での標準層位)から、散の土器。

土製品 e石製品などと共に出土したものである。第2.. 4 .. 5区における石鎮 e石錘の各グリッ

ト毎の出土点数を、付図 1.. 2に示した。石鎌@石錘ともに同じような出土傾向であり、他の

器穏においても同様である。また、若干の石器は土坑の埋土中からも出土しているが、ここで

は遺構の内外を問わず一括して扱っている。

以下、各器種別にその内容を略述するが、実測図を載せることのできたものは少なく、

もその器種によっては代表的なもののみをとり上げた。石鍛@石錘については、その計測値も

載せてあるが、計測表の番号と写真図版の番号とが符合する。

1 )石鎌(第60"""62図、第4----7表、巻頭図版5、図版74"""78)

弓矢の先端に着けたと考えられる石器で、基本的に両面加工であり、原則として中軸線で左

右対称形となる。 721点が出土しており、基部の形状により大きく 5類 (A"B " C .. D " E、

破損品でいずれに属するかわからないものをFとしてある)に分けられ、各類中でさらに細分

されるものがある。

以下、各類について略述するが、点数などについては第4""""7表を参照されたい。

A類:基部がくぼむ、いわゆる凹基式である。くぼみの形状により 3つに分けられる。 348点

(48%)と全石鎮の約半数を占める。

A a:くぼみが弧を描くものである。弧の痘径が器最大幅より大きいもの (a')と、小さ

いものとがある (aつ。第61= 62図からわかるように、規模は長さ11'-""'30師、 11I福山~

23mm、重さO.2，......，1. 3gに多いが、全体としてバラエティ に富む。

A b:基部のくぼみが、大きく開く逆V字形を呈する。非常にていねいな作りで、大きさ

は長さ 14----32閥、 ~I面 11----20mm、重さも O.2'"'-'0. 9gの中に全て含まれ、規模@重量とも

に規格性の高い類である。 A-a類と共にA類の半数を占め、全石鎖中でも24%と

多である。

A-c:基部のくぼみが逆U字形に深く入り込むタイプである。 7点と僅少であるが、確詔

たる形態を持っている。

B類:基部が平らな類である。 89点 (12%) と比較的少な~ ¥0大きさ、 もにバラエティ
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第 4中 調査の記録

類 A B C D E F Z十

十莫 式 図 ム ? 。今
点数(%) 348 (48%) 89 (12%) 31(4弘) 226 (31%) 4(1%) 23(3%) 721 

京国 分 類 a b C a b a b C d 

模 式 図 ムムQ A 心 ふ。
占 数 165 176 41 48 31 99 54 ωつωつ 51 4 お

(%) (23%) (24%) (1 %) (6%) (7%) (4%) (14%) (7%) (3%) (7%) ( 1先) ( 3弘)

頁 -fil1 j 
105 65 2 25 26 21 47 25 13 33 4 10 376 

(64弘)(37%) (29%) (61%) (54%) (68%) (47%) (46%) (59%) (65%) (100%) (43%) (52%) 

石 黒 耀 石
20 24 1 2 1 4 つt.. 。 つ 61 

(12%) (14%) (2%) (4 %) (3 %) (4%) (4%) (4%) (22弘) (8弘)

鉄石英
19 46 3 4 2 10 7 3 2 4 100 

(12%) (26%) ( 7%) (8%) (6%) (10拓j (13%) (14%) (4%) (17%) (14%) 

玉 髄
9 11 5 5 2 10 8 4 5 2 61 

材 (5%) (6%) (12%) (10%) (6%) (10%) (15%) (18弘)(10%) ( 9弘) (8弘)

チャート
11 25 5 6 11 4 25 11 つ 8 ワ“ 110 

(7%) (14%) (71%) (15九) (23%) (13%) (25弘) (20%) (9%) (16%) (9%) (15弘j

ムAふ
12点 42，点 1点 2自 。L点 5点 1点 。1点 。 65点

ウノ

13点 23点 1点 2点 。。3J点 4，点 。。。 46点
ノ寸、
づ (:)ムふ

。。。。。。。。。 1】ハ~1、、 。 3点
ア 2，点 3点 。。。。1点 2点 。3点 。 11点
.ll-

Jiムふ
3点 2点 。4，点 2点 l 点 5点、 。。3点 20，点。
7，点 6点 1点 1点 。。。。。。。 15点

第60図 石鍛一覧(%は原日IJとして小数点以下を四捨五入)

があり大きいものは特に厚みがありぼってりとしている。それらは製作もそれほどでいねいで

はな ~\o また、破損品ではi輿状石器との区別の間難なものもある。

B-a:基部が平らなものである。

B-b:基部がわずかに弧を描いて外に張り出すもので、 はスクレーパ一美頁かもしれな

し可。

C類 :D類と共にいわゆる凸基式であるが、基部調側からの挟りが誌とんどなく、平面形がダ

イヤ形に近い。 31点 (4%)と少なt'o八木遺跡中のお鎌の中では、大きく重いものが多い。

D類:茎を有する類である。 226点 (32%) と、 A類に次いで多 ~\o 基部の形状により 4 つに

分けられる。

D-a:整った二等辺三角形の底辺中央に茎が付く形のものである。ていねいな作りで、形

の整ったものが多い。このため、大きさは多少バラエティ があるものの、

はO.25'""-'1.35gの中にほとんどが含まれる。規格性の高い石鎌といえる。菜の折れて

いるものが多い。

D-b:茎の取付部が挟られているもので、 A-a類の基部中央にやや長い茎が付く形であ

る。大きさ、重量ともに小~中くらいにまとまりがある。
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第2節 1:l:J土造物/石器

D-c:非常に短い茎の付くものである。他の類に比べて、長さの割に幅のあるものが多く、

べったりとした感じの石鎮である。

D-d:茎付け根の挟りがそれほど明確ではないが、比較的長い茎を有する。大きさ、重量

ともにノてラエティーカまある。

:棒状を呈するものであるが、破損品ばかりで、正確な形状は不明である。 4点と最も少

ない。石錐のA類と判別に苦しむものもあるが、本類が断面扇平なのに対し、石錐はそれが、

菱形あるいは厚い凸レンズ状を呈している。

石銭に用いられている石材は、頁岩、黒耀石、鉄石英、玉髄、チャートの 5種類であり、各

類との関係は第60表中段に示したとおりである(点数についてはこの他に、 5種類の石材のど

れかで、あることは確実であるが、焼けているために判別できなかったものが13点ある)。頁岩

(52%)と他の 4種類の石材(合計48%)が、ほぼ半分ず、つ使用されている。石鎖と礎状石器を

除く他の長IJ片石器では、頁岩が90%以上を占めるのに対し、黒耀石、鉄石英、玉髄、チャ ト

が非常に多く用いられている。従って、巻頭図版にもあるように、ていねいな作りのものが多

いこととも相まって、非常にカラフルで流麗な石鍍が多い。また、それら 4種類の原石の大き

さにも依るかと思われるが、 4種類の石材の製品は小さなものが多い。

器面に、着柄の際の接着材として用いられたアスフアルトの付着しているものが、 160点

(全体の22%)ある。この数字は、県内の縄文時代後期前~中葉の石錬としては、決して多いと

は言えないが、着柄の様子の復原できるものも少なくない。それを各種別に示したのが、第60

表の下段である(アスフアルトの付着のあり方は、大きくイ. ロ.ハであり、カッコ付きの

ものは、判然としないものを示している)。イは、確実に根ばさみ(骨角器と考えられる)に

納められたものであり、ロは、その可能性のうすいもの、ハは、いずれとも判断できないもの

であるO この図表からも明らかなように、根ばさみに納められて用いたと考えられる石鍍が圧

倒的に多~ìo しかもそれは、 A類が多く、 D類にも見られる。ロは、明雄なものとしてはD

d類に 3点見られるのみである。イの好例は、 11" 23 " 218 " 223 .. 552 .. 702など、ロの好例は、

674 " 685などである。なお、上記のような傾向は、アスフアルトの見えないものについても変

わるものではないと考えられるが、このような傾向はアスフアルトが付着している160点につ

いての結果であり、洗浄などで落ちてしまいやすい黒耀石などの石材のものには、付着例が少

なL、。なお、頁岩以外の美麗な石鍬にはほとんどアスフアルトが付着していないことは、それ

らが果して実用に供されたか否かという疑問も出て来る。出土状態などで明確にはできなかっ

たものの、出土地が墓域と重なっていることを考えれば、それらのいくらかは副葬品約な性格

を有していたものかもしれなL、。
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第 2節 II:LI二遺物/石器
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第 41主調貨の記録

類 A 

a b 

模式凶 守
(細分類) o 

。
o 

1生i 数 点1 3(720，点) 2(714点〕(覧)

2 )石錐(第63図、図版79)

B 

C d e f 

γ V 。9 巴。
，C>.) 

d 

23点2) 55点9) 6点 14点 188点
(l (2 (3 ) (7 ) 

(%は!京flIJとして小数点以下を四捨五入)
第63屈指錐一覧

穿孔するための石器で、 188点出土している。石材のほとんどは頁岩で、他にはチャート号

点、黒耀石、水晶が各 l点である。支持するためのつまみ部を有するか否かで、 2大別されるo

A類: (図版79上 1---7) 明縫なつまみ部を有しない棒状の石錐である O 石鎌の E類との判

別が困難なものもあるが、石錐の場合、断面形が菱形あるいは四角、円に近く、器幅と厚さが

近似している。器長が1.8.-.....6.7crnのものまでがある。また、錐部先端が使用の結果半球状にな

り、トロトロしているものもある(図版115下)。

B類:何らかの形でつまみ部を有する類であるO

B -a: (図版79上8---14)つまみ部がていねいな剥離で、つくられている類である。錐部の

全長が 2crn以上の長さがあり、基部から先端近くまでの太さが誌とんど変わらない。

錐部の断面形は整った菱形をなすものが多い。

B -b: (図版79上15----1 9) B -a類の小型品で、ある。錐部の長さは 1crn前後が多 l¥o 錐部

先端がト口トロになっているものがある。

B -c: (図版79上20，21)こむより以下の類は、つまみ部への二次加工がほとんど見られな

い。本類は、錐部が比較的長いものの、その基部と先端の太さが大きく異なるもので

ある。錐部断面は菱形に近い。

B -d: (図版79上22.-._，28) 一端が尖るような比較的厚手の剥片に錐部を付したものであ

る。錐部とつまみ部に明瞭な境がなl¥o錐部断面形は、菱形、平行四辺形等いろいろ

である。

B -e: (図版79上29，30) 大型で部厚い剥片の一端に、短い錐部を片面加工により作出し

たものである。錐部の断面は三角形が多い。

B -f: (図版79上31'"'-'33) 比較的大きな剥片の一部に、片面加工による小さな錐部を作出

したものである。断面形は三角形を呈する。
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第 2節出土i遊物/石器

3 )噴状石器(第64'-""67図、第8表、巻頭図版5、図版79)

比較的小型@両面加工の石器で、先端部に、鳥の噴(くちばし)に似て鋭く尖る部分を持つ

石器がある。これまでほとんど知られていなかった(あるいは 1つの定型的な石器として捉え

られていなかった)石器であるが、八木遺跡からはこれが約50点ほど出土しているG このため、

礎状石器(くちばしじようせっき)と命名し、ここに定型的な石器の 1っとして扱う。基部の

形状によって、 2大別される。なお、本石器については実測図も付しであるが、その番号は一

連番号であり、( )内の番号が図版及び計測表の番号と対応する。

A類: (第65図 1----第66図13、図版79下 1，..._，14，46) 

着柄のための明瞭な基部を有するものである。先端のいわゆる瞬状になる部分は、本来

第65図 1，2， 5のような鋭く尖るものであったと考えられるが、この部分が欠けたり

しためか、基部を除く縁辺の再調整を施した石器が多い。基部には、 16点中 7点にアス

ブア/レトの付着が認められる。

B類: (第67図14----20"図版79下15'"'-'44)

全体の形状が、 A類の墓部を除去した形で、視る角度によっては、 ど猛禽類の爪に

も似ている。やはり、先端が尖って鋭l¥o基部は幅広で、若干外側に弧状になるものが

多いが、この部分にアスフアルトの付着しているものが多い。

その他: (第67図別、図版79下45，47，..._，49) 

形状及び先端部はA類に似ているものの、 45を除いては片面あるいは半両面調整の石器

であるため、ここではその他とした。後述するように、隣状石器に似た機能を有した類

と考えられる。

額 A B その他

陣式 i文! u ム
点数(アスフアルト) 16 (7 ) :30 (14) 6 52 

母害状石器は、第64図からもわかるよ

うにA=B類合わせて46点中、 21点、と

約半数にアスフアルトの付着が認めら

れる。また、アスフアルトの付着の見

えないものについても、アスフアルト

頁 1S1i 1 3 (2 ) 6 

，Fi 
黒耀石 l (0 ) 5 

Ill1f ; 鉄 石英 3 (2 ) 7 
F 

ブ、

一ノ

玉 髄 7 (2 ) 9 

材
(J 

チャート つ ( 1 ) 3 

第64図鳴状話器一覧

(4 ) 6 L5( 6) 

( 0) 6 (0) 

(3 ) 10( 5) 

(6 ) 16( 8) 

(1) 5 (2 i 

が付着したままで残りにくい石材の多

いことも合わせて考えると、大部分の

石器が着柄されて使用されたものと想

定して良いかもしれない(アスフアル

トの残り易い頁岩の場合は、 9点中 6

点に認められる)。

礎状石器(ここではA.B類のみを
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くこフ

C/  

に?

l 
(2) 

くこ〉

く二〉

く二〉

第65図噴状石器(1 ) 

cm 



く〉

くこ〉

12 

く〉
(14) 

第66図

くこ>

く二二〉

く二〉
。

噴状石器(2 ) 
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. ， 
e 

13 
位日

5 cm 

)内は写真の番号



J;f~ ，1主主 調奇の記録

14 
くご〉 (15) 

く 〉

くこ〉

くご>

15 

くこア (1百
〈こ>

17 
(30) 

く〉
18 
(19) 

21 位。

19 
(33) 

く二〉

く二〉
。

第67図噛状石器(3 ) 

106 -

20 
(38) 

( )内は写真の番号

16 
(28) 



第 2節出土造物/石器

第 4表石蟻計測一覧

2.5 

1 -165ニ A-a預 166-21O=A-b類 ( )は破jfJ
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第 4三1 調査の記録

5表石議計測一覧

211-312=̂-b類 343-319ェ -̂c類 350-390= B~" a額 391-422ニーB-b頚 ( Jは破領 来にアスフアルト付済 交=資器烈亡霊耀石鉄工鉄石英王=玉髄チャニチャート
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第 2節 ILU二途物/壬i器

第8表石議計測一覧



第4il戸調査の記録

第 7表石議計現Ij一覧

番号 出土区i長チー き さ mm 重量 E 石材 、‘'羽.・内， 番号 出土区
大きさ mm

番号 長大き信さ胴[忌 Z霊鼠 E 石材
長悩]f!;[

重盛巨 石材 山ム位

633 4-5 i 15.5 i 13.5 3 i 0.45 m 663 4・5 18.5 17 i 6 1.17 頁 693 4・5 (li 5) (95) i 2.5 (03i) I黒

634 2 18 15 I 3 0.65 頁 イ 664 (14.5) 13.5 I 3 (0.55) n 694 2 19 I 11.5 3.5 0.78 チャ

635 4・5 18 13 I 3 0.4日 チャ 665 

42 ・5 2245.5 5 
1814.5! Ul8 守J 695 4・5 19 I 12.5 3.5 0.72 n 

636 19 15.5 3 

000.4664 9 7 
玉頁

666 16 5.5 I 1.61 

1扶質互

696 6 24 10.5 3.5 0.93 五

637 " 17.5 12 2.5 667 ワー (25.5) 
(2745 ) 

6.5 I (3.45) 697 。旬 (37.5) (17) 4 I (2.56) 頁 l

638 n 16 12.5 4.5 :n 668 18 2.5 I 0.32 698 23 I 12.5 3.5 日79 M ノ、

639 ワ

{1(4257) ) 
(13) 3.5 (0.52) m 669 J 18.5 3 I 0.55 699 みつ 23 12 4.5 0.80 フ

640 4・5 (15.5) 3 (0.81) 頁 670 4・5 19 i 10.5 4 0.60 チャ 700 4・5 28.5 15.5 3.5 1.40 主主

Ml ? (10.5) (3.5) 2 I (0.2:li チャ 671 n 20.5 10 I 3.5 0.'1'1 主主 701 2 24 17 I 4 1.41 N ノ、

642 17 12.5 3 0.49 " 672 2 21.5 11 I 3 
00-866 1 

ノ、 702 4・5 19.5 
1012 5 95 3 

0.61 ， イ

643 10 (21 ) 02.5J 1 i (0.76) 員 673 23.5 10 i 2.5 703 今ゐ 28.5 。70

644 I 21.5 10 i 3.5 0.69 674 4・5 23.5 11.5 3 I 0.66 704 20 11 3.5 0.7百

645 4・5 (12) (13.5) 2.5 (0.40) チャ 25.5 12.5 4.5 0.91 705 li.5 8.5 2.5 0.36 鉄

646 6 19.5 14 I 2 0.62 1'.( 676 ワ 26 I 10.5 4 1.00 n 706 4・5 18.5 9 13.5 0.44 1'.( 

647 2 21 16 3 0.90 677 27.5 10 3 0.68 n (ロ) 707 2 24.5 11 13.5 0.91 
鉄頁

648 j N 19.fi lfi.fi 3 I 0.82 日78 4・5 29.fi 11 2.fi 。7日 n 708 4・5 24.fi 12! 4 。品目
649 4・5 21.5 

15511177 1 鉄頁
67日 n 30 11 I 3 0.84 " (ロ) 709 " 35 11 I 3 

001R716 5 7 650 " 22.5 17 14.5 680 ワ 12.5 30 I 3.5 1.15 チャ 710 " ワワ 15 I 3.5 

651 " 23 I 13.5 2.5 I 0.70 鉄 681 " 30 11 13.5 0.85 w (0  ) 

77112 1 
" 21 13! 3 

652 24.5 I 17 3.5 I 1.09 資 682 4・5 29 131 4 1.30 チャ (27) 117 ) 5.5 (2.64) チャ

653 18 I 3 1.26! " ! 683 I " 30 11.5 5.5 1.64 1'[ {口〕 713 7 26 11! 3 0.84 玉

654 " (25) (l7.5) 3.5 (1.32) チ-1' 吉島i " (30) (13) 1 ! (1.21) 
77114 5 

2 
218 3 19145 3 

1.27 
， 

655 “ つ 25 22 14.5 2.14 N j'5 貞30.5 8.5 。“ 0.44 0.32 

656 i ，j・5 26 I 16.5 1.&1 チャ i 686 n 32 I 10.5 1.51 716 18 11 3.5 0.65 チャ

657 " 27.5 18.5 4 2.05 員 687 i 38 I 15.5 i 3.5 1.82 " 717 4・5 17 10 3 
(00.5418 ) 

658 " 29 201 3 1.73 λ' 688 
Jワ 2525 9 85 7 3 3 00661 1 

718 (H) (12) 3 l 頁

659 I " 28 19.5 6.5 2.95 ::E 689 玉ー 719 つー (l5) (9.5) 
23..5 5 (08571) j 

660 2 28.5 19 1 7.5 4.45 690 33 I 8.5 3.5 1.01 " 77220 1 42 ・5 (22.5) (8.58 ) (0 

661 I 4・5I 37.5 21.5 10 6.66 貞 691 33 13 7 1.93 
禁厳

23.5 4 0.80 

662 2 (22) (14.5) 3 I (0.73) :=li 692 4・5 17 I 10.5 3 0.49 722 4・5 22.:) 日5 4 0.79 " 

633-645=D-b類 646-667= D -c類 668-718=D…d類 719-722=E類 ( )は破損 来二 77.7ァJt-ト付着

1'.(=1'.(岩燕ニ栄耀石鉄ニ鋭、石英玉ニ玉髄チ 4・z チャート

第8表噴:試石器計灘一覧

I~H土区
大きさ mm

IItl二区
大きさ mm

{::I材 ffi' ~3 illi-!-Ix 
大 き さ mm

重f量E 石村番号

長28 幅14 淳6 

室長l:g 石村 -、ル 番号

長18 編!享

さ君主立 E .， “ 

i乏中lfJ厚
、-・

|9 1 
2 ‘5 

2.1 チャ A 19 4・5 161 4 

0007 9 7 

37 2 24 i 18 i 6 2.7 テャ B 

2!l I lfi I (j 2.:i 二五 zo 17 I 16 I ~ 欽 日毒量 38 26 ! 20 t 4 1.8 日参

4 3 
:JO I 15 1 7 2.7 鉄 八重量 21 16 t 141 4 日 30 i 20 I 5 2.6 幸え

.， 

3320092119078 6 G 

二k A 22 2 18 I 1:3 I 4 0.8 玉 日毒事 10 361 22 I 3.7 :n 

5 6 
ラ

Aλ 毒事 4・5 18 I 15 i '1 0.9 l主 日毒量 41 4・5 (17) I 14 i 3 

札R0i8723) p 4・5 2.7 ;主i 15 i 15 I 3 。7

二鉄黒玉1白Ii 

B .12 』ん〉 (13) i 1品 :i

7 32 i 20 I !) S.1 ヱ 2!1 18 I 17! -1 1.4 .13 4・5 (1O)! (10) 1 (3) B 

日 34 I 20 I 7 4.2 
チ玉ャ AA@ ⑧ 

26 2 
217011364 4 

0.1 B⑧ 44 2 (22) I 101 S (11) 日曜襲

9 2 381 2318 6.6 27 4・5 1.0 B 45 :33 i 17 i 6 2.8 頁

110 1 
(26) I 18! 9 (2.6) A 28 16 ! 16 I 3 0.8 4G 10 48! 26! 1() 10.9 A魯

6 35 1 2!i 1 5 1.5 弓2
329 0 223 1144  1.1 41 45 ! 28 i Il 8.1 

1 1i417 ・05 

41 i 19 i 1] 5令5 頁 A重量 20 i 10 2.2 ，18 ワ

359R227917 2 
4.8 鉄 A 

332 1 
2 25 1.6 頁 49 1.3 

16 i 4 1.3 欽 H重量 50 ;]5 i 14 i 6 6.<1 3.7 

0.3 黒 日 19 I 5 

B80H ・・・

40 I 23 I 6 5.3 15 4・5 33 1.5 チャ 51 4・5

16 2 14 I 14 I 3 0.4 34 2 20 I 5 1.8 頁 52 38 I 26 I 9 9.0 

17 16 I 15 I 3 0.6 35 4・5 23 I 17 I 6 2.6 

0.9 鉄 2 21 I 18 I 5 鉄18 2 18 I 12 I 4 36 1.7 

AニA類 日=B類 ( )は破損 @アスファノレト付着 1'.(=主主岩泉 =m~程;百鉄ニ鉄石英玉=玉置適 チャ=チャート
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第 2節出土遺物/石器

対象とする)に用いられている石材は、玉髄16点 (35%)、鉄石英10点 (22%入頁岩 9点 (20

%)、黒耀石5点(13%入チャ ト5点 (11%)である。全石材中、頁岩がお%しか用いられて

いない状況は、本遺跡の剥片石器にもあっても特異中の異である。

ヰ)苓匙(第68図、図絞80上) 類 A B C 計

1換 式 区i よ二斗 ζ二宝

点数(%) 42(33%) 48 (38%) 36 (29%) 126点

つまみ部アスフアルト 6 (14%) 17 (35%) 11 (31%) 34ぷi
(27%) 

比較的うす手の大小の長Ij片の

一端につまみを、他辺のいずれ

かに刃部を作出した石器であるO

つまみの作出に際しては両面

からノッチを入れるようにして

いるのに、原則として刃部は片
(%は原則として小数点以下を四捨五人)

第68図石匙一覧

弱からの加工である。縄文時代中期頃までの石匙にくらべて、形が整わず調整の粗いものが多

l¥o つまみの軸線と刃部とのなす角度によって、 3大別されるo

A類: (図版80上 1'"'-'9)

つまみの軸線と刃部がほぼ平行する、いわゆる縦型石匙であるo

B類: (図版80上10---18)

つまみの軸線と刃部とがほぼ直交する、いわゆる横型石匙である。

C類: (図版部上19----24)

つまみの軸線と刃部とが約45
0

の角度で交わる、斜型石匙である。

石匙iこ箆用されている石材は、 A類で鉄石英 2点、チャート 1点、 B類でチャート 4点、

髄 2点、 C類で玉髄 e チャ ト各 1点の他は全て頁岩で、頁岩以外の石材は全体の 9%にすぎ

ない。

つまみの付け根にアスフアルトの付着が認められるものがJ類合わせて34点(27%)ある 0

5 )箆扶石器(第69図、図版80下)

大小の淳子の剥片に粗い二次加工を施して、全体の形状がいわゆるヘラを呈するように作出

された石器である。二次加工は両面、半両面、片面加工の 3種類が桔抗している。側面から見

た刃部は、片刃が圧倒的に多く、潟刃は少ない。また、刃縁は直線的なものが多いが、弧状を

るものもある。形状によって 3つに大別されるが、それぞれに大型(長さが 6cm前後の中

型のものも含める)、小型がある。

A類: (図版80下 1'""-' 5， 13'""-'15) 

基端に明瞭な辺を持ち、刃部がそれより幅広のいわゆる授形を呈するものである。 1~

5が大型、 13""""15が小型のものである。

B類: (図版80下6'""-'10， 16'""-'18) 
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第 1常利資の記録

基端が尖り、全体の平面形が二

等辺三角形を呈する。 6，..._，10が

大型、 16，.._，18が小型のものであ

る。

C類: (図版部下11，12， 19) 

基端と刃部の幅がほぼ等しい短

類 A 

模式関

点数(%) 29 (42) 

細分類

点数(%)
22 i 

(76) (24) 

B C 不明 言十

22 (32) 11 (16) i 69 

)( pl〈

16 6 7 4 
(73) (27) (64) (36) 

冊J0のものであるo11， 12大型、 (%は原則として小数点以ドを四捨五入)

19が小型で、あるが、 11を除いては完形品がない。 第69図 箆状石器一覧

A"B"Cの各類lこは、それぞれ大型のものをそっくり小さくしたような石器がある。各々

の類において小型のものは、 A:24%、B: 27%、C: 36%を占める。全体の形状@刃部の側

面観@大型と小型の比率などから、本箆状石器のあり方は、磨製石斧のあり方に似ている。こ

のような箆状石器の機能は、あるいは磨製石斧の機能に似た機能、例えば木工における粗削の

段階に使用するものなどの想定も可能かと思われる。

石材は、 69点中玉髄、チャ トが各 l点ず、つ含まれるのみで、他は頁岩である 0

6 )掻器(第70図、図版81上)

比較的厚手の大小の剥片の一部に、裏面からの二次加工によって急斜度をなす部厚い刃部を

作出した石器である。刃部は弧を描くのが一般的で、側面から見た;場合、裏面が表面倒に反っ

ている Oつまみ部(あるいは突出部)を有するか否かで、 2大別される。

A類:部厚い剥片の一端に刃部を作出したものである。形状により 2つに分けられる o

A-a: (図版81上 1，.....， 4)

縦長長IJ片の一端に刃部を作出した、いわゆるエンド e スクレ パ である。基部

(大部分は打面倒に当る)を除き両側辺にも二次調整が加えられている。刃部の長1]離

はていねいな押圧剥離であることが多l'o両側辺への二次加工は、着柄(あるいはソ

ケットへの挿入)のための調整かもしれない。

類

点数(%)

紺l分額

模式図

点数(%)

A 

118 (76) 

a b 

心
17 (14) 101 (86) 

B 

38(24) 156 

必

A-b: (図版81上5'"'-'10)

不定形の部厚い剥片の一部に、弧状の刃部

を作出したものが主体を r~め、小型品も若干

含まれる。掻器の大部分が本類である。

B類: (図版81上11'"'-'19)

小型で円形をなす刃部に、つまみの付いた

(%は原則として小数点以下を四捨五入) 形を呈するものである。つまみ部は、両面加

第70図掻器一覧 工による挟りのあるものと、片面加工のため
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第 2節出土遺物/石器

挟りのないものとがある。

B類38点のうち、つまみ部からやや刃部慨にかけてアスフアルトの付着しているものが 9

存在する。それらの石器のつまみの中には、つまみ付け根よりも末端側の細くなるものもある

ことから、このアスフアルトは紐などを緊縛した痕跡と考えるよりも、何らかの形の柄(ある

いはソケット)を取り付けるためのものと考えられる。

石材は、 A-b類にチャート 2点、玉髄 l点、鉄石英 1点(これらは全て小型品である入

B類にチャート 2点、玉髄 2点、黒耀石 l点がある他は全て頁岩である。

7 )円形掻器(図版81下)

厚手の剥片に片面あるいは両面からの二次加工によって、平面形が円形になるように仕上げ

られた石器である。前述の掻器のー器種として含ませるべきかとも思われるが、ニ次加工のあ

り方に異質な面があることから独立させた。小型品が多く、最小のものは径1・.3cm、最大のも

のでも径 6cmで、ある。全部で123点出土している。

石材からみると、 123点中チャート 17点、黒耀石e玉髄各 5点、鉄石英 1点の地は全て頁岩で

ある。頁岩以外の石材が全体の23%を占めるのは、本石器が本来小~中型品のものに限られ

ることに起因するものと考えられる。

また、図版81下の38の注記の上方に黒く写っているのは、アスフアルトである。この石器は

ソケットに挿入されて使用された可能性が強い。

8 )削器(第71図、図版82上下)

奈Ij片の比較的長~¥ 1辺あるいは 2辺に、片面からの二次加工によって長い刃部を作出し

器である。刃部以外への二次調整はな~¥。刃部は緩斜度のものもある。

A類: (図版82上 1""'-'16) 

様々な形状、厚さの不定形芸Ij片の 1，._， 2辺に、直線的あるいはゆるい弧状の刃部が作

出されたものである。図版82上の12" 13を除いては 1辺のみに刃部が作出されており、

12 " 13は相対する 2側辺にそれがある例である。

主1Cl

.1，'/，数(%、，

制"分傾

院よ~ [5<1 

}，I，i、数"%;

A B 

928 (89.¥ 113 (11) 1，041 

a b 

。。 A 
3i"33; i6i6i; 

(%は民U!IJとして小数点以ドをI'L胎五人)

第71関削器一覧
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B類:素材となる剥片が二等辺三角形

に近い形状を呈した場合に、底辺を除く

他の 2辺に刃部が{乍出されて、それが連

続したものである。

B -a: (関版82下 1~g) 

2つの刃部の交わる角度が鋭角で、

その先端(交わる部分)が鋭く尖るも

のである。破片であった場合、石匙



第 19: 調交の記録

との判別がむずかしいものもある O

B b: (図版82下10---22)

2つの刃部の交わり方がゆるやかで、その先端が弧を描くものである。掻器A類

との判別困難なものも含まれている。

前器に使用されている石材ば頁岩がほとんどで、他にはA類でチャート 13点、玉髄@鉄石英

が各々 6 点、 B-aeb類でチャート各 1 点にすぎな ~\o また、頁岩以外の石材も原石の表皮

付のものが多い。

また、 A類争 B類に分けたが、特にB-a類は刃部のあり方からしでもA類とはかなり機能

を異にする可能性が強い。

9)ノッチのある石器(図版83上)

大小の部厚い剥片の一部に片面からの加撃で、扶り(ノッチ)を入れた石器である。 150点

出土しており、大型のものが多い。ノッチは図版83上の12---14、17のように 1つしか入らない

ものと、 1--9などのように数鰐入れるものとがある。ノッチの径は 5mm，..._，30mm程度のものま

であるが、深さは 7........_， 8 mmのものを最大とする。また、 17のように反対側辺は削器として使用

されているものなどもある。

石材は150点、中、玉髄 e鉄石英が各 1点す、つあるのみである。また、このような挟りのある

石器の機能については推測がむずかしいが、矢柄を整えるためのもの、あるいは切白石錐の切

目を入れる道具ということも、可能性として挙げることができょう。

10)本葉形石器(図版86上)

小型で、石銀、円形掻器などに近似する点もあるが、基本的には広葉樹の葉に似た形状の石

器である。 47点出土している。両面加工を基本とするが、片面のものもある。石材は、チャー

ト4点、鉄石英2点、黒耀石@玉髄各 1点と頁岩以外のものも含まれている。機能その他につ

いての推測等については現在のところ全くできていない。

11)三郡石器機石器(図版83下)

厚手で平面形が正三角形に近い剥片(あるいは残核か)の 2，......， 3辺に粗い挟りを入れた石器

で、主に縄文時代中@後期に見られる三脚石器に似た形状を呈する。 21点出土している。しか

しながら、三脚石器との比較でいえば、三脚石器は三辺からの宇都、長IJ離によって一方の面の中

央部がくぼみ、三つの頂部が脚状になるのに対し、本遺跡のものは中央部がほとんどくぽまな

い。石材は全て頁岩である。

12)異形石器(図版86中)

ていねいな二次加工で様々な形に仕上げられた石器で、これまで述べてー来た定形的な若IJ片芯

器には入らないものが 9点出土している。この中で図版86中の 9は、協和町上ノ山百遺跡で有
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撮石器としたものに近似しているが、 1点のみの出土である 0

13)壌製答斧(第72図、図版84上下)

持 2節 11¥七議物/七昔話

全面が研磨された石斧である。総計253点と 1遺跡の出土点数としては非常に多い。石材は

緑色凝灰岩や粘版岩などは少なく、安山岩@流紋岩@蛇紋岩などが多い。このためか擦切によっ

て製作されたとわかるものは少ない。全体の形状及び断面形などにより 3大別されるが、 A類

の乳棒状石斧は l点しかなく、 Be C類は、おおよその包安としてその大きさから大 e中 e小

に分けることができる。また、形状はB類に含まれるが、実用の異とは考えられないほどの大

きさ(超大型)のものもある。

A類:身の下半を欠くため明確ではないが、基端及び再側ともに明瞭な面を持たず、断面形が

円形に近いいわゆる乳棒状石斧がある。 1点のみ出土している。

B類: (図版84上1，..._， 7、9'"'-'22、25'"'-'32)

平面観が授形あるいは二等辺三角形に近い、いわゆる定角式石斧である。

大型: (図版84上 2'"'-'7 ) 

類

占

器の長さが8cm以上のものを大型とする。 181点出土しており、その内訳は略完形

品15点(このうちほとんど完形のままで出土したもの 8点、割れて出土したが接合し

たもの 3点、刃部の半分以上を欠くが全体形が推定できるもの 4点である)、刃部の

形状のわかるもの35点、墓端部の形状のわかるもの83点、器中央部を含むその他が47

点であるO 略完形品15点の法量は長さ 9.3~12.gcm" 重量124"-'321g (平均182g)であ

る。刃部は、佐原分類の雨o刃が圧倒的に多く、地に識別できるものとしては弱凸強

A B C 

数 1 222 30 253 

模式|立l

凸片刃が 1点あるのみで円

刃が多く直刃 e偏刃は少量

である。また、基端の形状

は模式図で示したように、

5細分が可能であるが、こ

れは原材の形状に左右され

たためと思われる。

。
細分類

占 数

(%) 

B類基部分類 イ

模式 IZI (¥ 
占 数 52 

(%) (63) 

Cコ Cコ

超大 大 中 大 中

7 181 12 22 19 、つJ 8 

(3 ) (82) (ひ5)、 (10) (63) (10) (27) 

ロ ノ、 ;-r; 

o 。 。 = 

(¥ (¥ ハ(¥ 
2 15 6 8 83 

(2 ) (18) (7 ) (10) 

(%は原l!iJとして小数点以下を問捨五人)

第72図磨製石斧一覧
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中型: (図版84下25，.._..32)

器長が 6，.._"7 cm前後

で、重さも60，-.，70gの

もので大型と中型の中

間形態のものである。

完形品が 2点、破損品
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が10点ある。

小型: (図版84下9，....._，22)

形状は、大型の定角式石斧をそのまま小さくしたようなもので、最小のもの(図版

8下9)は長さ25閥、最大幅l1mm、最大淳6問、重さ2.9gであり、器長がおおよそ

5 cm以下のものをこの類としておく。完形品目点、破片8点、である。刃部は南凸刃が

約半数を占め、弱凸強凸片刃、弱平強凸片刃が約四分の lず、つである G

超大型: (図版84上 1) 

器長が20cmを超えるようなもの 7点(完形は l点のみ)をこの鎖とした。軟質の岩

石を原材としており実用の呉とは考えにくいが、 6点は破損品であり詳細については

わからなし1。図版84上 1は完形品で、全長23cm、重量823gであるが大きさの割には

軽い感じである。

C類: (図版84上8.. 9、84下 1，..._， 8 ，， 23 e 24) 

A 場 B類ともに刃部に最大i揺があるのに対し、器中央部に最大111高があるか、墓端から

刃部までほとんど幅が同じである短冊形の磨製石斧である。

大型: (図版84上8.. 9) 

19点出土しているが完形品がない。長さがおおよそ10"""" 15cmのものと思われ、細身

の感じがし、厚さも定角式のものにくらべてない。刃部は両刃のものが主体を占める

ようである。

(図版84下23..24)

破片 3点しかなく、全体の規模などは不明であるが、やはり大型と小型の中間であ

り、器長 7cm前後と思われる。

小型: (図版84下 1，...__， 8 ) 

完形品 5点、破片3点が出土している。完形品の長さは3.1.-....，4.6cm、重量3.5'"'-'5.7

g (平均4.4g)である。

八木遺跡出土の磨製石斧で、全くあるいはほとんど破損していないものは、小型品と超大型

を除くと10点しか害在しない。その破損率は95%である。使用不能になったために捨てられた

ものであることがわかる。刃部の形状は、大部分が両刃に近いものであり、片刃のものは極く

少量であるが、使用痕は刃縁に直交するものもある。

B • C類合わせて30点の小型磨製石斧が出土している。これらのほとんどは、破損の状態や

使用痕などからすれば実用の具であり、主に木工用などに供せられたものと考えられる。

その他、図版85上に示したような五器(石製品の方が適当かもしれなしサが出土している。

軟質の泥岩などを素材とし、全面を擦ることによって平面的には磨製石斧様に仕上げられてい
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るものの、刃縁も基端面のように擦られて平坦な

面をなしている。中~小型のものがほとんどであ

るが、厚さも前述の磨製石斧の中@小型のものよ

りもうす手である。その用途等については不明で

ある(図版85上類磨製石斧)。

14)打製石斧(第73図、図版85下)

類

，~、ιJ→ 、、 数

細 分 類

捜式問

r守 数

第 2節出土造物/.モi*i

A B 

?? 9 31 

a b a b 

a A 
11 11 b 4 

第i3酪打製石斧一覧

長方形に近い円磯や蛮角準装、あるいは頁岩の大型まIJ片などに二次加工を加えて作出した打製

の石斧である。形状によって 2大別される。

A類:着柄のための挟りを有しない類である。全周から長IJ離を加えているものと、部分的にし

かまIj離を加えていないものとがある。使用によるためと見られるが、刃縁で原形を留め

ているものはほとんどない。また、器の一部に研磨の加えられたものが a.. b類に各 2

点ずつ見られる。

A-a: (図版85下 1，2， 4) 

両側辺が平行する短冊形のものである。完形品11点の規模は、長さ9.4，.._13.3cm、

126"-' 308 gである。刃は円刃か直刃と考えられるが、刃縁の破損あるいは潰れ

が著しい。側面観は片刃のもの 2点、両刃のもの 1点が推定できるに留る。

A b: (図版85下 3) 

磨製石斧の定角式に近いが、基端と刃部との幅の差は小さい。完形に近い 9点の

規模は、長さ8.4"-'20cm、重さ78'"'-'702gとバラエティーに富み、 A-a類よりも大

きめのものが多いが、長さ 13cm前後、重さ300g前後が多い。刃の側面観は片刃

が主と思われるが、やはり刃縁が面をなしている。

B類:着柄あるいは握るための二次加工が明瞭なものである。全て頁岩の大きな奈1]片を素材と

する O

B a: (図版85下5， 6) 

前面加工による挟りが左右前側から入っている分銅形のものである。 5点の規模

は、長さが 7'-""11cm、重さ35，.....，207gであるが、 5は長さ 10.6cm、重さ 151gである。

B b: (図版85下7) 

基部が基端側にすぼまるように両面加工されたもので、授形あるいは洋ナシ形を

る。 4点の規模は、長さ8.5，....__15.7cm、重さ94---437gであり、 7は長さ14.4cm、

310 gである。刃は円刃か直刃で、全て片刃である。

15)石錘(第74---82図、第 9---17表、図版87---113)

おもり(錘)として用いられたと考えられる石器である。紐で緊縛するために、円磯に二次的
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種類 有溝石錘 切白石錘 打欠石錘 アスフアルト石錘 有孔蝶(石錘)

模式 IEI 山。。I の
d己、、T、 数 7 559 490 249 (287) 1，305 

(%) (0.5%) (43%) (38%) (19%) 

アスファ

ルト付
32 79 249 360 

一(%は原則として小数点以下を四捨五入)

第九毘石鍾一覧

な加工を加えたものと、ほとんど手を加えずに用いたものとがある。本遺跡の場合、前者には

有溝石錘、切目石錘、打欠石錘があり、後者にはアスフアルト付石錘、有子し磯(石錘)があるO

有溝石錘の他は、いずれも200点以上出土しており、そのほとんどは漁網錘と考えられるもの

であるO 総計1，592点出土しており、有子し磯以外には計測表と写真を付しである〈計測表の番

と写真の番号が対応する)。なお、切白石錘 e打欠石錘の中にはアスフアルトの付着してい

るものもあるが、それらは各々切目石錘@打欠石錘に含めて扱う。

有溝石鍾(第75図、第12表、図版86下)

浅い 1条の溝が、小円石の中心を通って 1周する石錘であるo 7点の出土であり、他の石鍾

にくらべて少ない。全て渡辺誠氏による分類の中のA撞に属するが、形態や溝の切られる位置

によって 4つに細分される。いずれも全面あるいは一部が擦られ平滑になっている。

a類: (第75図 1" 2 、図綾部下 5~7 ) 

麗平で平面形が靖円形くあるいは円形)を呈する丹石の、短軸に講を巡らせたもので

ある。擦りは、原擦の形を全く変えるまでには至っていない(図中の l点破線は、磯面

が擦られることによって形成されたわずかな接線を示している。以下、石錘の民につい

ては同じ)。次の b類も含め溝はごく法く、処々で少し曲がっている。

b類: (第75図3、図版86下り

a類とは逆iこ、楕円形の長軸に溝を巡らしたものである。 1点だけである。

c類: (第75図4，5、図版86下1， 2) 

円擦の全面を擦ることによって、平面形が小判形になるように整形した後、長車由に溝

を巡らしたものである。表裏面とも平坦な面となっており、 d類も含め a.. b類よりは

溝が深くなっており 2点出土している。

d類: (第75図6、図版86下3) 

c類に似るが、 c類の断面形が小判形を呈するのに対し、これは円形に近い断面形を

している。全体に卵のような形をしているが上下両端を結ぶ線上が、|揺をもって平坦に
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第77図 切白石錘(2 )アスフアルト付
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5 cm 

第78図打欠石錘(1 ) 
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されているところなど、切目石錘の大部分のものに似る。

切目石鍾(第76"77図、第 9---11表、巻頭図版4、図版87""""'98)

全面あるいは一部が擦られた小円石の両端に、断面U字形の切込みをいれた石錘である。切

込みは、平面形状が楕円形(第76図 4---7) "長楕円形(9 ---12)を呈する小円石の長軸端に

施されるのが一般的であるが、短軸端(1 )や円形へのもの(2. 3)などもある。また、 12

のように一端にしか切込みのないもの (16点)、 3ケ所にあるもの(2点)や、 8のようにあ

と数翻で切込みが溝になりそうなもの(2点)もこの中に含めている。

器全体が何らかの形で擦られていることは前述したが、その中で、両端の切目を結ぶ線上が

5 ---10mmの幅をもってていねいに擦られ、平坦になっている例が80%前後を占める。この平坦

面は一方の商に見られるのが多いが、両立五にあるものも少なくなl'o

また、第77図のように、南端の切目を結ぶ線上及び切目の中に、アスフアルト痕を観察でき

るものが32点存在する。次の打欠石鍾やアスフアルト付石錘のアスフアルトにくらべ痕跡程度

のものが多いが、これは緊縛した紐に付いていたアスフアルトが石器にも付着して残ったもの

である。紐の痕跡は 2条が主であり、 3条以上のものは見ていなl¥o

切込みの端縁(図の上では上@下端面)に、コツコツと敵いたような披跡の見えるものがあるO

打欠石鍾(第78命 79図、第13，..._，15表、巻頭図版4、図版99，..._，108上)

小河擦の南端を欠き、これを紐で緊縛したと考えられる石錘である。両立高の打欠部は、ほん

の僅かな例を除いて鼓き漬されて小範図ながらも平坦な面が作出されており(図中の矢印部分)、

他の表面を観察するとほとんどのものが擦られている。この表面を擦る作業は打欠きの後に行

なわれたものと見え、打欠きのま1]離による稜線が擦られてつぶれてしまっているものもある。

打欠きは小円礁の位軸端に施されるのを一般的とするが、第78図11，12のように長軸端のも

のもあり、 1ケ所にしか打欠きのないもの (10)も56点ある。

また、両埼の打欠き部を結ぶようにアスフアルトが付着しているもの(第79図)が79点につ

いて胃られる。やはり、錘を緊縛した紐に付いていたアスフアルトが残ったものである。そし

て、このアスフアルトの付着は、打欠き部側面のどちらか一方には見えないものが多く、アス

フアルトの付着していない幅は数mm前後で、ある。緊縛のための紐の痕跡は、アスフアルト痕の

あるものでは 1条が少例で、 2'"'-'4条が主、 5条以上のものは見られない。

アスフアルト付石錘(第80図、第16" 17表、巻頭図版 3" 4、図版109.......，113)

扇平で円形あるいは楕円形を呈する小円石の中軸線(構円形のものにあっては短軸)を結ぶ

ように全周してアスフアルトの付着している石錘である。錘となる小円石は、わずかに擦られ

ているものもあるが、ほとんどは二次的な擦りなどを受けていなし、アスフアルト付着の紐に

よる緊縛痕は lケ所にしか付いていないが、 2O"1jのみ 2ケ所にあるものがある(第80鴎 4)。
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アスフアルト痕は平行する数条 (3"-'6条)からなっており、やはり錘を緊縛した殺に付い

ていたものが残ったものである。アスフアルト痕の各条問の間隔l土、密接しているものから 1

mm前後離れるものまでがある。紐には撚りのあるもの(1， 2)と、撚りが全くなく、非常に

ほそい繊維が東状になっているもの(3 )とがある。撚り(1段と思われる)の明確なものは、

全249点中21点 (8)である。このように、撚りが明確に見えるものは、あたかも縄文土器に

施文された縄文の側面圧痕の感がある。ということは、小円石をアスフアルトの付かない撚紐

で、縛った後に、アスフアルトが塗布されたものではなく、アスフアルトの付いた撚経で縛った

結果、アスフアルトがネガティブ状に付し、たものであることを示している。また、アスファノレ

トが緊縛部の全周に同じ状態で付着しているものも少数例あるが、大部分は小円石のどちらか

一方の側面には付着していないものが多いけ， 2， 4)。このことは、打欠石錘の場合と向

様、この部分にはアスフアルトが付かない紐がおかれ、その上からアスフアルト付の紐で縛っ

た結果であることを示している。そして、アスフアルト獲のどこか 1ケ所には、条が乱れ、そ

の左右にわずかにアスフアルトのうすい(あるいはほそしサ部分がある。これは、アスフアル

ト付の紐ーを結んだ部分のようである。そのような箇所は、石錘の中央部よりもわずかに側面に

近い側に多い(1， 2)。

なお、アスフアルト付石錘に用いられているような小円石は、調査区内から少なくとも1，000

点以上は出土している心これらは切込 e打欠やアスフアルトの痕跡がないために、石器とは認

きなかったものである。あるいは、アスファ jレトを付けない紐で緊縛して、石錘として用

いられた可能性も否定できないが、その大部分は1 石錘とするための原材として集められたも

のであろう。

有孔礎(石錘) (図版108下)

自然に孔のあいた中 a 小の河原石が約300点ほど出土している。直径あるいは長径が 3~7

側、淳さ 1，__， 3 cmの円磯の一端あるいは中央(中央は少なしi)に、径0.5'"'-'2.5cmの自然の孔が

あるものが主体を占め、重さは10---100g のものが多 ~ìO これらは遺跡や遺物とは全く係りの

ない小石との見方もできょうが、磯面及び孔の周囲を観察すると、明らかに人為的に擦ったと

認められるものや、孔とは反対側の一端を打ち欠いたものも少なからずあり、また孔中及びそ

の周回にアスフアルトの付着しているものが数点存在する。これらのことからここでは、この

ような有孔磯を石錘として使用された可能性が高いものとして捉えておく。なお、孔中の状況

を克ると、ギザギザがあったりして、とても紐を通して使用したとは考えられないようなもの

も含まれているので、約300点全てを石錘の可能性のあるものとすることもできないが、その

点数を特定することもできないので、第74図中の石錘の点数には含めていない。

以上、八木遺跡出土の石錘について述べたが、ここでこれらについて若干触れておく。
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第81図 切関右鍾@アスフアルト付石錘長橋分布

出土した石錘のうち、有溝石錘@切目石錘については漁鰐錘と推定されている。しかし、打

欠石錘(うちかきせきすい)はこれまで、縄文時代の遺物として捉えた場合、ほとんどのもの

については織布などを織るための鍾であろうとの見方もされて来た。ところが今回、八木遺跡

から出土した『小円石南端に打欠きのある石錘j (打欠石錘)は、その大きさ(第82図)、

(第87図)、石器への二次加工のあり方との比較において、その大半のものは、漁網錘と考

えられている有溝石錘@切白石錘と同様の機能が推定されてしかるべきであると思われる。こ

のことはまた、切白石錘 e打欠石錘にアスファノレト痕を有するものが少なからずあることなど

からアスフアルト付石錘についても同様である。

有溝石錘@切目石錘@打欠五錘の器表面には、 『溝切りj • r擦りj " r打欠き(剥離)j • 

『切込みj e r潰し』などで表現される何らかの二次加工が施されている。これらの二次加工

のうち『溝切りj .. r切込みj .. r打欠きJは、それが石錘の名称にもなっているように最重

要の二次加工であるが、ここではこれ以外の『擦りj .. r潰しJについて触れる。
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『擦りJは、全面岳部分、顕著 e 目立たない、の別はあるものの、上記の石錘の器表面には

ほとんど見られるものである。これは使用される石錘にどのような意味(効果)を期待して施

されたものであろうか。この『擦り』が特に顕著なのは、切目石錘の楕円形や長楕円形を呈す

るものにおいてであるが、この場合、原材となった小円石は卵形あるし 1はラグピ…ポール様の

形状を呈していたものと考えられる。このような形状の小円石を用いた場合、ほとんど例外が

なく、切目と切目を結ぶ菌の一方あるいは両方が著しく擦られ幅を持つ平坦な面となっている O

そして、この葡は切目を通して結ぶ緊縛用の紐の通る位置である。従って、これから最も普通

に考えられるのは、緊縛した紐がズレを生じないようにするためと、緊縛した紐と石器表面と

の間に隙間が生じないようにするためである、とすることができる。後者は特に、切白石錘も
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第9表切白石錘計;員.IJ一覧
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第10表切毘石錘計調.IJ-覧
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第11表切国高鍾計測…覧

第12表有溝お錘計測一覧

i脱番号 出土区
千三 主 主

霊11t室S3lj出土区
大

中まさ古i
さ

前 f量 主番E録号 1:1烹 長大 騒き さ}享 議選!怒

長47 磁

場:媛
長 !事

5 
30lf}2 18 

33 

2 6 
443 3 332 i 

18 30 
匂吋

3 2 27 37 

4 n 66 49 24 95 

5 41 47 17 42 

34 41 19 i 26 

n 26 38 13 13 

大きさの単位は耐震震の単位は g
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第13表打欠お錘計測一覧
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第15表打欠:fi鍾計測…覧

警警|出土区 ; 長 官 ?君量慾 I出土邑 長大 一軽き量 さ厚 重量 ~;~ 、 登番録号 IJI二iニIZ 長 幅き 王厚 !甫蚕 ・."

442 4・5 30 19 I 466 I 2 36 I 51 I 18 I 37 i斗 490 i 4 • 5 50 I 16 I (42) 
舎@ム443 2 31 f':.. 467 1 4・51 33 1 44 1 14 1 31 38 1 44 1 15: 28 

444 " 35 561 13 468 1 46 1 59 1 14 1 43 ど1

約
昏ee • @ @ ーム

445 4・5! 36 I 42 1 G !日 必4790 4449i10127 493 1 4・5
446 2 33 481 14 28 N 441 ~I WI ~ 494! 2 
447 

444 1 444319 3 
2，1 ~7_IJ" 32 I 371 14J _~1 告ム 495 1 4・5

448 34 472 I N I 39 I 44 I 13 I 30 電量ム 496 1 
449 4・5

355 5 
461 14 49 473 1 36 1 40 1 13 1 29 6ム

449987 H 450 551 8 22 474 1 35 1 43 1 12 1 16 電昼

451 N 38 
443 2 

131 26 475 N 31 46 171 31 望昼 499 29 39 11 15 
毒@量

42 ・5

452 " 42 9 1 24 ム 476 33 45 181 35 @ 500 41 49 17 47 
453 N 33 40 131 26 477 

340 3 
41 14 1 25 @ 501 30 44 13 I 22 @ 

454 N (40) (14) [ 12 I (11) 478 49 17 1 52 @ 502 28 35 17 1 21 @ 

455 u ワ 40 52 121 34 ム 479 

3338 7 0 

48 44 1 34 @ 503 30 35 14 1 19 
@ @ 456 N 24 28 11 7 480 2 47 21 1 49 @ 504 31 42 12 1 23 

457 q • b ¥40) (24) !ll llO) 11 481 30 13 14 @ 505 33 46 151 34 8ム
458 2 36 g_~ 34 ム 482 32 40 

112 0 
23 @ 506 2 32 51 121 31 @ 

459 N 29 13 ム 483 34 41 17 @ 507 4・5 35 42 14 26 •. -460 N 36 41 17 i 38 ム 484 31 40 161 28 @ 508 N 39 45 12 28 
461 4・5 50 58 171 59 485 4・5 29 33 11 11 @ 509 2 31 34 14 25 
462 ワ臼 41 81 191 88 Jλ ¥ ~6 " 32 37 121 21 蓄量ム 510 30 42 16 

234 6 著@書463 " 3，1 43 12 I 23 487 " 38 44 11 29 事ム 511 48 38 13 
464 4・5 44 54 

14づド 488 ，. 42 47 12 37 電量
465 " 35 489 37 47 151 37 書量 i 

l )は破損 ム止打欠…方 e=アスファ Jレト付着 大きさの単伎は問主主主詮の単位は E

含め石錘の表裏面の中央部で、紐の通る部分はほとんどくぼんでいないことからもうなずける0

16)石胆(第83'"'-'85図、図版114上)

安山岩 e凝灰岩 e石英粗面岩 e砂岩などの大擦を、中央部が凹む血形に仕上げた石器である。

形態により 2大別される。なお、石皿の各部の名称については、一部、硯の部分称、を援用して

模式図のようにした。なお、石血の製作は単に研磨だけでなく、最初には敵打を行って大略の

形を作り、その後研磨を行ったと見られる例も数例ある。

A類:明瞭な外堤を有するものである。裏面に脚を有するか否かで 2つに分けられる。

A a: (第84図1---3)

外堤@陸 a海 e脚があり、裏面に!珪帯を有するもの(イーし 2 )と、隆帯のない

もの(ロ -3)がある。

A-b: (第84図4，.._， 7) 

裏面に腕@陵帯を有しないもので、陸と海が明瞭に分けられるもの(イ 4， 5) 

と、それが明瞭でないもの(ロ 6， 7)がある O

B類:陸あるいは海は持つが、外堤を明瞭に作出していないものである。

B -a: (第84図8、第85図g，10) 

比較的うす手のもので、形の整っているものO

B b: (第85図11)

原材そのものが厚手で大きく陸@海も深いが、破片ばかりで全体の形状が不明なも

- 13，1 



?;r， 2節 tl:l土送物/石器

第16表 アスフアルトイサ石鍾計測一覧

135 



21'i c1 .i!iJh'Eの;己録

第17表 アスフアルト付石鍾計測一覧

!登議録号 ! 長大 き
さi学 主君ま主銭号

長大 幅き 31 さ以
常損 喪番主号主 出土

大 き キ品、
出土i玄

極
雪景 IH LI'~ 

長 幅 惇
重 f詰

243 29 36 1:3 18 263 
315 1 22777 9 

-1 . 5 35 

3444 9 3 

14 24 

122447 H 
27 36 13 

4230 0 6 

26，1 
332 7 

16 29 
42 41 17 

出師軒268 

3，1 42 19 38 11 282 15 35 
250 35 ，11 37 

443 2 116 0 
19 283 μ 30 :18 

11 25 
251 35 J円守f 41 29 13 

423 0 
6 

1 14410 2 
δI 285 

2225552 3 5 

37 i日 18 50 25 65 !i 286 32 
435 2 112 1 217 4 38 42 15 33 270 36 44 16 29 il 287 25 

26 '19 13 26 !I 271 39 47 13 36 288 
4 つ・5 

3，1 ，14 15 
327 61 256 39 44 14 30 ii 272 4・5 32 47 17 36 11 290 36 44 16 

257 33 '13 14 26 

222η 77市4 

〆F 39 49 13 39 
22993 4 

4什ニ 42 45 14 35 

22660 1 
26 32 12 13 u 39 50 19 43 

339 7 
41 

初日~I 30 38 14 20 38 40 13 27 Ii 295 ，1 • 5 37 
262 33 43 12 25 11 276 2 31 38 14 21 296 n 33 43 
( )は破損 大きさの単位は剛重量の単位は g

のO 裏曲も同様に使用されて、両側からの海の部分の断面がうすくなり割れたり、砥

石に転用されたりしている。ほとんどが砂岩であり、あるいはこの類は次に述べる砥

石の一部lこ含まれるものもあるかもしれない。

17)抵石(第85図12，13、図版114下)

大きな砂岩や石血の破片などに、数条~数十条の溝状のくぼみを持つ石器である。溝の長さ

は6，...._，20crn、幅 1'"'-'2.5crn、深さ 1crn前後のものが多く、溝の横断面形は関口部がより広いじ

形をなす。なお、石血の一部か否か不明であるが、長さ20，...__30crn、幅10crn前後で、中央部がゆ

るやかにくぽむ砂岩裂の石器も、砥石の一部のものかもしれなt¥o総計で数十点は出土してい

るが、大きな l伺の砥石が割れていくつもに分かれているものもあり、詳細な点数は不明であるO

18)限(図版115上)

挙大，___Ys頭大くらいの自然磯(扇平なものが多い)の表裏面(一方の面のみのものもあり)

などに、小さなくぼみを 1，..._， 2個有する石器である。 1，600点以上出土しているが、詳細な点

数は不明である。凹石の中には、表裏面及び、側縁も磨られているものも含まれる。

19)磨石

田石と民規模の自然躍で、一部の面あるいは全面が磨られている石器である。 1，000点以上

類

紺i分額

A B 

a h
u
 

-
-
h
U
 

M
 

n
U》

口日日目模式医!

イ i ロ

M
H叶l
 

点数 16 10 ウ 12 14 多数 180以上 各部の名称

第83関石田一覧
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第85図石血・砥石
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出土しているが、詳細な点数については不明である白

小結

今回の八木遺跡の発掘調査で出土した石器は、調査面積が1，950rrfとせまいのに、剥片石器、

それ以外の石器を合わせて約5，700点という膨大な数に上る。しかもそれらの石器の大多数は

2区、第4" 5区1，200rrfからの出土であり、大変な密集ぷりである。それらの石器につい

てはこれま

剥片石器組成

したとおりであるが、ここで少しそれらをまとめておくことにする。

頁岩などの原石があり、これを打ち割って得た剥片を素材にして二次加工を施した石器で、

八木遺跡から出土している器種は、石鎌、石錐、瞬状石器、石匙、箆状石器、掻器、円形掻器、

削器、ノッチのある石器、木葉形石器、三脚石器様石器、異形石器の12器種約2，700点である。

第86図は去Ij片石器の出土点数とその出土比率を示したものである。これを見てみるとまず、

槍(あるいは石鎌を含めない尖頭器)のないことに気付く。誤認によって油器種に含めてしまっ

た可能性もないわけではないが、明確に槍先に着けて{吏用したと考えられる石器の出土は見て

いない。石槍は、一般的には槍先形の石器として主に狩猟用の石器と考えられているものであ

る。八木遺跡から出土している狩猟用の石器としては、石錬が上げられるが、これについては

後述するように、本遺跡においては獣を対象とした石器に限定できるものでもない。とすると、

八木遺跡出土の斜片石器の中におめる狩猟用の石器の割合は、非常に低いと見ることができる

かもしれな ~\o

次に、地の器種との比較で突出して多いのは石鉱と削器である。石錬はその重量において、

0.2"-' 1 gの軽量 e 小型ものが過半数を占め、その代表的なものにA-b.D-a類が上げら

れる。;石鎌についてはその石材，製作において美麗なものが多いことを理由に、土壊墓との関

連で、副葬遺物の可能性のあるものも含むことを言なにも述べたが、それが全てとは考えられな

~\。使用の結果によると考えられる折損品も多~\o また、アスブア/レトの付着による矢柄への

装着の仕方からすれば根パサミを介しての装着が大部分である。根パサミが出土しておらず、

根パサミを含めての具体的な重量やその有効性についてはわからないが、例えばA b"D-

a類としたような非常に小型@軽量の石鍛は、魚をその対象動物とした可能性もあるものとし

て考えられよう。

部器の大部分のものは『切るJ、あるいは問4るJことを主目的とした石器と考えられる。

東北地方北半の縄文時代遺跡においては、剥片石器組成の上でその割合の高いことは一般的で

あるにしても、石匙@箆状石器に比べて非常に多l¥o刃部の形状なと、からすれば、石匙の一部

の機能を持っている石器と見ることもできる。石匙の多くを、つまみ部に紐を付けて携帯して
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いた石器と見れば、削器は一定の場所でほとんど決まった作業をする際に使用された石匙の代

a類などは、石匙の刃部南端が尖った部分の形状に酷似してい用品とも考えられるc 削器B

る。

瞬状石器

小型両面加工で、先端部(刃部)が猛禽類の瞬か爪に似た形状を皇し、基部に柄が付けられ

るかソケットに挿入されるかしたと考えられる石器が52点と、まとまった数で出土しており、

新しい器種として認定して十分でミあると考えた。この石器あるいはこれに類似する石器は、縄

ハ
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石鍾 e 土鍾重量分布第87図

文時代後 e 晩期や北海道続縄文時代遺跡の出土石器中にも散見されるようであるが、多くて数

点のものであり、既存の定形的石器に含められて取り扱われて来ているようである。ここでこ

の石器の地域的広がりや時期的な問題、機能等について詳しく言及できるものではないが、そ

の機能についてのみ触れておきたい。刃部(特に先端部)の状況や、基部に付着したアスブァ

jレトについては前述のとおりである。このことと、大量に出土した漁網錘と考えられる石錘の

との関連を考えれば、ここでは、捕れた魚、の腹をひらくた存在など地器種

めのような石器(道具)と推定しておくことも可能であろう。

錘石

八木遺跡出土の石錘について、その項で、そのほとんど(ここでは有孔磯を除いて考える)

が漁網錘であろうとの見解をもって述べて来たが、今その点に立ちもどって考えてみたい。有

溝石錘と切白石錘については、これまでの先学の研究からも漁網錘とすることに異論はあるま

い。打欠石錘については前述した理由により、少なくとも切白石錘の最高重量である109g以
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下のものについては漁網錘とすべきであろうし、それ以上のものについても109g以下のもの

と向様の使われ方であったか否かは別にして、その可能性は十分にあるものと見ることができ

る。アスファノレト付石錘についても、漁網錘とすることで問題はあるまい。また、これらが八

木遺跡で使われた漁網鍾の全ての穫類と、石錘各種類のバラヱティー(大きさ@重さなどの変

異)であることはできないにしても、その実態をほぼ反映しているものと克てよいと患われるn

第87図は、八木遺跡から出土した石錘(有孔擦を除く)と、 6点出土している土錘について、

その重量分布を示したものである。これによれば、有溝石鍾と切白石錘については、有溝石錘

の点数が少数ながらもほぼ同様な分布傾向を示しているが、切白石鍾と打欠@アスフアルト付

石錘のピークが若干ながら異なっている。このことは、何か理由を持つのであろうか、それと

も、略許容できる変異差なのであろうか。両者間のピークの差は、せいぜ、い10，...._，15gである。

このことからすれば、ほとんど同様のものと見ることもできょうが、両者の間では、錘として

の石器の緊縛用紐のかけられ方に差異があるように思われる。つまり、漁網錘としての橋本

体との位置関係に差があるように思われるのである。切白石錘は切自の位置からしでも、網本

体下端と切白両端を結ぶ線が平行になるように拘り付けられたのに対し、打欠石錘とアスフア

ルト付石鍾は網下端と打欠南端(アスフアルト石錘にあっては紐の痕跡)を結ぶ線とが直交す

るように括り{寸けられたと考えられる。この漁網と錘の括り付けられ方の差異が、果して網の

謹類の差なのか、ひいては網の種類の差による漁法の違いまでを反映しているのか、等につい

ては今後の資料の増加などを待たねばならない。ともあれ、縄文時代人の主生業の 1つである

漁業、とりわけ内水面漁業についての資料がこれだけのボリュームで発掘された例は、秋田県

内はもちろん、東北地方に限ってみてもほとんどないものであろう。その意味から言っても、

今回の石錘の出土は重要であり、八木遺跡が縄文時代の単なる l遺跡に止どまらず、該期にお

けるこの地域の内水面漁業の中心的役割を担った遺跡、との見方もできるかもしれない。
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5.石製品

出土している石製品には、線刻擦は点、有溝醸8点、研震痕の認められる石製品20点、軽石

製品 3点、有孔石製品 2点、富孔石製品 4点、石刀@石剣@石棒類15点、円盤状石製品1，555

点、軟蜜凝灰岩質石製品1，305点、その他の石製品など、 3，000点近く出土している。点数の多

い円盤状石製品と軟費接灰岩質石製品以外は、できるだけ多く密示している。

1 )線灘護憲(第88図、図版116)

これら擦を素材とする石製品は、 4，5， 13を除きその線刻が細く弱いもので、非常に見づ

らいものが多い。 14点出土しており、このうち13点を図示している。

1は丸みをもっ自然礁をそのまま利用している。先の細い方の端部に打ち欠きが認められる

が、これが意図的なものかどうかは不明である。両面には蔵線を主とする線刻が施され、図示

面の裏面には規則的に横2本、縦3本刻されている。この交点と、これらの閤の縦線上の計12

ケ所に結び目状の短沈線が多数百iかれている。このうち、少なくとも 5ケ所では交点を円(あ

るいは方)で囲むような意図で刻しているようである。表面は、裏面に比べると規則性は薄い

ようである。側面には線刻は認められない。

2，.._， 9は打ち欠きあるいは研磨によって、断面形が半月:!犬を呈するような素材を用いている0

2は楕円形の表面に線刻の施されているもので、裏面は打ち欠いたままの凸凹な面となってい

る。図示極左に弧状の刻線を 5本、右は在ほど了寧ではないが、 5ないし 7本の弧状の線が引

かれている。この後に十字状の線刻が加えられる。 3は裏面を打ち欠いた後に、僅かで、はある

が研磨しているが、凸凹が残る。線刻は中央の沈線を縦にj見て、右に 2のような弧状の刻線、

左には部分的にしか認められないが、宕とは対称とならない沈線が刻されている。線刻は浅く

明瞭ではないので i本の幅広の線なのか、 2本一組のものかは不明である。 4も中央に縦 2本

の線刻、図示面左に弧線を刻しているものである。 5は3; 4と同じようなモチーフを比較的

深く線刻しているもので、%程欠損している。砂岩系のザラザラした素材を用いている。裏面

は平坦であるが、顕著な研磨はなされていないようであるO

6は両面と側面を丁寧に研磨した後に、線刻しているものである。側面は 2段に研磨されて

おり、稜がついている。左右に弧状の沈線を刻し、これに斜方向に線刻を加えている。

2'""-'6のようなモチーフをもっ石製品は、近くでは横手市大号井山遺跡で出土している。

7，.......， 9は裏面を研磨した後に、繰刻しているもので¥いままで見てきたものに比すと、線刻

というより擦痕に近いものである。 8は一応格子状を意図しているようであり、縦方向の線の

後に、横方向の線を刻している O

10は棒状の素材の側面に 3 本の線刻が施されているものである。この他の部分には、~~~、擦

痕が不規則に認められる。
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11， 12は球体に線刻のあるものである。 11は自玉様に円錐状の凹みをもつもので¥

字状の~~l中泉刻が入る。裏面はこの後\敵打による潰れが認められ、線刻の交差部分が失われ

ている。 12は短軸に沿って部分的に途切れながら一周する線刻をもつものである。

13は全面を研磨した較状の素材に格子状の線刻を施しているものである。線刻は残存してい

る2側面にも入れられている。

2 )脊溝警護(第89密14----21、図版116)

この類は素材の短軸あるいは側面を一周する溝を 1，.._. 3条もつものである。溝は線刻襟より

明瞭に刻されている。確認できた 8点総てを載せてある。

14，__，18， 20は棒状もしくは楕円状の素材の短軸を一周するように溝が切られているものであ

る。 14は砂岩系の石材を棒状多面体に研麗仕上げした後に、 3条の溝を巡らしている。 15，..._，18

は得られた素材に研磨等の手を加えることなく、溝を刻している。 16は2条の溝を刻する前に、

表裏面には部分的に線刻、擦痕が認められる。 17ヲ 18は素材の頂部近くに、はちまき状に l条

の溝を巡らしているものである。 20はやや長い球体を研磨整形した後に、溝を刻しているもの

である。

19， 21は研磨した素材の側面を一周するような溝をもつものである。 21は表面と 4側面に研

磨に伴う擦痕が認められるが、裏面は自然面を保っている。

これらの石製品のうちには、先に述べた有溝石錘として機能していたものが含まれている可

能性がある。

3 )研磨症の認められる石製品(第89図22，.._，27、第90図、第91図38'"'-'41)

ここで扱う石製品は、素材の 1'-"'"数面を研磨しているもので、線刻等の要素を含まないもの

を一括する。 20点、を図示している。

22，..._，29は円形ないし楕円形の素材の l、2面を研磨しているもので¥線刻諜 3'"'"告も向

j去に拠っている。 22，23は裏面、 24は表面 1面のみのおl磨、他は 2面を研磨している。 28，29 

は研磨の結果、板状をなしているが、{也は断面形が半月状あるいは戴頭形を呈している。

30，......，32は表裏面と側面を研磨しており、多面体様に仕上げられている。 32は短軸lこ沿う方向

に研磨され、 33，34は各面にやや丸みをもっ立方体様で、 35は板状、 36，37は棒状を呈してい

る。 34の研磨は顕著ではなし ¥0 37は先端部両面を鋭角になるように研磨している。

38， 39は全簡を丁寧に研磨しているもので、磨製石斧等の石器の未製品のようにも看取でき

るものである。

40， 41は砂岩系の素材を用いているためか、研麓面上の無数の擦痕が自につく 0

4 )軽石製品(第91図42，....._，44、図版116)

42は長径75mm、短径42mmの小半IJ形に整形した製品である。 は31.2gある。 43は不
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定形の素材をそのまま利用して、径10捌の孔を穿っているものである。撃さは15.2g、42とと

もに水に浮くことから、“浮き円などの用途が考えられるo 44も軽石であるが重さが39.4gあり、

これは沈むO 荷面から穿子ししている。出土しているのは、以上 3点である。

5 )有子L石製品(第91図45，品、図版116)

2点確認できている。 45は軟質の凝灰岩を構内状に整形したj麦、先端に近い部分に子Lを穿っ

ているものである。重さは24.9gある。 46は周縁の一部に調整剥離が施されている。これが有

子L石製品として製作する段階のものであるのか、あるいは転用であるのかは不明である。重さ

は54.8gを量る。

6 )富孔石製品(第91図47、第92図48"""'50、図版116)

両面から穿孔が行なわれているが、貫通しておらず有孔石製品の未製品と思われるものであ

る。 4点出土している。 50は三日月状(バナナ状)の素材を用いているものマ、内反り部(側

面)に軽い擦りが加えられる。孔は厚さ20rnrnの材のちょうど半分で止まっている。長さは17cm

である。 48は表面に研磨痕の認められるものである。 49は形状が勾玉様を呈している。内側面

には研磨に伴う擦痕が残っている。

7 )苓刀、苓鋭、石持(第92図51"'-'56、第93図、図版117)

この類は確認できた15点総てを載せているが、いずれも欠損しているものである。

①石万 (51'"'-'54)

4点確認している。いずれも刃部が内側に付く、内反りとなるものであろう。柄頭の遺存し

ている51----53のうち、 53は他の 2点に比すと、この部分の作り出しが明瞭でなく、全体的に

見ても研磨による仕上げもやや雑である。 52の背刃部分には陰刻が認められる。 54の背刀には

黒色の付着物が認められ、アスフアルトか漆と思われる。 51で、現存長22cmを測る。

②石実IJ (55， 56) 

55は薄い長Ij片となっているが¥断面形が凸レンズ状になるものと思われる。

56は逆台形様の柄頭と、その下の節帯(凸帯)からなるもので、長経19畑、短箆17mrnの断面

楕円形の身が接続する。柄頭には浮彫による装飾が施され、綾杉様の短刻線が認められる。文

様構成は対称的にしかも両面ともほぼ同じであるが、両側頭部の耳状の削り出しの位震から表

(前後)が区別される。 111福?翻の節帯にも、中央の沈線を介しての綾杉様の刻線が加えられ

ている。製作時に無意識的に付加された無数の擦痕は、硬質の石材と格闘した跡を物語るもの

である。同様の意匠をもつものには、近県では伝青森県五所川原市内出土、

出土(いずれも兵庫県民馬考吉資料舘蔵)、山形県飽海郡成興野遺跡出土、宮城県宝ケ峰貝塚

出土の石剣あるいは石棒が知られている。
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③石棒 (57--..，65)

確認した10点のうち、頭部をもっ有頭のもの (57'""-'59)と、頭部をもたない無頭のもの (6(}--

65)に分けられる。前者はくびれ部を敵打することによって、頭部を表現しており、装飾的な

加工は認められな ~\o

57， 58は散打による整形により断面円形の製品に仕上げているもので、 57は軟質の凝灰岩を

素材としている。 59は断面が三角状の素材を用いており、くびれ部分を敵打することによって

頭部を表現している。その他の部分は自然面がそのまま残っている。

60---65は無頭と思われるもので、小型で細身のもの (60'"'--'63，65)、やや大型のもの (64)

がある。いずれも最終的には磨製による作りである。 60，61は断面が円形を呈し、その径が36

，..._，40捌である。 61は欠損面に弱し、線核が 1本引かれている。 62，63は断面が楕円形のものであ

る。 64は径が68"""'78醐の略円形を呈するやや大型のもので、先細りの先端部を欠く。 65は他に

比較すると、磨きの度合がやや低く、やや雑な仕上げとなっている。

8)丹盤状石製品(第94図66，-.，..，79)

扇平な礎材の周縁を打ち欠いて作られている、いわゆる円盤状石製品は1，555点を抽出して

いる。その名が示すとおり、平面形は丹を基調としたものが大部分を占めるが、!璃丸方形を示

すもの (69)、楕円形を意図したもの (77ヲ 78)も存在する。

大きさはばらつきがあり、最小、最大、平均{痘は次のとおりである。

最小長径25服、短径25mm、厚さ4mm、 g 

最大長径116側、短径104mm、厚さ37mm、重量491.6g 

平均値長窪49.3脚、短径45.6mm、厚さ13.1mm、重量43.7g

長径でみると、平均値を中心とする40'-""59mmtこ全体の79%(1，146点)が集中している o 40 

ITl_ffi未満は195点で13ι%、70廻mJ以上は47点 (3.2%)、100服以上になるとわずか 8点 (0.4%)

でしかない。重量では、 20g台に333点 (22.9%)、30g台に342点 (23.6%)、40g台に219

点、 (15.1%)と平均値を下回るところにピークがくるようである。一方、 100g以上は57点

(3.9%)、200g以上になると16点(1.1%)にすぎなt¥o

周縁部を観察すると、~\くつかの共通項でまとめることができる。

①上下面いずれかの一面を打記として打ち欠きを行っているもの

この方法で打ち欠きを行っている例は圧倒的に多く、全体の90%を占めている。打面と打ち

欠きの方向から見ると、

a 打面に対して、ほぼ垂直方向に打ち欠かれているもの (66，68) 

新商形が箱形を示す。 aの内で36%を占める。

b.打酉に対して斜位方向に打ち欠かれているもの(69，73， 75， 77， 79) 
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断面形が台形を示す。 20%を占めている。

c a e b両者の要素が認められるもの (67，72) 

この例が最も多く、 44%を占めている。

②両面から打ち欠きを行っているもの

a 両面からほぼ垂直方向に打ち欠きを待っているもの (7色 76)

断面形が緩い弧状を示している。

b.両面からそれぞれ斜位方向に打ち欠きをおこなっているもの (71" 75の左側面〉

断面形が「く」字状を示している。この方法によるものが最も少なく、全体でみても37例

しかない。しかも全周縁をこのタイプで打ち欠いているものはなく、その一部分を打ち欠

いているものである。

周縁部を打ち欠いた後に、この面を擦っている事例が38点にある。顕著な擦りではないが、

図示したなかでは70，76が該当する。①a、②aタイプのものに多い。 70は上下面にも擦りが

加えられている。

打ち欠きは全周縁部に及ぶ場合が多いのではあるが、全体の19.2%、298点には自然崩が一

部そのまま残されている (70ヲ 78)。

なお、 73ヲ 77の上面には~5] ~ ¥線刻が認められる。

号〉軟覧議反器製器製品(第95~妥)

軟賓の磁灰岩を素材とする石製品のうち、定型的な名称の与えられているもの(有子L石製品

45石棒57など)を除くものの総称、として上記のように仮称しておきたい。

この種の石製品は、以下のようにいろいろな形態を示すが、共通して言えることは素材のほ

ぼ全面を何等かの方法で整形加工している、ということである。抽出できたものは、 1，307点

に及ぶ。

①球形(長さ/幅=1. 0，.._.1. 29で、厚さ//幅孟0.6のもの)(80~86) 

大小さまざまな球形を呈するものがあり、全体の42%(548点)を占めているの法量でみる

と、最小径18mm、重量3gから最大径ll1mrn、重量569g、平均は長径43.9mrn、重量48.8gであ

る。長径で、は40mm前後にピークをもち、 38mm'-""43mmに22%、28mm'"'-'53mmtこ52%が集中する。ま

た80mm以上のものは14点で 3%の割合でしかない。重量では特にピークをもつものではなく、

10 g.-._，49 gまでまんべんなく分布し、この間には全体の64%を占めている。

また球の一面を研磨することによって、断面形が半月状を呈するもの (84'"-'86)も27点存在

している。形態的には第89図22，......，27の研磨痕の認められる石製品と同一である。

②円形、楕円形(長さ/幅=1.00'"-'2.99で、厚さ/幅<0.6のもの)(94'"-'96) 

ここに分類されるものの特徴は、 96のように①の球体に近いものは少なく、 94，95のような
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板状のものが多い。

③その抱一一不定形のもの (97---99)

多面体;1犬、樟状 (97)、三角状 (98)、などさまざまあり、①②の欠損品であるもの、石棒

の一部であったものなどの含まれている可能性は高~ìO

③のうち、石材のーないし二面に“出み"をもつものが96点確認できる。この出みの要

素をもつものは、①の球体を呈するものに多く、全体の85%を占めている。出みの断面形態か

ら4つに細分できる。

a 円錐状(断面V字)の深い凹みをもつもの (87，88) 

b.断面形がU字状の凹みをもつもの (89)

c 皿状の浅い凹みをもつもの

d.深くえぐるように泊みを作り出しているもの (90---93)

dは断面形が碗状を呈している。なお a、bの一部は出石として機能していたものもあるか

もしれなL、。

10)その勉の石製品(第96a 97図、巻頭図版し図版117)

100は彫刻の施された石製品で、魚、を意匠したものであろうか。~示面の下端と右側面の一

部が欠損している。径14mmのドーナツ状の浮彫 2つを中心に据えてみると、この線上下には長

径19m沼、短径15mmの孔が穿たれている。前者を“日艮円、後者を“口"とみることができるのでは

ないか。この回りには、直線、孤線状の刻線が配されている。素材は、浅黄色を呈するやや軟

質の凝灰岩を用いている。

101は“浮袋の口円形の石製品であろう。完形で、砂岩系の軟質の素材を用い、重さは6.12g 

である。

102は断面半月状に加工した石材の中央を回め、石碗状に形作っているものである。田部内

周縁には幅2mmの沈線を巡らしている。 103は薄い円盤状石製品の半欠品である。 104は腕輪形

の石製品である。外径60，...__，62即、内径37'"'-'40mm、重さは42.5gである。

105は鋭利な刃をあてたような痕跡をもっ石製品で、ある。図示面(表面)には上から下に向

かつてほぼ同位置で作業を行っているようで、断面V字状の痕跡が残る。裏面は大きく 3方向

から同様の作業が行なわれている。この面には研磨痕も認められる。

106は欠損している有孔礁に“顔"を彫刻しているものである。割れた擦を利用したのか、有

子L礁を割ってから浮彫しているのかについては、不明である。“顔"は、その長さ21.5mm、最大

幅14mmで、般、鼻、口(? )が具象的に表現されている。口については、鼻のすぐ下の浅いく

ぼみが該当するもしれないが、位置的には眠、鼻とのバランスから考えると疑問も残る。日畏は

顔長のほぼ%のところに配されている。
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第 5章 自然科学的分析

第 1節 HC年代測定

学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書

1988年 1月18日

秋田県埋蔵文化財センター殿

1987年12月20日受領致しました試料についての年代測定の結果を下記の通りご報告致します。

なお年代値の算出には14Cの半減期としてLIBBYの半減期5570年を使用しています。ま

た付記した誤差はβ糠の計数鎮の標準偏差 δに基づいて算出した年数で、標準偏差 (ONE

S 1 G M A)に相当する年代です。また、試料の β線計数率と自然計数率との差が 2d以下の

時は、 3dに相当する年代を下限の年代値 (B.P. )として表示しであります。また試料の

β線計数率と現在の標準炭素 (MODERN STANDARD CARBON)についての

計数率との差が 2d以下の時には、 MODERNと表示し、 δl1C%を付記しであります。

Code No 試料 年代 (1950年よりの年数)

GaK -14161 Charcoal from 3490土80

増田国I仁井田 1540 B， C6 

8YG6 S K13 八木遺跡

GaK 14162 Charcoal f rom 4770土120

増田町仁井田 2820 B. C. 

8YG2 K 185 II 八木遺跡

以上

木越邦彦
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第 5 自然科学的分析

第 2節花粉分析

八木遺跡、は、秋田県平鹿郡増田町字仁井田堰向94に所在する。遺跡内からは、縄文時代後期

の遺物@遺構が検出されている。今回の分析調査目的は、遺跡が営まれていた縄文時代後期頃

の植生を復元することと、その糧生に人為的な営力が及んで、いたかどうかを確認することにあ

る。ここでは、その手段として花粉分析を行った。

1 .試料

試料は、縄文時代後期の遺物包含層から採取した 4点と、同時期の土抗覆土から採取した 1

点である(表 1)。

表 1 八木遺跡花粉分析試料表

No. 1 

No. 2 

No. 3 

No. 4 

No. 5 

八木遺跡遺物包含層 (8YG-JJ62h6st目 黒掲色砂質シノレト

八木遺跡遺物包含層 (8YG-JJ62a3st4) 黒褐色砂質シ jレト

八木遺跡遺物包含層 (8YG-JJ62f6st5) 黒褐色シルト質砂

八木遺跡遺物包含層 (8YG-JJ62h5st6) 黒福色砂質シ jレト

八木遺跡第8区第13号土坑覆土(8YG-6SK13) 砂雷シ jレト

2.分析方法

試料から花粉 e胞子化石を分離.， i農薬する方法は次の通りである。試料の手JZ量(湿重12g) 

→フッ化水素処理 (48%HF)→重液分離 (ZnBr2:比重2.2)→簸別 (250μ)→アセトリ

シス処理→KOH処理のJI頃に物理@化学処理を行った。処理後の残、透をグリセリンで封入し、

プレパラートを作成した。光学顕微鏡下で全部を観察し、種類(Taxa)の向定@計数を行っ

た。結果は、一覧表で表示した。

3.結果

花粉@胞子化石の産状は、表 2に示した通りである。 No.l.. 3試料からは、比較的多くの花

粉 e胞子化石が検出されたが、他の試料からはほとんど検出されなかった。また、検出された

花粉@胞子化石の大部分は、外膜が壊れているものであった。
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4. 考

今回の試料は、いずれも検出される花粉@胞子化石の保存状態が良くなかった。一般に、花

粉 e胞子は外膜が頑丈なので推積物中に化石として残り得るのだが、酸化状態の基では化学的

に酸化分解し、また、土壌微生物などによっても分解消失する。したがって、今回のような結

果は、推護持あるいはその後に分解作用を受けていることを意味していると考える。ここでは

その直接の原因について推定することは、地形@推積環境及び試料採取地の推覆物の層栢など

不明な点が多いので困難である。また、花粉 e胞子の外模は、種類によって頑丈なものと、そ

うでないものがある。例えば暖温帯性常緑広葉樹のクスノキの花粉は、外膜が壊れ易く、化石

として残梓し難く、花粉分析ではほとんど検出されない種類である。このことと、今回の花粉

化石群集が伺らかの原因によって分解を受けている可能性が高いことを考慮すると、推積当時

の花粉化石群集がそのまま保存されているとは考え難く、むしろ分解@消失しているものも多

いと推定され、淘汰された花粉化石群集になっている可能性が高い。すなわち、推積当時の植

生を反映した花粉化石群集が歪められていることを意味する。

このような状況が推定されることから、今回の結果から古橋生を推定するには問題が多く、

週難であり、人為的な影響に関する考察も行えなし王。ただし、 No.1で検出された種類などは、

推積域周辺あるいは後背の山地に生育していた植物に由来することは間違いないであろう。辻

(1981)は、秋田県の日本海沿岸の低地の花粉分析結果と山地の結果との比較から次のことを

指摘している。低地およびその馬辺地域では、コナラ属 e ブナ属の援占する林から、約2，700

ないし2，000年前項にスギ林を含む落葉広葉樹林に変遷し、さらに入閣の植生破壊によるマツ

属二次林へと変遷したが、山地で、はブナ林が現在まで安定して分布したとし、スギ林やマツ}高

二次林の拡大が:主に{民地一帯で起こったとしている。今回のNo.l試料では、少ないながらもス

ギ属 e コナラ亜属花粉が高率を占めており、辻 (1981)の約2，700ないし2，000年前以降の低地

の結果と類似した傾向を示す。上記したように今回の花粉化石群集が歪曲されている可能性が

高いため植生を推定するには至らないが、歪曲されていないとすれば本地域でも低地と同様な

植生が広がっていたことになる。このことについては、今後の検討課題として残される。

引用文献

辻誠 一郎 (1981)秋田県の低地における完新世後半の花粉群集.東北地理，第33巻，第 2号，

P. 81-87. 
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第5掌 自然科学的分+)1-

第 3節出土人骨鑑定

秋田県平鹿郡平鹿町八木遺跡第 2区LH81出土の縄文火葬骨について

札幌医科大学解剖学教室

百々幸雄

木田雅彦

八木遺跡第 2区LH81地点において、焼骨片の集積が検出された。これらの骨片はすべて人

骨と考えて良さそうで、水洗@乾燥後の総重量は945gである(写真1)。人骨はかなりの高温

で焼かれたと思われ、手及び足指の一部を除いてすべて小骨片と化し、収縮、変形が著しく、

しかも骨表面に無数の亀裂が認められる。色調は部位によって多少異なり、黒灰色、灰色およ

び白色のものが認められる。おそらく、本人骨は偶然に火を受けたというようなものではなく、

意図的に焼かれた、すなわち火葬されたものと考えてさしっかえないであろう。

人骨の部位の同定さえ困難な骨片が大部分であったが、幸いな己とに、全体の約15%位の骨

片がある程度復原できたので、まずそれらの骨についての簡単な記載を行い、次いで、それを

基にして、個体識別及び性別@年齢に関して若干の考察をしてみたい。

記載

1 )頭骨(写真 2) 

下顎体正中部と右の下顎枝の破片が同定される。残存する歯槽は左右切歯と左犬歯及び左第

1小臼の歯槽のみであるが、その大きさと形態から判断する限り、少なくともこの部位では永

久歯が完全に萌出していたと考えられる。オトガイ三角の形態は正中部のオトガイ隆起よりも

外側部のオトガイ結節の方がやや強く発達するので、この下顎の持ち主は、どちらかと言えば

男性であった可能性が高い。右の下顎枝では、下顎角の外皮の傾向が認められるが、これも男

性に良く見られる特徴である。

2)上腕骨(写真 3) 

右(? )の上腕骨頭、右上腕骨体及び右上腕骨下端が同定される。おそらく、これらは同一

個体と考えられる。上腕骨体は長さ約15cmにわたって残存するが、歪んで寄曲が著しい。中央

部の骨壁は厚く、どちらかといえば男性的である。上腕骨頭および内側上穎の骨端の軟骨結合

はまだ骨化していない。

3 )右鎖骨

長さ約8cmの骨体中央部を含む破片である。

4 )右尺骨(写真4)

上端から骨体上部三分のーにかけての長さ約 9cmの破片である O 肘頭後面の骨端軟骨に一部
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未癒合部が残っている。滑車切痕を横走する骨隆起は認められな ~ìO 平均値に近い縄文人男性

の右尺脅と比較すると、 15----20%の火葬による収縮があったと判断される。

幻覚骨

さ7cm、111記5cmtまどの腸脅翼の破片である。鶴骨寓に相当する部分は青灰色を呈しているO

6 )大腿骨(写真 5) 

骨体中央部の粗線を含む長さ約 4cmの小破片と、骨体 F部後面の長さ約12cmの破片である O

ともに左大腿骨のものと思われる。これとは別に遊離した骨頭が 2点認められる。ともに骨端

軟骨に骨化はみられない。粗線は中等度以上に発達していたと思われ、中央部の骨壁はかなり

厚い。

7 )右経骨(写真 6) 

骨体上部から中央部にかけての長さ約10cmの破片と骨体下端の小破片からなる O 骨端軟骨の

骨化は認められなL、。後面に栄養孔とヒラメ筋線が観察される。ヒラメ筋線、は小児の大腿骨に

普通にみられるように、骨表面から焔回している。後面の垂直稜は認められなt¥。平均的な縄

文人男性経骨と比較すると火葬による収縮率は40""""50%と推測される。

8 )右距骨と右撞骨

右距骨の下関節面と右躍骨のよ関節面はぴったりと関節する。同一個体のものとみなしてさ

しっかえない。

9 )手@足の骨(写真 7) 

中手骨と思われるものが4点、中足骨と思われる破片が 1点残存する。その{也、手または足

の指骨が 7点認められる。指骨の中の 1点、は近位骨端が未癒合である。

考察

1 )個体識別

総重量が945gであることは、この骨片が 1個体分からなるという仮定と矛盾はしない。火

葬骨 l鰐体分の重量は焼成度により大きく異なると思われるが、筆者のこれまでの経験によれ

ば、この人骨程度に焼かれている場合、 1個体分の重量は1，000から1，300gと考えて大過ない

と思われる。また、多数の骨片の中で、少なくとも部位を同定することが可能であった骨片に、

部位の重複が認められなかったことも、この人骨を l個体分と仮定することに矛盾しない。

しかし、右腔骨の破片(写真 6)は他の骨片と比較すると、火葬によって縮小したとしでも

あまりに小さ過ぎる観がある。成人縄文人男性を基準にとると、右尺骨の収縮率が15，....，.，20%で

あるのに対して、右鹿骨のそれは40，..._，50%という{直になってしまう。通常の火葬で骨が収縮す

るのは多くても30%程度までといわれているから、右膝骨は{也の骨片よりも年の若い別個体と

いう可能性も否定はできない。
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2 )年齢

上腕骨の骨頭、上腕骨内側上顎の脅端、大腿骨の脅頭、控骨の下端に骨癒合がみられないこ

とは、本人骨が未成熟者であることを物語っている。しかし、尺骨の肘頭は一部を残しで骨癒

合が進んでいること、下顎歯槽の残存部から判断するとすでに永久歯が完全に璃出していたこ

と、さらに上腕骨体や大槌骨体の骨壁がかなりの厚さに発育していることを考えると、この入

管の年齢は16歳位に達していると考えて大過ないと思われる。

3 )性別

下顎骨のオトガイ三角の形態、下顎角の外反傾向、それに上腕骨や大腿骨の骨体中央部の骨

壁の厚さから判断すると、性別はどちらかといえば男性である可能性が高い。

まとめ

八木遺跡第 2区LH81で発見された焼骨片は、 16歳位の年齢に達した、おそらく男性 l個体

分の火葬骨であろう。

cuv 

ρ
h
u
 

-aBA 



臨SIl1I11:入費量定

写真1.幾骨全体像

写真2.下顎骨 {左:オトガイ訪を含む下顎骨体の磁片.右:左下顎綾の破片}

- 167ー



事5:tt自然科学的分析

4惨
写真3.右上腕骨 {近位骨体ti遊離している)

写真4.右尺骨返位都の破片

- ~ :c "* 
一品戸

写真5 大腿骨の破片 (近位骨端は遊雛している)
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lII3・b 幽上入管催提

デ~

写実6.右鹿骨の破片 (量u立骨端It未癒合)

334 
.1 

写真7.手の骨
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江li1# まとめ

第 6章ま とめ

今回の八木遺跡の調査は遺跡内での土壌入れ替え工事に伴う緊急発掘調査であったため、大

きな時間的制約のもとで調査、整理を行わざるを得なかった。ヰ害に盛り込むことのできなかっ

た調査の成果については、今後も折りにふれて明らかにして行かなければならないものと考え

るが、ここで一応の成果をまとめたL、。

第 1節遺跡の変遷について

今回の調査で検出された遺構はおもに縄文時代後期の土壌墓であり、これをもって八木遺跡

を該期の墓域跡として大過ないと判断される。しかし、遺跡をやや広くとらえた場合、時間的

な変遷をみることができる。以下にそれをたどって見る。

調査で出土した土器と遺構からすると八木遺跡は縄文時代中期中葉の大木 8b式期には確実

に生活の痕跡を残している。第 6区には SK05中に埋設された土器があり、さらにその西側に

あたる第7区からも大木8b式に比定される土器が出土している。また、遺跡範関内の北側に

あたる第10区では大木 9式比定の炉埋設土器をもった竪穴住居跡が検出されている。第10区に

はこのほかもう l箇所に焼土をもった遺構が確認されており、この時期には遺跡の北側に集落

が形成されていたことも想定できる。

次の縄文時代後期初頭から前葉になると第 2区、第 4e 5区を中心に土壇墓がつくられ始め

る。土器の内容からみると、第班群土器の階程以降、他地域の土器型式に比定すれば、仙台湾

の宮戸 Ib式期以降、すなわち後期前葉の段階におかれるものが多く、この時期に墓域形成の

基礎が確立したと考えられる。墓域形成は次の後期中葉段階にまで続くが、この段階のうちお

そらくはより新しくおかれる階程に第4・5区では2軒の竪穴住居跡がつくられているO この段

階で=墓域を中心とした遺跡の営みはほぼ終息期をむかえると考えられるが、その後、後葉にお

かれる第四群土器の段階(これは少なくとも 2階程に分けられる)にも、 S135を切ってつく

られた埋設土器SR01に示されるような生活の痕跡は残されている。

以上がおよそ今回の調査区内で確かめられる遺跡変遷の概略であるが、第 1区調査区外南側

からは縄文時代晩期大沼BC式土器が表面採集されている。出土地点は範囲確認調査によって

くくられた遺跡範囲の外側にあたり、おそらく現在八木遺跡として囲むことのできる区域の南

側に後続時期の遺跡が存在すると判断される。
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2節菜域としての遺跡の性格

今回の調査で、八木遺跡の大部分が大規模な墓域であることをおよそ把握し得た。

縄文時代の葬告IJについては楼々 り、時期的にも地域的にも変化があることがいわ

れているが、そうした中にあって、八木遺跡の葬法について簡単に検討し墓域としての遺跡の

輪郭を見てみたい。

今回の調査で検出された土墳墓には内部に河原石をつめこんだり、掘り込みが浅くかっ構築

面上に組み石を設ける例が多く認められる。このような例では土壌内部の空間がきわめて狭い

ものとなり、遺骸をそのまま埋葬するのは困難と言わざるを得ない。したがって、埋葬にあたっ

ては遺骸はすでに処理されて骨片と化している状況を考えなければならないが、これは東北北

半の縄文時代晩期の楕円形基調の土墳墓が、遺骨の残存や赤色顔料(ベンガラ)の残存状況か

ら遺骸を直接葬ったと推定されるのとは対照的である。

縄文時代 e 弥生時代の焼入管例の集成とそのそれぞれの評価が石川日出志氏によって行われ

ている。氏によると縄文。弥生時代の焼入管の出土状態には墓墳内火葬と再葬の一種と認めら

れる墓壌外火葬の二者があるという。前者例には北方ユーラシア大陸の文化に関連する可能性

も指摘しながら、縄文時代後~晩期の秋田母藤株、北海道@美々 4、朱円栗沢の 3遺跡例を、

また後者例としては縄文時代中期の橋田遺跡を最古として、東海、中部高地、北陸を中心とし

た地域で弥生時代後期まで続く 231911をあげられている(石川;1988)。

本遺跡で検出された土墳墓のうち内部に火熱の跡が認められる第 6 S K13を除く大半の土

壌墓は、石川氏に従って墓壌外火葬の再葬と認められ得るものである。本遺跡で比較的良好な

集積状態で検出されたKH81グリッドの火葬入管は、一応16才翠度の少年男子 l個体分と鑑定

を得たが、さらに若い別倍体の経脅が混じっている可能性もその結果には含まれている

5章第 2節)。したがって、他の骨片を出土した土墳墓についても他所で火葬され遺骨のみ

を埋葬した二次葬(再葬)慕であるとして大きな誤りはないであろう。それでは底面が著しく

焼け、覆土中に厚い炭の麗をもった第 6区SK13についてはどうであろうか。この土壊底部に

は焼け残ったと思われる脅の一部が確認された(鑑定では人骨かどうかの判断は得られていな

しi)。もし、この焼骨が人骨であったと仮定したよで考えるならば、藤株伊!などとともに慕墳

内で火葬が執り行われた 1191Jとしてとらえられるところである。しかし、この土壌はほかの土

墳墓と比較し規模が大きく、その焼け方には繰り返し火の焚かれた状態が観察された。また、

下部に堆積する炭化物盾は遺構の頻繁な焼成によってできたと判断されたが、その使用ののち

には明らかに人為的に黄補色土によって封土されるとしづ、他の土壌慕には見られない特徴も

備えている。したがって、石川氏が北日本縄文時代後@晩期の葬制として摘出した慕墳内火葬
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ザIJとは異なるように思われる。本遺跡に限って考え得ることとして言えば、第6区SK13につ

いては、遺骨を他の大半の土壌(二次葬)纂に埋葬する以前に、遺骸を処理するための火葬の

執り行われた場所であろうかと考えられる。すなわち、遺跡全体では遺骸の火葬が第6区SK

13のような土壌で執り行われ、遺骨のみが第 4" 5区、第 2区なと、の土壌に埋葬されたことを

想定できる。

ところで、本遺跡のような焼骨片が出土する縄文時代後期の土壌慕例は、岩手県北上市八天

遺跡や同県雫石町務内遺跡でもすでに確認されている O したがって、縄文時代後期には東北北

半にあっても、中部日本と同様に墓墳外火葬の存在を認めて良いのではないかと思われる。

本遺跡のもう一つの特徴は、土壌慕確認、面の上部層から生産用具を含む多量の遺物を出土し

たことである。土墳墓内出土土器を子締にみるとそれらには時期的な違いが認められるが、土

壌墓確認面上部の遺物包含層中と土壌慕出土土器を総体として比較した場合、それらに顕著な

時期差は認められな ~\o したがって、遺跡からの出土遺物には土墳墓内に人骨と共に副葬され

たもののほか、同時に土壌墓外に捨て置かれた、あるい拡安置されたものがあったと考えるべ

きである。しかし、遺跡の性格を墓域と規定した場合、こうした出土遺物における生産用のも

のを含む日常生活用具の多さはどのように理解すべきであろうか。

縄文時代遺跡での『捨て場』の在り方を瞥見すると、例えば、秋田県内では協和町上ノ山立

遺跡、小坂町はりま館遺跡、男鹿市大畑台遺跡など前期から中期の遺跡では、集落跡と『捨て

場Jとがセットになる場合が多く、秋田市地方遺跡、増田町平鹿遺跡、東由利町議出野遺跡な

ど晩期の遺跡では墓域と対になる場合が多いようである。このような事実は、縄文時代におけ

る『物』に対する意識の変化があったと読み取ることができるように思われるが、そうした理

解に立った場合、その顕著な変革期に後期を挙げ得るのではなし、かと考える。すなわち、生産

用具を含む日常生活用呉も入と同様、 i可じ場所に葬り置かれるような意識のもとに扱われるよ

うになった時期として縄文時代後期をとらえることができるのではないかと患われる。

民俗例ではあるが、宇田川洋氏によればアイヌの人々には有名な熊送りの儀式であるイオマ

ンテ(飼育した熊に宿る神の送りの儀式〉のほかに、狩猟 e漁労の獲物を送るオプニレ、日常生

活用具を送るイワクテの犠式が、それぞれの送り場であるヌサ場において執り行われるという。

そして、このようなアイヌ民族の習俗の根源は擦文ないしオホーツク文化期までさかのぼって

とらえられるという(宇田川;1980)。

また、近年縄文時弐墓域跡で顕著に認められだした遺講に、本遺跡でも検出された大型の柱

穴列があり、「績の場Jとしての性格が与えられている(岩手県教育委員会;1980)。古代に執

り行われた「演Jそのものには東南アジアの諸伊!と比較して類似した複雑な構造が認められる

ことがいわれているが、少なくとも現在の段階での縄文時代研究で「窺Jをいう場合には、
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に墓域内においての霊魂の送りとしての性格でとらえておいて良いように思われる。このよう

なアイヌ民族の事例や、古代から確実に認められその摂念の一部は既に縄文時代の墓域内遺構

にもみることのできる「積jの性格を併せて考えると、人の霊魂の送りの儀式と物に宿る霊あ

るいは神の送りの犠式とが同ーの場所で執り行われていたこと、すなわち葬礼と祭礼の不可分

な関係を想定することは、縄文時代後期以捧晩期に関しては可能であろうと思われる。さらに

本遺跡についていえば、出土遺物の中に漁労に関連する遺物(各種の石錘、 i廃状石器など)が

多く認められ、祭礼が強く漁労に結び付いたものであったことも考えられる。遺跡の立地から

すれば本遺跡は生業の場である皆瀬川に近接してつくられた遺跡であるが、このような生業の

場ならびに墓域と生業に関連した祭礼のセットの関係は、先に述べた雫石川ほとりの森内遺跡

で出土したトーテムポール様木製品等にも象徴的に認められる。また、八天遺跡調査報告者が

焼人骨出土土壌からのイノシシ下顎骨の共伴をもって、埋葬よりもムラにおいて行われた「ま

つり」の性格を遺跡に付与したのも、狩猟に関連した祭礼をより強調した結果であろうと推測

される(北上市教育委員会;1978 e 1979)。

以上個々の事例の検討を加えず、非常に粗雑ながら遺跡性格の輪郭を映しだすことを試みた

が、今回の調査からいえば、八木遺跡は皆瀬川河岸に営まれた縄文時代後期の慕域としての性

格をもち、かっ、そこでは、生業に関連した祭礼が埋葬にともなう葬礼とともに執り行われて

いたものと考えたL、。
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